
3 PO I コンドライトの消薇核種'“S1n

（東大埋） 0野津覧．治馬渕久夫

哨痘激謹1さ．磁眈勝系の歴史と打遠》上で．．二通りの角眼註もってし＼る。 1 つ［芯証
c.l 12ochro11ol 09y（原吾核毎疇）と呼ば‘れる吋貯豆有用Im初、沢鰤麟崩：：搭魯
系疇吏しt:.面点で•の哨載該糧遭と．原弓核合阪埋総から計降できる推走量とさ止載し
て．面恙遭違応 1ri /\0 うメーター（例えば、 I苧蔚 l衿，稜麟巧動喪紅韓紅
》for血a:t lon, viterv'a.. l) と、決あることが＇で＇ざる。吟 1 つ 1ホ、 COndensqti on chron叫y
虚稿酎渇）と呼ば‘れ訪祖舒忍這i麟謬リ、灼喝応構成してし1 訂謹（地球目
．惑吊．躁石霞）直走し T魂茫q哨哉核蒋の量さ相互に比軟して，をれゼ＇い喝如れ
砂 l::. t‘紅＇I□ 麟差が｀ぶるかさ知り、 ど｀う[\う ll／創序釘砂岱‘むk たかさ知るこ豆｀で、T
る。

こd)様な多く蝉見さ得3 ことが｀C' □哨痰核栂も最も面影進んで• ll む0)/J: 町
- 12.1 Xe 示鐸う。町以外［：：t瓢‘核褥lかくつかあり攣も行なわれて 11 紐＂，そ
遠釦珈疇難さざ松りてあり．上 I：：のぺ＇た様な細かな訊釦対象I：：／不なJて II な II
．蒻なら，爵魯ゃ目這疇這もし這疇応量が＇瑣'I吏すれなければ細か(A列
ムス炉 lレヘの応用紅＇おぼ｀つかな II からである。
繹鯰．和輝 1.03~10り碍栽核糧品幻さ用 U て，上釦 chv-onolo8yさ行な

おうとするも0)であリ． 3種のコンドライトにつ｛＼も行なった赫果さ報告すか隅S111 "> 
最大の和敏Iぷp -p roc12ss 核と (I う点で•あり． r- p ro c.e -ss c.h1"011ol o~yとの比藪からも多
くの知恥駒待c,•り。固4頃の邸如邊碍住楚（巌恩 I:::l3'~s W¥ 1 1唸ぃ比） I本． I“Sm
吋麟程で•あ a /42Nd g)殺勤から識べ'3 アイ‘/ 7 ロンiかさ吊ハた。この方法（3. 卸と母l:::
絨（t::..とえ Ii各鉱物）記 Sm/ Nd Qi胴l屈‘起こっど (l3 ことさオ澗し、同一拭料中
の％／Nd 恥息た相豆 Nd Im位倅比咬勤から求ぁ句識である。
頓知即邁ふl ぷ． S t. Seve l"~l'l (LL 6) / A bee (｣; 4), A// e11de (C 3) で•
ふり．りれも如如篠幻うクション疇l ti::..。
St. Severin (d. > 3.'72 (主に Trod i'te) @3.52< ci <3. ク 2 (::tに 0// vlr1e 

) ( 3. 32< cl<'3. S-2 (主 I：： H yper~thene) @3.l2<d<3.32 （主に

D i ops,de) 釦．'JO< d < 3. I 2 (-4,.,. Merri/lit e など RE1=1葛ぁ那分）
⑥ d < 2 ．ク 0( :i /.::: Feldspar) 

A 知e (J) d>3.2b （土 l:::Tr-oi I it e) ②ふ／ 5 < d < 3. 2b （主 1.::: EV1s"to.-t;i-e) 

( 3. o 5 < d < 3. I S （主に Ens℃ベ't;te) ( 2.85 < d< 3. o s-（主に Her­
ri II iteな絃廷叡祖） ®仄 2. g 5 （主 I ：：： Feld5par ぷ、よび'0ldh“
/te) 

A llende (j)コンド‘Jレー）レ＠fine-wained white inclu51 OVl ( coa.r se-tera.ivi ed 
white inclusion 諷If屯の強 l＼餘 l?J @a. I 2. < d < 3. 42 碍汲牲0) j如邦

のつ 1tんじ•まぶちひさお
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介
これらの ~Ii}と令酪研令悲詞料l：：つ llt 
N o\麟信i餅I史とさ行な）た。
り峰諜のアイ＇）り 0 ンフ゜Dット I&下図 l：：示した島）である。こ(l\1t6乗l8 ，と‘｀①惑記
豆蜘うからも正麟紅□ I 呼叫臼鱈lさなかったことさ示し之ぶり．操
導 1=Ff) l＼乙 l＼非海直とも一致した。冶ork i去 lこぶらデーダ影釦各浪庚、点り最西？イ
‘)ク 1ンンさ作ると こ知の様になった。
St. S ~ vev-11-1 （邸元／呼51o1)(危訛函）＝ 0 . l 6 :!:.0.14 

A bee ク＝ 0.0E,::t. o. 13 

A l I e Yid e // =（作裁‘できず）
眺差 1吝＼＼ずれ毛 I a-謬リ． 2すまで·汚慮巧 3 と 4釦〇さ危冴．かつ．Jvv i vio. s につ U て
報告し T:.0. 3 'I.:t 0.14 ヒモ矛宿しな ll 。しかし最血JUV iMslミつ＼＼こ追雫躁が行な
訊· 曲5m／吃m ~ 0. 01 3 と LI う我々咽琵長さ否定し E報告がなすれt：：：。 (SCHEI NIｷ 
N) LuGMA1R 砂 MARTI, Heteoritico.l Soc.. Mee.-C!n~ No.80(1'174)) 

叫杯摩虚：：よ 3 1\l d ぶよび'Sw 戎潜と

ミ!St .Sever i nlLL(;) Abee (E4-) AllendeCC3) 

l. I 45 

I.I4-0 

1.135 

tl 
ｷ0.02 0.04-

A
B
C
D
E
F

合

全岸
3. S-2 < d. < 3. 7 2 

3. 3 2 < d < 3. 52 
ふ l .2. <d  < 3. 3 2 

.:1.? 0 < ol (3. I 2 

d < a. 7 0 
か(2. 17 O （極細粒）

A

B

C

D

E

F

 

0．叫

全焦
d>3.2.&. 
ふ IS<d<3.2b

J.OS<d<J./5 

2.85 < d < 3.05 
d < 2 ．ふ5

f
-
f
 

L
 

, 
。

A

B

C

D

E

F

 

令先
3 ンド lし一 lレ

Co巫e White InC.l叫on

Fine White I11cl~,;\o" 

滋I距<7) 3巌 l＼部分
認I-起のうが1 部分
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3P02 A//enJeT員石序の中＇「生も尿分和。

（原穴理） 0 中村衿＝ 小山原直 ，馬ぅ渕入夫

序。 9員石干て‘` I古宇宙裸照射,~よふ二次守性き束ぶ I)ヽさく，知鴫叩収へ久 3 「6 町。さ椋 u
て、一和史に 1吝（i1'y)反応の臀手 It碩肴て｀｀ IF rふ凶． しかし All ende f負るへ場令、 I \:jz'fiも
の拡散，栽速が＇祀介ぃ行わ 4＼る程の入iょと侑 l てみ I). 11む隕元に比tて中性か束）汁 I ミ

熟、平□凍ぶ＇欠~ <...! £oc。，叩か 36 ce.にと冨髯北放射餌ぷz, lA Iさい~I走町釦i-1
ぃミ‘見乞t.し＼て u 認 F9ふ序口が生い拉敗，吸収l5 屯0 年、t兄使，6-e.;ss, L；で＂和t釘
rぶと'‘q夕？くq i1 閤者 1：ょ， c ttふ•TJ- :/. 4'-て 3 「こが， 紫叡？l7p_ Iゎ•01中＇｝出ふスI\゜ 7 /、 ,v
Iすーボ村哨雑しは云ぃ難·し'.
沖牲う咋収鱈·ドド；叙弱放射熊·a 生哉 lo 1 吾旺＇戌．iス・よび、いわ中 3 u 1/げ“領成‘Q中
m疇q亙戻鬼吸収rふど｀（しかぅて起り 1 =--入らみェか 1しヤ＇’-令洪；＾守＇性． ~I:.. ぶ｝贅与
さ見え看 21 ::.-e. la-簡頁で lょ rふい。桟‘々 I芯惰伍中て｀｀の中帷｝スベ 7 卜 I崎迩鐸 I=,

ll 駈性恥詞：心叫心l tbmann /l'I然平検ね、f\'7 卜 1レ．
ii) ep;tharmal w、.l:..0\倍戌‘: 'YI(E) 4｣ oc E ―すdE t~  1.o 

と 1反走すシンと Iこよりー・オ象的床｝核の応sonance inh<ral< rヤ> i I可 U て／い怨沢‘のや＇性
汀束の欠呑tヽ T6 准走を執＼祁 T-::. 。茶‘文＼バ数1目の AII 2ndc 痩るにつ U 之 1 =----がウが生ぅ咄収反
応 lこふ｝生い‘該棧とぶt ;f-叶｀ー展秘 1~ よふ屯い‘枝揖凸応冗以町e ＼が＇庄｝吼収反応
＾峙うも惇に匂ら）とさ恥，桟み叶て冴＼中lr" 下へ• 7 /---9り磁を検討し r=o
涙験． A \\-'a-.N\ol.<2.浪令 N MN 1--1 3 7 0 2, 3 ? 3 7 / 3 8 8 2 8 t卜輝 3 0 へ汎‘叶セ
＼之 l引 u tい 0

疇介鉗． 20 O jッ v .l..臥下 1：叡砕した限
石桟圧：：： N H4 牧を担体と！て加え， H F) H N O3 仁桓□
を~ vl <'.宦湛瑾‘解し，沢N03 も加え e A叫も 忙 NHが曳 1 H t H Nら
ラび殿介離し，さら 1::. N 出OH て万塔所稜蹄イオン
交蒻達行 rふ u N H4a を回収奇 a o 又残噌訊‘¥叶 l3
廿 FI H N03 / H2.. S04-と同\,\_て no熟滞解し Td友
文ーテ Iv 抽出によ I) にを袖ム，唸1 オン支秩
I ｀｀より C。豆清臼 3 。さら 1こ~~這へ喝イオ 4 
ン友換を行ない目的とすら元いパ＂も。杖
加般舟1定用の訊‘未打j Iか 1 F._, N~, lo /渭精懇1友、
＂私 1こよぅ含属汎‘床凡伐(,J.昇粋'.__ ｝って特
製し「ミ N H+ct,叫 lょ Mn2R Orノその 4包瓜いう3 ~似，tf_n.l.欧 ,A-l

伍紅 l月 u rこ 0

放知能魂ll足．4-1 LA. 1 53 叫，歪長，只如□＇ス 7 0.屯雌計数茉置，：よ 3 X森激I史 I 36 伐
i,o (o I 汀＇’7-,. 7 □ -如叫t敢阻窟,,_ t a ~季累我I足を行なっ rこ。ントウの岨羞 I;t界大原ぅ核

ながむらゆうじ，こゃ｝や引店よ、！うぶちひ之お．
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瞑杵笞直椅旗知麟紅ド［笈翌 L瓜之いうもバ＇ぁら。
旺＾伍（ L ↓） r 緑畷喰置を屑吋こ。
叩囀。現任呑t‘・に得ぅ k こ\Aる甜昂 I丸 1 "Iようになってい 3 。 A II~虹棧知

畔い‘1な～ 5 m. y• z‘｀より !"~Mn を 9介ぃこ可べ‘で飽和直！：豆 L こ\),〉と更·ゎ卜る。し0t6, 
虹／呪Vふふ訊‘年ドネ、いて，烏ェ｝ル 1" ー反）汎、 F～とし甘 5‘Fe(n,spJ 96 戊， 6°Nし（れ
, ?) bo ん， ¢oNi （れ 1 江）呪V.•, •• -I f$.と"q奇与 l庁 I)ヽt < I l iしぅ‘令噸ぶ(')\， 0) 反
た•I こ 8 ぷ等5 と角えらい。知核 1 i国当') "I生八｀"¥lo I 1l (E) d石 oc E ー14E a 印幻
スヘ0 1 トルを 4該すさと近似的 1 ：：

く賢\'Yl (E)改叫e
E 

釘:‘Aし bO C。は東 K初性研

~ A <6(KT)> + B<Iヴ

A-=A(<竹th〉) <n凸＞ ; 熱中咋3-東
"B ::: B (<  Yle.>) <.n e > ; E 注th の牛＇性 3 束

｀七る。従？芍虚印恥豆Y）い比ょ·よび渥度丁 I：ぶり；ゃい叩遵訊く 6
(k T)> と <Tr> い比さ詢べ‘~_ :::.. c., 1: iって熟叩句原と E 注恥舘成‘の中·r生｝知吠
さとさ掬い‘さよう。園 1 I 、 T= '.z OOk を仮知這釦打閲を示可• Tgあ‘吋，し0&
畔誌能lも立駁籾 1: あ‘U て 1 予 F っ「：：汰青砒釘『＇とさl)得rm，表紅 I筍 U て計耳し

℃\,\ら・ 言f;孔
芯： ］こ： 3f: 
e x l o~y.J_L o 3 :I:10 

0 2 

苓Ai

3C 伐

硲M、

芍h

bo じ

沢心

'3 5 ~qり

t-6.:t./" 
が土 2

76:J:7 
3幻i:ふぅ

1 .J.2が 7

ヽ牛9 士“

図 1.

<P>/<IY>
(x1 Cf n/cmユ．m;n

-0--352q 
一'3'702

---0- 3 ざ82
-•ー 3<;r37
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·
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ぷ
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·
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/

t
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/
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9.10,.9,1A

f
•I'la·'., 

9
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/

9
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/
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t
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,’1-

9
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3 3 g 2 

S-/ :l:./-3 

必ェヽ

，竺□□三（学位（か 4西／沼.m心叫e.)

表 2.

3 8 3'7 

3 2 :t:fj 

ぷ:J: 6

38 _ 
・一 ' - -

5.0 

゜

゜/ ~' 
、△’~、..-

．，’'［口'

ク。一―― ' &9 
ら
I 

1. 0 2.o 
く0(T)>/< Iゥ

1) 叩打炉，忌渕久夫、あ楕戻，今村
峯雄、茨 U 博；放船ヒな討籍令（ I
q q 3 9，原束）

~N; 3Ga 

3.0 
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3P03 Alle n. de"‘ ん后中の Fe 同位坑比測定

（東燻研）゜抑町詞
ぽ火腐麟）税生礼危

上立： Al\enclev' ん厄［よtっともも源約物笥汀れる炭稟娯コンドライf- cc 3) 
1こ属刃る v＼ん石もあな、‘の v‘h 厄中に（よ， wh.c te t.'Yldusi.on c ctぽれる高福鉱物が唇
在すね． mclugi o厄環謬易 1、、町1 する、‘℃ヵ臼さ， I 心～ 10 況血の大ざさ℃9' て(lJ形

状疇々雑約t•ある。、下畠項瀑物 lcl: v＼くつ分の特要な I庄脩をポす。（i消媛条の国位（オ比刹
定力‘ら訂0 ー紅0絹間関係鱈め},;) t. I その勾碇が， l 'C勺り／ J.炉翠的 1司位件効果てば説
吼し得な v'• I<, 0 p凶re 戒分が外部ヵ‘ら加ったヒすゐに敦咄し僑！ b 史，弱値屯，下す。 (Ii) 
w虹te 心lu.si. on. 1J'spi:ne(, «l e iし 1 しte rJ C｀ヵ‘らなる品，湿鉱物tあり， S しが少なく
'Co-- 'M.. I 、、宮 h Cおり Aller'lde b u. lK と（び要なる化労粒成も特フ。 C iii) Xe の I司
位符比舟I 定がら， 12り年代し蒻};;,/目ー年代も示すのl, 1ぶなく， 4m. y.程度の年代這し1
が存在芍ゐ。逗した whL te me|ugi,"しの特翌、な I卜生箇，特 1 、寸総鼻、同位符比要靡 Iす，大屑
紅放苛の（ヒ学的分別効果 1 ぐよゐ(/) C ば B <,Whばe 西Iu.gi如力刈如謬阪の太感辰
物爾這原直鐸叫歴史も酎 I、、すな＼、'l I 、、ふる打露が大さ v\0 ＼、の仮汲か‘哭め年以I

るの l ei, 0170 ーげ0 ノ 22Ne/0Ne- 2W' た必謡贋関係、の測定に続さ，＂叡約丑、雌l
位伍比累附＇、ありう。一方 Fe は比較的畏く留吼ざれて viゐ e- フ゜ロセスt'合成、ヤれる C 多
えられており，その同位は比小屋内て’'の e- 7゜ロセス疇温度 1\、対すか依麟 Iふ

悶＝ 0.1 ZS >< 1013.16/Ty（汀）屹

濯定r れてあり，大さな湿度依存性を持つ．麦て，非揮登住元虎、 Cぁゐ Fe(}'\ I司｛鑓比
と測定すれ（if, Allencle 1,,'/¥h 0 wh山2 (ncIuc ion が冤った原料峠放/J)歴史を釦
さたがるヵ‘，要 I ミ経てぎたとすれば，その「e が麟、ヤれ疇、の eーフ0 l'.7セヌの平釦；届危が
堆定t'ぎね。そぐt'オ史、知 1J.、‘れ 1、‘，生日して后の l目（立件比視位を試みた。

2 一実験・ d) 厄の叱砂籠，＼‘ん砕釦 8y-uderr e.i:.m C L6), Pe四 R iverCL b), S't. 
諺I/e.卓（しL6) 、 AI\e砥e v‘ 知も matrしX) wh北e i. 11ci岱i oれ名 l 呵~J孔ひた。伶
試料 Iii磨費～ 1 cc のテフロ｀／力、‘)フ゜中-c:.· HF 1 drop + H N 03 1 drop℃万濯偉し, HCIO+t岬
を加え慈洸乾固した。これ（：：：q N HCI i涸］を加え落倖し，意ィオン交揆冴1脂（ Dowe')(-1,
100~200 me丸，カラム怪 5 汎m, ガラム察邊 o 、 7 C C.)に通し昆紅ふ薦ざせた俊卵
HCI 戸知條凌 o. 5'N HC/ て＂落離t行 vヽ倒影濯I可試料℃した。(ii)筒骨分析·，一回
疇l 定こ｀’こに臼試灼 I庄～ 20 ド9 とJ刊 V‘,‘ンリカゲ lレに共(: Re フィラメント上 I こ企布し，
固（オ型惜号Jガ祈言t (R=30 氾，q o·型）て痘）定も行った。涸11 定にtJ'二次電子哨藩嗜（
I 7 段 Cぃ- Be ，噌協率 1 メ 105) も 1汀いた。長をツリカケ••Iレヒ共に塗布した慮合イ
す万紅遣□ ゐが，名温度t・・イオン氣＾沿褒があり亨定したじーム乙f昇ること 1J困難t
ぁる o fe/J))月位符比測定に妨培となゐIT> l e!'坪Cr ℃•あらが，これ 1J 03Cr より姉正した。
Silfe Iが存在及が低く (o. 3 I 厖），手要験t'(J；莉I 定を行わながった。
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3 綽妥：現在J ℃••のと、、か測定した丘",)定面と表 I、‘示した。二次喝’手増粕権，、｀よる
惰了石百口 咽／呼e I、‘つい℃ l3 x ［京， 夕和／呼e 1、→ついて IJ ,X 栢冗蘇I/)袖正
を行， た。

Sa..m.P le （舛元／社長）\it (x f 0-2~(s惰／メFe)n (XIO-2 (”B/氏長）cow砧;()(l翌）

S七． Severi.n. I 6,370 土 o. o I 3 I 2, ~ 34 士 0.00千 2,352 士 o.o 14 

6.370 土 0.03612.340 土 o.006l 2.3 s- 8.:!::o.o ヨ6

6.3 5" 0 :t 0.02212.352 土 0.014123'7' 0 土 0.026

Bru.c!erheim 16. 5"0 q士 0, 0201 z. 370 .:t o.oo~I 2.1q2:to.o 22 

6.420 土 o. o 3612. 432.:to.o I 31 2,4S3 士 o.o ヲ8

6.2<:t 0 士 0.07012.,2~ 士 0.02212、S-45 土 o.0 73 

Allen如—G廷 16.43 1 土 0.03312.362 士 o. o o~I z. 382 士 o.o 34 
G.38 q土 0.04012.40 乙士 0.01312.421 士 0.042

N ｣er I 6.'3 !5" I I 2. 3 <t 

和渕履 I3 、名刹応＇t: Iこ眉量差別功果が担ずるが，女献匂 (N,·er贔ぽ）を用いて，
豆／SbFe の（皇 (-=,o.o&3>) をえい正 L, 豆／疇の変動の他豆し F。該差は得双偏
差 1 令を示す。現在の℃、、わ whふte meIu.c i oれじつ V‘C ばビームが不宅定なため秘v：締屎
が得ら小ていな V‘o !•{J:. I 、｀ぶり魚！定［た億 1こついて 1J v‘A尼， Br\,l,derhe im, 5t Severか
, A i le叫e matY ix:厠立 1 、‘la落しい変勅ia 毘 V’ 歩ざれgガった。
4 ．差泉＿．序 1;:- 芯ベ・た様I<, Fe°'I可（絨比［3 ;};.ぎな蕩度依存荘を特つ． Mer4 {iffJ., 
畷／S予＝0． o6 5 §1 年／げfe = •41.84 を用いる'C eーフ゜ロセスの平術湿度（3 万＝ 4 23 
となり， 54Fe/虹tFe= o,〇 b 3 5 1::- 差準をヒるヒ• Tq = 3.8 ~ 5. 0 ℃ヽ・，咋／叩＝料7~
/3, i /J\節国℃••大さく訂動t ~.オ輝の栢果か.:t, Alle-nde\,‘K 尼rt. white incl usi llr¥. 
,i\~tl"凶'C,他0) \,＼ねるにoi l可位｛むい、差がない。従って，、、CT)挽身がら匠りて•• (J w佃te

`ugしかが〖 .,r責項麟の歴定t翁てぎ（こ力‘ど）力‘奈も蓄 I5 仕＜ゼなし＼周位侑比の要
魯ヵ‘愛\,＼饂，：：：小 1,:fし‘祀わ清 l↑るt., d ）附ぅ（嘉渭 1鱈叙這てざ r：：：が，例え la• Novaa様
汲息心L戸＇し疇項麟疇5 な v渇質が入り：いだT-=-め 1、｀，蔽界、て詞叫狂累
蒋が見い出され像に｛び也＼なし＼ガ， l~ ヒi\. -cｷ I可し条件下てお、、｀「： e- フ゜ P セスて・僻が冶‘松
t人た。q1) wh ite しncl パIO八 I：：し様々なも0)かあり，巖象印叫tt鬼靡力‘. l立ずしt毘 v'
似ざかるわ寸t‘1ふ(j 1.,¥ O') -c:·.才実験；℃・団い丘サンフ゜ Iレt・（ぶ酪昂同位 (1 tt度掌も見ぃ少‘.::r小
砂•(iii) wh;i.-e砂叫gi o V\.の特屎なI}乍穫 1a:,度）に和枝伶成0)歴定 lぶg (l)て,.13 な
<,I紅姑入蔦矛、内て・エ（濯原l祖象ぉ祓fl恥中る。
AIIende ℃‘K恥証を脩くに向ぢ俊、伯 vヽ存在巖の 1月位元界、を特つ非哨乾｝生元系(/\ l目
似むぼ悌も愛 Iこ探ず努力が’}虹危℃考えらI{),_a. 
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3P04 Allende いん石中(7)white i nclus i on を構仄すふ化翌種．お拉＇
M8 等(7) I司f立印比
（東大＃隣面） 0仁籐修源生ネし亮本田雅建
（東大核面） 柳旧昭平

1 序 A IIQnde 1 1 ん石中の wh1tQ ivi clus ion とJ IJ'いる島湿鉱吻 I J 殿県(7) 1司／釦和濃
恥履3核合恥 ex ープロセスに』ぶ 16。-pure嵌分の生灰＄記慮して\¥ 2>のて'‘lJ 5‘\\ /J、
ヒしてその起源が注且Jれて＼ 1 3 。本実験I3. OI ーブ゜口也スては糀いて生ず｀るヒ思わ瓜
24Mg I ：：首目し． wh i認i'vi clu ゞi on ど謡灰す 3 鳥温紘拘忍 1しぎ的溶、出志ど用いて分離どしMg
(7) 1司瓜i詞;JI 定こi子っf：：。そ疇巣． M8(7) 1司眉f本比 IJ ¥ l ず｀いCl)つう：7 ションについてし
5 %0を悪え 3 疇 I本氏且附謬出せ芯｀tJヽっ「：：。こ疇果 I3, Wh i区iviclus i on が偲疇 3
核麟｀の歴史と経て 3 fごも？て"|謬‘\ l かヒいう推蛉に大さぢ印 l P艮＄ 5 入 3 ごとになうう．
.1 実験 ・試料 BruderhQim C L 6), A I levid12. CC 3) いんい bulk を基導とし殴
素の同直i李比異怜(J)見広J八てぃ 3 A I le vid<2の W柘tQ i nclus i〇n ど用ぃ「こ ●舷湖加司
主粕未料i晶去にJ I) 、デバ千シェうーカメう応用いて X蒋回折隊とい舷物(7J I司足＆行

った。突、険に用い「て wh ire indusionl3 spine[ 薗 l 化翌分離（分界j洛出；·五）
(MgAl2Q4). Mel i l it e(Ca2A '2 S i 07 ― Co2MgS i 2 伽）．

G-ro'::,SU lo.rite ((e13AI 2叫 012) tJヽ叫肖灰 3 札ていに
・化ぎか離 薗iに示すように 試料 0.3叫g I: 2N-
HCl 0.2 14\誌如入超音波ふか 1Tb‘ いら 1 呼閻弁吊し
--(J)溶；夜ぷか維 (HCl~ froction), 残渚＄白金るつ
ぼに移し HFOI 叫&:. /JDえケ）殴面と分解し「：：のら
H Cl 04 2 drops f加えて蒸粍乾固し．―= M に 2NHCl
g加えて茫和辞し「：：部分。 (H F- frocti o111) 。Jらにこ
の残洒は No.2 CO 3 1 ti115 i加えて溶廊とiう汀て。 ( 
N幻C03-fro.cti on) ． 行ブう］ショー／ば、尋発乾副交
訪NHCl て溶雨し．喝イオン交柏樹胎 (Da暖x-50W
X8 100~200 即esh) に通し l NHClて吝維し 7~8 ヵ
ラム(J)丹維炎＆質督分町試料としに
闘2 デバイー：：：J r ラー1Jメラによる X緑囮折像

white inclusiovi 
powd~red so.mpli2 O. J Wig 
I | 2 N HC[ 7 
Solution Re:;idue 
mel ilite I HF 
Mg 9;g ←上月Cl04
(AA -9古） Solution R容idue
grossuiarite I 知CO3
(pyroxene) I fusion 

M8 知g Solution 
spinei 
Mg祝

訊料，•Mel iI ite-rich oi 
カメラ半径 57.3呵， X根 Fe-K. 35 KV-20 mA 需出 3両間 whiTe inclusion 

A 試料とのまま
Me I i I i te (7)囮折隠姑
B. HC し港屏後の残這
Y G-rossulo.rite 
▲ Spi n叫

C. HF 吝屏役0烈遺
Spine I 0>国折慇闊

にとうお3 む・げんし』うハぃす 11 ・ほんfて‘‘JJた 11. やり、ぎ｀‘だしJう八＼ I 
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魯免去に』謹謬分離薗2 2{&g／恥
に示すjうに，あい枡じめりl 1て 0.12ワ

用意しr:Meli I ife-rid-1 oi w~ite 

Melu'::, im 試料（l1! 2-A) t l司じ
化ぎ分離とし残酒 01 X稲回町i咬
もし｀に。 HC ＼洛配受の残酒に

0.126 

Crroゞsulor ite. 可pi艇e((B) 1Jヽ"HF 。,125
麟i如残遺に I J Spinel (C) IJヽ｀＇

麟りい主ヒして Me.I iii• e1J 
H し 1- f心Ct10V1 I こ，①mぶularite 0.124 

IJ HF-fv--o.ctiOVl I ご；合出す 3 ――
鱈叩ヽ 1 t-::.。 •首最分析

罰 3

イ
slope: 0.453 " HF_ i 

v N(I2co3 -, 
o.13q8o5 

0.136 0.137 0138 0.139 26M防24
7 Mg 

疇分離し「：：椒～2））g区リ刀
宣と共にRe ーフ r うメントに塗和し固叩租困百量分折計 (R= 30un）で二次壽う塵堕旦
；用いて測足し［：：。 立ー玉彗［ 二次電J r首庖背にJぷ賓量如届(7)網瓦吋爪2／叩
も行っに以i且と薗3に示しに． I司ー試科て｀勾配乃(2鯰／26Mg)上ど没通りす 3 (7)は国i本型貫
晋分折訂に』る貰量左8' 1 灼屎お』ひ｀＇討料 3、荼発にJふ質量競lj菊界にJ ~'測定忍恥伶釦
Uヽら（和g／国）（）＝ 0-I 2663 碍壌にヒハ補正i沢枚＄禾あ， ご〇晶ふ町 1 で祉i正し仁（26鬼／和g)c
繹― l に示し 1：：，表にあさ』うに wn ite i尻恥ion ⑦各ブう］ション0) I司紅f和応は基瑣ヒ
し［：： Bruder厄i爪＼ I んli Iご氏較し士 5%o 以上の愛軌＆示Jに‘/Jヽった。
4 名祭 O）；合競法による巌卯創帷極緻層げ広吻訊料0 I司i立 1年比苫測定する喝心 iし翌
笥吝出；一玄‘'心拘分離す 3 ことは 試料9 税散や汚染も紅え 3 ちに国i釘本氏異怜が一郎
(7)鉱吻にあふ麻に/Jヤれこ濃粕て、 5 る、点ですこハ「ご方·店である． （ii)Mgの 1司眉悴比
Allende (7)殷桑 I司i釦和tは s170 = () 180 なシ受動＆示すか＇ これ 13 i o0- pur疇｀分り卜昴IJヽわ

疇＼として説明3 いて I I~ 。］に成累買コント‘｀う l 卜禍訊私叩涸i国に捕捉し「てNe(J)
周直i手比 13(2°N炉Ne)tnf4 じ広｀ふ：とが＇報告J爪て＼，る。本戻験0粕果 1-:: J j 24Mg. Jわ
に 16。 20Ne につ l' てれ恩合して険訂した渇合，限素O> I司直｝苓比見作が｀ 160+CX :'.;. 2°N⑳過程以外

l濯魯と与えて l I ぢいか J r：：：は徽量訊心に対・りふ沌、？核反ん＇仇幻果で/J+;いかヒ考えの
n 3 c /711 えば％（=0.0037%) は同賊芹 B 行度が非存にi応·, Nu謬任鼈自身少咤/\I 。しし 1司
位叩濃恥｀ :(7) Jうば緻量のし）） 1 ：：：氏 h t\ているとすふヒネ禅裕性元素 9 渇心にし Co..,

謬ぃ詞川長 1 結果 9(26Mg/24 心）（Orm,A26 (%o)| i 恥／梵）h
（2~g／恥）。もしつ I司直倍こと有する

t(/)について調＼＇るこ

い］＼‘＇急えら礼る。

err-o r- =2·瓢／八

Bruderhcim bulk I 0.13 q 52 士 38 I o 12．ワ
Al IQnde bulk I 0.1-J<元五 68 -t 0.6 土 4q-
H し l -f ro.ction I 0.IJQ67160 +I.I 土 43
HF-frc八tion 0.1 四 63 土 56 +0.8140 
Nci 2Cて）3- froc tion 0.13 q34:t31 +23122 
叫ゞ'::,erburぇ＇s I o.13Q8u5 +2.0 

11 
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(1 -€)2 

釦O
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3P05 月表面試料中の 53M九

（東大狗姓研） 0 西泉秤彦•本団雅健

（東大枝研） 今村峯雄

史膵 1~ 手にす 3 桑ができg月拭料，イン石は中官科学の重票な＇ A魯喉孫であるが＇、太賜糸
(/)既知の位畠(i A.U.) --i’'の‘宇虚練燕射を受1 た月試料は太腸ヽ宇宙線（ S. c.R.），錢牙亨
宵練（ Cr.C. R.) の歴史さ四 ‘c <.tで 1 つのカギとな＇フて、 I 'J。特に和宵練生雌叫叫

（ T疋 3.7x 1 0-り）は道去数否万与 l：：わたる甲宵線の強度変化， 月面J:_の dyn幻元c.,s芍/,
関 l て黎味あ 3 楕板をあたえてく水る。 53H忙の重要な＇生成反応オ中宵練の 90'¼遁＜を l
め 3 賜手による 56 Fe.（色o() S3 叫， he （ャ， X）巧九であ多。（図ーi)

く実験方考ン 均在は加L CL1-d の堤遥した高惑度り＇中性る放射化7l-1 ーダ比t （灼 a)
只 Hれ (Ty2=31幻l, 834. 8 keV) ーを 1丹ヽ） 3 手（：：：よリ少量の試利(J_00 1rt.J以凡あ
3 ヽ I l;;I. o.001 dpm_切五雅度）で痢定が可能である。 照 9す前処宜：試料を HN03
(1:1)+HFiで落崎恥， H礼を令，手唆光で定量使）イ 1ヽ 7。IJヒo IL.-エーテ lレによる堵如抽

出）i N H C1..—陽イオン交痰， 1‘/ 7ー n t゜ Iしア 1しユール＋H ⑫—f貪イオン交換'!-, I司、 I M-n.さ

ィ違分髄す 3 。 中 II'生各照9す：高純度 A£. 箔上で'M11..故化物に変えJ S3 f1'11.. st幻n..心r4
厄 M九金属℃央に原手炉で＇照射。速中小生子（こよる 54Ee （仇，p）叫九， S5心（れ， ln)

町伍のクカ宮反応を極力押さえ，かつ，熱屯l臼手束 10 J9れ／c点以上を得 3,立平()\｀あ疇，試
料(-::::よ').J R R-3 ，ふじらもを用、）た。 照射饒処租，測定： Jil H砂＋凡0ュて｀＇ A..,e箔

か；土を落糾，Fte, Co, Sc.等のオ且斧をり豆，隅，陰イオン文援， TTA 落媒抄臥を経て r

線測定月拭料℃し収幸は魚手唆光、を用いた。測定は物姓研 1oo c..c.. CreCU)枝出場（計巖勅
李 4%, Bぷ． o.01 cp況／keV -83s keV) あ 3 、)は L o... Joll o...のS''lrt.:m., 中 4Scc -# f型

白eCL4)校、出器を間 1 た。各試料tj 0.3~3 cp'7r/., Sり1/ll..に相多した。

＜縣果・考束〉 ①太隣芋省線の影靖をヵ 3 為ァポ O 1 1.号の B唸a.Lt-i.c. Roelｫ i 1002 

（炉 3.3 5/c.;nf_, Fe== JG. 8 1/.),同 14 g B硲aLが c Roc.k 14310 (か 1. 9Qん点， Fe"C. 
38 %), b ャ ecc.しQ i1311 (ん =2. 653ん乱， Re. = 10.?%) の 3 試料（：つヽ I て分析を行t;j I l 
衷面よりの荒さと 53Mれの関硝ー de.ptf-. p roHle ーを得た。（囮―.2.)根的核 1 ;1 {;Jとんと＇’

Fe と考え 3 れ 3 のて＂買tJ. 3 吉田閑の比報にも都合のよヽ l よp仇 53Hれ／k3 Fe て｀｀あ 5 わす。

表面付並の実兎1/護 lj s. C.R. t G-. C. R. 両甲宙線の岳讐の重ね合わせの忍， Reeo/-A印0t」
モデ 1しとコア試料の頭11史値をもとに合． C.R．取｀ガを見積り（表面で約 170 dp仇 S3 Mm./K3 西）
S. C. R. だけの通さ栄めた。芦．c.. R. が｀ Power スペクト lし cL吃丘＝危E ―tて｀＇近臥て｀＇で 3 t l た

理論計算と文兎II値t(J)比装を示す。甲溜線照和t;I" 2. TL に対tて等方約℃し，最泣の組測（こ
ょ 3 t = 2．千，J。（>i O MeV) = 100 pro t o心んれ之•sec ・の通と実験的に求めた記”

起関数を用ヽ），半経 6 C-?r!., (18 J /c戒）の珠型の様約 (3 試料の平均約大さぐ）に対す 3
計貨を行ね＇った。条復の放卯能唄I)定あ 3 、, 1プトラ、｀／クの琳濱ヵ＼ 5 月面上で l;j.各種放知緩ゃ

⑯しc..ro 1rt ete. o i--it e$ 等引衝突によ＇）岩石は長 I l ~R 間がかフて少（つ｀‘っ剤 5 れて、） gと寿
え 5 れ~ (e.r-osi o九）。この emsLoれ速度としてi2002, J 43」 0 に対し o.S-?n.宛／ッ，

にしいずみくにひこ・ほんだ｀迂さたサ・いまもうみねお
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知＼ l ） □321 に 2.0 幻八yをf反定，照射角代砂以上t'‘53H九の放~1 能ヵ惰紐 L て\) ~と
l て計箇した deptんp rof-i., l e. r_図—2 （こ‘史苅I 籠℃長に示した。 bl はり良り一致が見 5 れ 3 。

しかしふ．C. R．の人工角具 l\‘‘lしーン等（：：よ 3 直袴観測は）太叡I,｀遥去.2.00年で暴芍宕節印た＇‘

? tミこ危 5 水る 19CIde(1956- 66) が 5 祐め 5 がた為， rJ :r.。の値 Iか履史（辺検討す 3 位

要があ 3 。更にpowe..r スヘ゜クト Iレと応旦的yス'\° 7 1-- Iしによ 3達ヽ／む梗訂すg。

①虻可守省線の影讐に関しては 15号（牛1r; 3ん仕）） 1( 号 (36fJ/c.社）の長ヽ｝ュア試料（：：：つりて
哭酸之行ね＇り凪3 パ稲泉を得た。両試粍
某哀ヽ／一致を示して、） 3 bIヽ ＼約;10 祝滋 3 て'‘

三□言言喜丘］ピ言言：：：：こ：冗°□::R.0』:e::LEymy
t n "C，思われ，月面口が年4C.S に関

（て新し、）、l清籾を与えてヽ） 3 。現在＄ot. L

の/?,. c.. R. （こよ 3 影帽を見 3為，表面付益
のコ了試材中の r3M礼の合祈を準嘩（て

• 12.002 
• 14390 
• 94321 

叩E•*E―"
で＝ 2Aｷ 
5。('1 IOHぶ）重 100-p俎sec

2 3 4-
DEPTH (9-/c,m2) 

5
 
6
 

図ー 2

3 

叫•7二；—•一!ー-'—←;-;+·i--t-：炉•王←三田↓ート―9--::! 丹·:―~ j 10 

; 102:-i:  T i：震は：：口：： :::· 

c: 

ト'----,― ’•9 ―→---.、---→- --•一~――’•一—~→、--------0-:g::s [ Production Pro fi le ―↑‘「ゞ

トー•

l [ 
ー□□□芥濯v仁言」］tit 10ｷ0 

、) 3 。

I 

LUNAR REGOLITH 53Mn PROFILE 

100 200 300 

DEPTH (q/cm2) 
400 500 

図一 1 図ー 3
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3P06 考密土コ了中の 53山のう則定による苧自じ‘んぅ苑量の推定

C.東大核研） 0舒峯雄• #.l: R該•田中皇男·金手粂太郎

深考堆積暦は千坪 1こつき加れオーダーのゆっL..りした堆楕返市で各時代の藩者の瑣境
い反映させ祀錦しつつ数巨米程廣まt‘の厖い局乞形づ‘くつていみが｀二の堆積｀に松めら
れ r：：情報～地森環が時代没1t.i解明する上て｀の極めてユニークな子秒柑戌是1笑してレベる。
：礼らの中て•特に宇臼綱：よって生訳‘した核種と遥みことにより、大気圏ずの争苗線＂経
＂化ぁ 3 叫宇宙じ‘ん等·">迪森井物憤のガ込量ぢ‘よび｀その要｀化左者応ることがて●｀さ、単
に地手の宇宙弔究の解哨r臼‘が＇、なく、寺宙線、田密じ‘ん幕のcn-ir ド対し角力な知見と
キえることが期待3 れる．既に田中 5 ばぅ屎考底コア和＇°氏（T炉 1. bx /0 6 年）の深·角分
布の測定と行砂争蘭線の渇去数舌万年の経年哲化 2棚べるごとを禎力·℃ I ヽるが、 4也の長
秤載期核種のうi]定につ 1 ヽ ·uよその測定上の困難から二の種のぅ界度分布 Iむ渕定さJして｝汀知＾
のが現状である。

長辛；戒期放射性枝種の中t叫屯tO>平；咸難が3,7x 10‘年と長く、一十万年ま丘浚1t.
む進える l-i.亀かりずなく、その主戎過程は IOBe が場合と展なり、大気との石紅呼反だ力‘ら 11/ま

とんど生衣‘也ず、｝まとんど太冷亨宙線ぁるいは鉛可守笛埠と宇唱塵との相li 1i用t"和，から
生成、し地球に流入するものと秀えられるの℃、苧祖唐等地埓外窃項の流入呈など1:.l笥する
知旦と 1昂”のに有釦｀ある、萩々）ま新し＜噴十分難と放射4ヒ令祈£組み合わせみ方却：ょ
リ 53加の；則定乞吠砕 o イの予備的結果t報告する。

〇突煎誼

＜禎料お‘よが加の分紐＞ 寮釦1更用したや浄 I古 S四珈Cen+r必 Paム松 (10゜ 5b.8Ig, 1 討
59.3/w) 澤取切れたコ1 械科、}(l-l -b8-4ぅて環5 70 v75四 l：相当する禎料·,K 、を用刈と。
国） J乾燥筏粉砕し、一郭t分析用械料として 1呆存し、§ぎり (3咋i) t,lt:.~処埋．し、 Be
Mn の分饉 2 行なった。 フ、急処理 1こよる桟‘料の分築後、淑研い呼）による水西復化物況殻1:
ょ＞てアルカリ、 Be ）収等より Hn g分離する。錢克いて 4 、I プロビ）1..-エーテ）レ地缶t'9 Fe t除去

し、脊イオ〉交復 1: よリアルカリ、アルカリ土額、 N i, Co 等から Hn名分雛、庚 I: P知1 オン交換
-c,r, CY 等も分甑し、景枝 I: H位ーイソずロピルアルコー II..系往イオン交棲て,. M心粒製しfら
；冬液を、蓬発して比巳2 ・牛 H“00)紆· 万得、これt石英杖料培中で、真空下、ぶ氾250℃
1：加塾し輿水の Mn ⑫2 (.m 、p, b50°C) 粉末結晶とし、噴世分甑用社粁として用いた。

＜噴量分離＞ 原弓校研究所 l吋気翌．マれ
ている巫ユ士必炉 6 0ー 1 tiオン
軌道半径 r = 10 砂しの同 1立体分難啓を用し＼

昭n の天栓叫n よりのぅ農絹分謡な行なった。

甘料出平 0、”t粒状 sm2 0 ．田（
砂本）と笑 Iこ必mA し r::. 。イオン源温虐
500°¢ くら n て，、ビ‘- A が観測され姑め、
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紅がC て‘n: 55Mぶとして数 mA のヒ‘‘— A弓組を得 rこ．惰量分鑑したイオンぅ充は、 55叫に

ついl.. 1-;;; ポケッ日えコレクターい灯面も紐緒t`Q社） 1こ労け、直培電北直を討ぶ＂モヴ—
しつつ、ー元命HII\ほ苓紅も芍のが嗚 1こ切～畔←～さ辻 r-::. J A／しを 印凶，2 サか←町の

祖体力‘、スとしてイオン Y ースに送、ることドより／汎蓋知孝g北め~ :とがて｀｀ざた。今潰矯ぅ
イ角ホ°ケットコレクター、および AR.姦どとり l不ずし｀それ屹｀Vし同じ・クれ＾ヂ押令に祖当
m 領戌｀の叫n の定蚤と行なった。 ポケットコレクターがら回収され T：：和心 7ヵ

·(ビ｀ーA 収辛 3 ぇ％が｀、消骨された Mn“牡2 (e.53) がら判明した。 叫n をみ中しがよ
した紐箔 l太士教た舜廃手‘炉の回転預料枡『C• 55Hn の放射化分析と行なった（ぢ分内〉。

｀炉 42埒て＂珍／55 の必←年以土ヤユヽとして 1 '7 0 乞得 r~ 。ま「：：：、｀の
枯言のビーム喪｝茎（ v え埒／し研）で It石凸心心喰の年吐じー｀をによるわ4 ぱ
捲棟t'•3 ると先えら礼る、

び叫の放尉化分祈〉
予想ざれる 5外わの量 I古極夜）て少いと芳ぇうれるので、祓料ぶ‘ぷび｀ブランクの処理,~.

日射前ばもぢろんpg．射稔も汚染のな\)\よう依レベル用イヒ苓便苺哩え｀、それぞれ行なったJ

＂分臨した叩n lさ、下e の 4'ダeA.~ CA.J込必砂と加えて、 A£ 箔より仁弓処理 I:.
よりが誨稽製した修、 Ae 第(_?和召％）上 1: MnOJ_の形で‘マウ叶し、棟辛横‘料と共IこれRR3
v~ 弓して‘.2召凶ル空射し中ば炉が 10心／りゃ）した。同争：窃加（九 2n), 54Fe（研）
這宇和虎の寄与•を見積もるため試莱の M>1, fe様導を虹を対した。 gg射後措イオン交喚
戸汀令イオン交喚とえ回の TTA 坤出て｀ 5仔In を精製し、物I}担評怜星Q和丑ぷ廿）の
100 c.,(..Cre(.LI) によっ·て叫1n の,g ~4.8 KeV P'l吐ぶ・呼尼4の如と行な， Tこ。
測定紺果をた 1 I ：まとめた。（計数辛 ll ~"和直悽 l：神噂）

0 終果 表1.放射化分析の紡果 (4澤砕禅正検）
表 1 の結果がら：の考底土

杖料として（ 1 ． 1 士 1.b)x 10—2 袂｀料 K (4え．Z.f¾ H.... ) 
か凶Mn ，の比放射能の結果 4舜畔 86.1 % 

なi易 rこ。 この性粁•ド対する堆 Groぉ叫心M) 0.0225士0.00 5'8
柑速市のしはバク I ヽているのて'• 西応叫（＂必） 0.008砥000 5'
咋虐の吋四国滋論 (J R•Ra) s+Fel"IP) 0.0091:t0.0007 

t直接導ぎ出せたいが藩和珈 ク りあ）が0 、 0001

が搾庵由来の月n と同1江体組キ辰 （却珂 (Y1, p;'~~.0004 

ブラシク (41.C/f~凡）

68•7% 
0, 01 2.5士 0.007l 

O.OO !r 6士0.0005

0.0018士 0.00oz.

しか‘3 という仮生知が4伽イ Net咄（しpm) 0. 00叫0、09叫 ゜ .00 2- 1 士 O.o？比

叫具としてか 105巧ん心咄 ”叫如） （ 0．紅 I, I))(10-4 
m . 実玲としてば今且
沖性諄束を用ヽ、危渚をあ 1f、受 I ――
＂今撃汲‘料t中心ね01告
危｀疫を LIT｀る予定ず、コア叫四

柑粁 1こつい1計頑冦進めている．

表:z.. コア我料 K の仁埠組．成｀

2:;4%1ふへ」ふI。：らぷ贔；
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3P07 官窃穏パ l戸手によって生成す 3 孫石中の咲At
（東丈柱研）坂本叫 0@ 沖全男

（マツクス・プランク研） w. H心/.,I, 協和二三邸

／守）叩源として亨淑辞’這所 l 厄絨岩后厄ターケッ 1、とした反応 z'在成するも角吝放身．t能

豆史出につ＼）との‘匁隧□II告する。 lヨ乎ふ（／”汀／和的 I97戸）は亨窃線守6)月守）記令
I戎分い紐の主柔棋／戎分て＇、おる唸5J.との反応によ')てI,1.,ず 5 長み合政付固灯1巧牧ぽ域難
ク．如</0ダ年）左於ば謬 5 ことによ九逸彗笈百万年の向 1こ文をな亨叩翻J笈プ変筋があ，た
ガどうかも知ラうと 1) ぅ謬tt行った，この惚騎 1ま大量のクーケ・／卜岩厖分虹辱詞：ア

lレミニウム(.27M) 危分舘靡製しノ その中に徴景·にf茅伝す 5 乃我の出す放紅魏＼名測定して
噸の生成受釦史めると，）ラ大変賓民かし Il t l7)ゼ＇あった。＝丑笠便碍瓜難 rこ此しC: t分
長 1J)前麦佗国あまリ受げてし）な、 l 硬ヽ）蒻岩しして咸店展ハ津町父 I刃旦辻、＼）う所豆鱈（］l直）
這閤その知／00 k｝をi1万に窯絹した。アルミニウムカ畜i)鱈麦てしあること老利）乳し

）津純這戸 lレカリによ 5 フk 西変化物の分茅」鴻啜殿［こよって精製しノ最後 1:::, マン王ニウムみ
ぷう 1ばんによ 3 分割蒜品にょ，てj_ ; iこず青賢レだ。放和惰諷虚試科として 1 ま頌パみの行り 1 こ
し円疇i:: }日めたものも用し）た。？6成 1，勺耀攻もし／，沢3/れもずの r線と放出する力汎疇
汲戸皇!5/(ke11 Iこゲイト這りて了ー了同時計政スベクトルととうことによってじ仇枷
能 8 測定した。この徴行放知維測定のため／千葉県蓄津命全谷·のクセ和庚／定堂（令ゑ山徽弱放射，t
糾和1 定う)J) I::. 7、 6c仇f X 7、 ¢c九 MaI （・コ）オ戸累 2 1虹対呈した特忍虞計り室りシール I'.
乞した'(- 0 j司蹂計測｀遊定翌星と言足置した。測定の結果／ 1釆厄峙の深とj07-似 e, の岩后
に対して (o. Oo3エ P.o/5) 心況 2知／kJ S,0.2とりう上限位し力‘得ら祝なかった。最位面

,:、イツのハイデンベ＇レクにあうマツクス・フ°ランク祈‘芸所の／ぢ．2c切tX /o,2 四九 MaL(TL)

詮：出慕直った他レベ Iレ℃ ol司皓計孜測鱈置て，〉 この測定試｀米十の 4 債｝令広まとめ謹、
石 27.7 勺牌会）疇した誌見柔ー土の最終偉と碍た。この (O. 0075L o.oo立）伍

噸／kJふ0ュの危町邑とつざのぷうに計算し這麟ととt直すう。ク也下伊，召紘乎の青争

ゾによ 3 叩の生疇［ーと 四：：： I/ -.h •炉•J'eｷf̀e ·j'象と泉わす。ここて立
ば 7k晶 s』 0ュ 1/<jあ E リタ分肴争止する／｀玖f士／ま翫遺晶の中 z‘脅止した／＇ヵ位血認亨
血幻屈、手に樺釦屯認疇fi l戸 s人の）司位釘瑾也和 1 ま/-Si／原手の乎ツげ麟
也ずに枝に賊収さ吹 3疇，je )ぱ戯奴知社含枝 2" 力‘5 2 偲の中饂全乙放生レ噸 IC
は 5 喝f戸姐のう 57.4XIO5年の半減訊這｀｀差5羞＜量（以風に 1 広
半汎訊¢.Lf秒亨加度ガ 3 導字定状庭があう）とす 3 。表ー 1 の兄下ダ加． w e 、にあ•17 3 
計幕位/jつをーのバラメータと使ったものて＇みう。
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兎一土

汀魏｝ーによ l) 主戒す 5註厄中の匂

此放知紐

心況払肛／勺 S 、̀ 0ュ

Ha"" re-! e逗，（ I q門 4)
) 

完賊位 a.007 !5ェ(J,0032

言心虐 0、 ooS エ 0.004

) 

下makc 叶J、 (I 勺繹）

涅裕位 0,003 エ 0. 0 15 

) 

Cha叫砂m恥s(l 'l'1 1)

計算位豆•k 0,0/3 工 o.04-

去士也下 5 初囚，e.のィ画

共井以包柔の 4直

II'-：：：： 0．謬珈ffe¢lf（ー／1r1 i竹． K} 5 ；ら（志本
4) 

と印朋l163 ) 

h =0 、 2~ (Se • s; I 9 51); Z；砂;, 11幼
幻二 o. C, 2
fc-::: o,65 
}e:: 0.20 

f手"° o.7s-

（こ el<ha豆 se 5 ; / f ｢｢7)) 
(Mo. cdo 肛｛，し 5, J1 ｢ 5 

!?') 

¢知Ju仇ム us) / 1 7 lfi) 
（オ庄泡位）

兎ー土で由か 3 ように退去の手均のシ累エ E 5 
初、以似 として 5見石ーの 1 -1rt. I,(), e,,のジ芽‘:t.

祠虐低と合うこk, (：：んって 9) 3 か，こ次と

差名が一定這 z泊応わ改たと L Z f幻冠豆

の；鱈亜庄乙計葛したと二 3 i om/] 。 6 年と

1）ぅ斜累と得た，

j
^
 

ナ
間

、
文

1) 旧平危男，t反ノギ洛・高本仁二均3, ノt立オ皇免 匝大 It麦研角I）倍エ IV5 -TCH -3(/9l7) 

2.) ＄．頂m ム ka) /< sa k^ 'Y/'t o fo ，了，百 KA1人， a ，，， 4 月戸ぃ h:rnv to,~字立•I
年ーJ3303 (l?6夕）

3) w. Ha.,,., fel, 了，冗 K•呼J., k. sぷa ?11 0わ知¢(s •巳（＜へ十。区だb i ,5 如¢（ら了．
金 oph y s, Res, (1'171-) 

4) 了，荘 K..1 ,I.., a叫 S. Ta.,.,().Ka..) 兎大枝芍訊念 l N :':> J -11 o Cl q 68') 
5) J'. Se ゃs, R. Sw,;v,,Son, V. 'k.l‘}ぬ a叫'D,'(。匹叩 v i ck ）必豆丘□ 1 ; 536(l霞）

り い叶．年。『J A, 0. Ko•西如｛叩． H唸/,-叫主ゾ，］． M込 e／辱r 三， 61 3 ((166) 

7) f1 >恥K•Ka“S J I□,T、 $:eた I, 足丘， Wa./ぅ h 砂o(, T,. It、 E(ifI' Qs, j:!_可丑が皇9 $-7 ダ
（／れ｛／）

g) B l1 /l.c必n叫， S ． D は矛， S . Ke『 (a＂ 砂cl R 、 Py le.,三J直 B125) (1偽）
q) $. Ch o. rふれ↓、＇ s, 生叫、ぴ紅ぅ立三、 I 紅（（う 71)
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3P08 二ヽ 9け ILI司(:h:体ふ農曲

（士呑廷た理） 0 大田窓幹夫．三大寺一 万表逗＝郎

二、‘) T ，し芍定 I司釦本のうち翁NC ヒ 64N i. t I古屯量差ヵ1·｀大きく， また同中（本比が逗悔 1:. Iii:' 

＂知料の 1和 1逗紐邁和ぃ直応さるのt‘‘） ＝れら "'I証屯直釦和騎見 1麟
1本秒果”"知豆烏 L て 19 る• ==-、‘J TI し 1司釦屁農細の一＼列ヒ L'-, 喝イオ 3知初曾：：咽為 L
t:-＝ヽ‘)丁ルマ・ーミ、イオ｀刃F セシア‘..,,\t:,力 1.lら遠恥·森悔するI::.濡かが知紅）邸
力1，ーぅ農縮iする＝ヒが見土さもた． この選浬 I;::.1よつぎの渇条中＂ヰ晒(_1) がや＊きく筍 5 し""t 19

るし丸えら-k,'平折定ね砧佳左tぁ'::.なった：
[SS'N ~(.CN)心2,- -迂へk(NH必］吐＝［ら知(CN)4j—+[5知(NH3)』2+..I K,, (I), 

［い使］ ほ凋した瑶1t=-、.').,,いI頃和9拗 1;1:t忌酷落姦中叫全くオ‘ー安拷弐r-よヽ戊青潔 L た．
鴇イオンな拷如昨 I=1さ夕｀‘イヤイオン SK#1 （分杓用）臼町I た．
渇ィオ‘／女墳層 I＝ょぷ沼N~ の濃痒． 豆om.Q.,直蚤 4 '1 mm のマンモ＝ウム弼？易ィ
オン如蜘昨層屯 25°e 疇つて用 1ヽた．如t ＝ヽ‘） T 這斑：：：面和」のマンモ＝了,\<."!加え
て釦知た［N し (NH山］'l.-t (N しヒ\.,1:. 3 2, 3 ~)国団囁 I:;. 咽彫畠ミt 1·SM ---yいモニ
マ )Iり‘‘5這 L （枷昨厖心砕き勺 5 '7% 1遠着m)., 0.2M¥<cN-¥.5M NH3'直知
よっサ輝m a ぽ逗 2 mt/m i n). 溌這の IN心叫］2万繹豆涅双，二、•J'T Iしぅ患
襄と同t釦加比這置さした．全7 レミ::..靡りオンさ3袴出するには I 2,9 .Q.. cr心蒻諏t毒した．
病出液中f)註邸 \:.64Nしの同巾中心さ， 59N し (n, p)mCo ノ 64凡 (n」 6)65Nげ：同ぃ這射

氾沼尼 1= よ'Jう夏I)足 L i=-. 2、 3 へ 2.5 吋 Nしも令t、 I Pl椋杖二｀｀） 71しむ｀メ今 1 レグ‘リオキシ
ム乞殺射拭料ヒ l ）力t慄研の原:J-,tj=i回転試料オ91j d"腔射 l ("'3o~4o 峙向， 5～勺 B`mpJ
2"-4 時向）， 5た。ヒ 65Nしの〈い心 0 、 3 I Mev ヒ l.1 15Mev の1J'謀．さ年 (.Li.)検土
器によ’J言t数 L'-, っきゞ0)いi直炉応t-::. ~ 

R = nAanp位／日＝ ｛心／ n 64}4amp如［国，／ nい
：：：：フて‘‘ ,.,_ = (59Co の言t駆--~) /(65N i..<1)言t番文~); nA: ANi.のモ 1レ分辛；
.l:.呻号 0 : f緊埠匡料狂す．

寝孝試斜とし""t. 1 ;t.精翠 L た弔It:::::.. `')Tlいl争辺）よ’J \'f;咄した＝ヽ•) T I しジ•J.今 Iしグリオキシ

豆と同ヽl t:, 1累弗拭料q (DI=9 9) ての応棟嘩厖差戸\,~ %~‘ーかた．一郭ば薗＝っ
II 1 Iよ，表面庵飩，＝よる官易 I分打珈＝よリ 5 っへ同（t（本1：：：つ II t I司 I立 1本比這l主した．
国果I::.居療］椒疇 1:. ぃ遠如紺果Iむ心直Iニit，す． 329 の NL (I) t知そ唇 L'­
溶＊ ＾最末蝸叫 R= I 、 5~ もつ N i.(lI) \om令力1いえ；；い I＼る．
濃応祁繕 I＝り疇中の平1射 (.1) が全として堪~ L""t¥¥?l l::.~i,, 5 -h,&、なおヰ吃(I}
祖立ヵ9" はや Iヽ＝と 1,1:寺訊うさ奴て 11 ふマンミン鈴 4 オンの r易イオンな液にありる同位（本

臼 I手キ如＾で 91 、さヽ 1 と衷えられるので
k ion-exch = {『袖（NH叩叫・［も悼(NHぷ］以向似郎）江•［如NHぷ］p｝
= -i _, [ 1R. 11: m mo.0./~拉．T昨り［ コ s 1-;t mm姓／叫尭表 (2). 

おおたぐろ b きお， b さえヽ 9 ヽヽ瓦ヽヽしも 1) たっし‘'ろう
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2 成/ti'系 1二南古が咬

治累渇い細1）
遠者 1=\.., てノ巧Jt

ふ稟瑯憧ょ虹鵠涅
恥： K 打佳 lt::::.. 

洛悔疲違柑，巧応
(n）己“NC(][J <1)移
彰麟t冷れ沼収

vｷv--,J uュヒしノ
和店極中0)j荀漁条裕
磁凶如峰惰祉t

t 4 ヒするヒ， サ，

ぃ立＇士つき‘‘のよう

1：：直土知‘'きる··

町玉 vt戸N 凶 (CN)え玉／［汽凶恥）6ユ... Je }. d. 
凸2 玉 V|[“応 (CN)42-]s/[“N凶NH心2\] 叶．cJ.

耳／危邦1) の甲射定数 KIま (,2),(3), (.4) によ IJ つ守のよ:) I叶Kb すれ 3 : 
I 

K =四／巧 ==.1;-e
:::. 9 て‘‘, EI古；塔出昧蝸心'lj ~ 64NL t_紅とした 59N J蒟呑Il憎豆塔土した 5gN し全覆と

N河／me

r•→—•一 55 --•— 
• • Ni mg/mQ 
OR （放和t分析）
®R （噴暑1-;;-和） , 

0←ユ—--0- -H --f 

溶紐曲綿皐
R 
1.6 

l.4 

1.2 

1.0 

゜ 2 3 4 l 9 12 13 t 
(3) 

(4) 

Or) 

吐t1,:,して夕えら小る：

e ＝［誌＼n;g-心 (nぶ／n詞／0心 (6)
こっずい這士、各帥吐L, れ，遠迂部の Ni.量Q I“” l,た全 Nd言．

n°'可濱 l況加：：よい恥， n~ は同位 1本ぅ稟珈ヵI·憤溶差，=-1:::t回するとし這身れti料い山
＇）がめに． t. = 0.0 Io "L‘・ち・） Kobs = I. O Io(.25ー C) tえた．

ゅオ． 8湘e\e•Isen-Ma炉の式によ I) k t"  l,た．［N~(CN)...]2- ヒいlL(NH込］出」巷毛
磁功2) のうち中ヽ冷恥向上す項紐::-:, ll -C.,'5ヘ— ,64蜘峠ィオ＞国恥該直い
t"'(表）． たゞし了ンミン筍hイオンにつ＼ I '"t.は MH3 t- I本．ヒ L "t.取祖った．表＾（直t用ヽヽ
雌1導 1直 1 ;t, \<~c= \,O i l(.芦~ C) "t.・ぁ・J, \<。bs l::..t.ヽヽー取ヵI'•みミヤた．

表 59Nしヒ ‘4NI.,§昔イオンのキ尉叡）のう訊~ cm —’. 
ヽ―→~- -

恥X612+(X=NH司

L)) ::4言：言□t N~(CN) .q.1 'l.-

V8Eu VqEu.. U。E u. u,9Eし

夭熙比Nし 21 '3〇 543 427 79 

謬瓦 (2. I 2 q、 8)(550.n) (421 、も）く'lg ,n

64N し (21 2.q、'l)(S3'7.8) (421.S) C'18.I 

I) H. \(a梃haria, T. 1i(an評虹， B1AI I.l"o¥Q';!o Inst. Tec:hnolo岱，旦il,'l"t.

2) R. し｀ McCuI\ou沖， L.H. ;J"on~, <:.r.A. C.11.osb~, Spec:机och im. AdaJ迫，q'2.9 (\q 60); 

T.<;;h i m().YIouch し ,1. Nah q3( ra J Sp迫f\.ochim. Aeto.J逗，紅 (.I q e 2), 
"b凶．J 2, n59(Iq 66). 
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3P09 

！、 目的

や琵噸寸したリ今—ウム淫恥お ljら 1‘o( t，れ）咋及允·とそ{7) )-1)今
ウム知嗜測応の応用
慮呵） 0 エ就零可 田中多広知天野茫

神卸稼枇紋ゃ閉知，穀迎9‘fiりり知虹もって狙造、＂れらよう叫‘って 3 に裟、
籾賽現さいる可能ぱ這7 いものしして（t （因「）反応砕］用が裏蛉炉ぁぅ卜が
¢いておか炉1(;、(/)み「よ少i冬方面I)‘9 の珂先が急速」て進展しっつある． （恥丁）反玄/-;,
もしづく炉も存迂喝今，灼和鮫計投袴Iこg、てトリチウムの4虐 lミつヽ 1 て今くの基礎如
鬱苓積疇請3 れていか玖々はそ：ー麿して！守幻照射 L和）砂叫虚吻序9 こ
訊すらトリナウムiJ) 4 以「噂渉JJ I ミ「月戸研究に着手した。：研蹟か解哨 l浣立っ1:,
中性紐蹟寸したリナが叫偽切和仏（?t, d,)切反允（：よって生六、すうトリ伍ウりの
昼豆霧畔疇をしな '1バ＇な 9 ば＇力‘’i ｀｀れを輝jす ~1易~f:方法ti晃みたらrふヽ·畔
繹むリ砂り虚lこおいて 1V‘o （い）！『F 反応疇仕が知らがてムり、合属紅
直和走量／あい l算釦翫約嗚厚み破l1肥滋用し·た1刈が殺告、べれていう {)I- f/..)
ミ＾訪濯和屁）砂叫峰齋1: お IT る}- Iげ五麟董咽睫I~応·困し惰告
(1みら四ばヽ、か→1 /fF 硫悛す｝ 2 とにレり系叩卜リらム主成量•もぶめ 3 ：：：しがで＇さ
れば¥昇スペクト）峰這祠して／述速沙っ簡訟刹応可能/: TJ'}'c穴えた·.:: (/) 
厨＇，｀立って茨醸）ケウム「此畷和ない心凋町）ケ炉塩這碕遠蜘し、
ダーゲット疇中て｀9(/) り（丸 n)咋反応 I~ ついて栂寸し比

2 . 宦験
？ーゲット囀しして、丁贔 I I：オ易在 I(}数震恥＇）ヶゥ遠Lゃ用ヽ、た• I麟）

ナウム犀額｝ケウムわ＇J砂緩叫）ケウム 1几疇I: L 1雙雙駿し，松む砂叫 lり
綬晶k0)記碍競し r-」こで使t行し「: /J‘へ，その仕幻ヵ鯰約 1ま試和その 1 詞 I' た・孜翡比
素< S--')差料和尋詞虚走したが、特l界慣炉n3 t m虞められtiかつた。 Iori 
｀、し丘竹］が紡末紺叫冗茨管に翫ぬ（ク， 7 X I j -3 つL,,,.,H}) し、原研諏女
麻おね千 IO フ゜、擬繍諄して'.,2/)冷閏惑射した．懇禎寸位覆：にお ,r るが中t生ぽばそのつど＇
元）レト妬厄：：：：：ター r l てぅ別走し比鰤寸終31支石英嗜吋ば厨m: tなく祖恣彩 1-:..
訊しfこ／｝F の了ーほ累違走し・半広期豆訳しに，沢、亭劇走に 11, Mぃ I(T{) シン
午レーシ？ン校土器（ 7, ダ Cが中)(?, Ii(,,,.._)をギ和禿した TMC 以／ヶャンネJ滉応恥
扉さもイ史（刊し「パ絲ゎ卜りチウム碑IJが 3羞叫翼拉k に；麗， 73.R.←
LSD-/ /7 9衣知‘／今い一戸ン刀ウンダーみ使9行し花 0)-l）ケウムをなも気砕成知
刷定に l 'J I 幻哨鱈（年囀／ハ』）バ恥戸ジ＇才グスク＼クマトグラフみ使用し
fこ．羞釘l 砂ム I fa輝 l) 今ウムわず小＇水絲じ）今ウムにつ＂て 11, ?Je乞たバ均色でがギ
、「幻噸れも度把した。
3, 、疇手＇い秀桑
下；『＇イ 1: -1が I'( して中心—烈鱈 r戎翁 I) ケウム中の 3H わ＇Jか19 f生咲色訊斜量0)

くと＇｀シびらし• t rJ•力‘3 ぢそ＇‘う•あiのびみし
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鴎芯示しにこれらd/1直」叶•r生ふ束の
、()

浚豪JJ碕危 l て／叩~t= J、いP1、四~2

lてかり釦讀1こ牲簿してある('a,{,ふ ん
1 11> 4盈についても同祥）．続穴t1)ため l'—.
化；（化d-.)沼反応坑旗帥曙面積で
”勺んしr叫佑碍和比をク，々2% 計()
~ l て計幕しいH ~宝六是をも示した．さ
詞いナレーシっン刀ウンターにより
輝しれ 3H 0)主成量刀計繁情山も1J‘Q

39 

応依＜fいか＇み。詞茫彰閉恥閤
鴨放出さが｝トリケ虹達訊砂ら。
ふして水浄；一尤 r{ S が'|こメタン-t 1Jぐ
顧j？い r が，そ心応輝l豆tコH
の 9、 2 ％以下で＇んに輝I1釦直 /0
値り叫差ゾあらっャ，心羞くつ‘‘
てもみ¢れれが、その迄ば1疏燭心フ
浅m しとが恥がパ・ ク9 f ル /f ..::,,o ヰ

心の紐和田の紐景g耀l し巧・ 1 Yte砂•fどHEIご99：こ：＇は~"~（；‘,,.訟．ate4
てヽ＇｝。叶化知炉＇あか屯疇印 L:1co.J 

煽I企b｀シ定であげら多如、緒応いえる．藷々の＇）ケク…必 I /#ffあたりの作生成‘
ゃ eTaは 1 に揚炸。これらQ)位叶·r幻束の＂J]ぃみ兌樹正したしのである、“へ
ぞ｀ぃ遠心 11 ら 3H 生成魯咋生咲蔓t汀屁条,t必らずしもつ萩的 I浣1 るもので 11
Table 1, Yield of 18F in neutron-irradiated lithium salts r.いがI //j'下の生碍 9‘

ら用主成景幻応心こ
しが可能性が示されす：：。

比冷窃が＂のトリトンの

吐）し名'-知臼炉船
和iど't克希しががら，
綱げウム祉呼\'C 1-,,,す

る／i o(4 ，れ）I’F 反応 I ミ
ついて検討したので＇， ‘ 

がらについてのべ＇る。

. r
ム
、

必
5

心
必
¢
‘
占
ー

'

｢

/

/

/
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p
p
咋
｛
〗
冷
ん
‘
•

.

5

1

1

1

/

'

/

 

ノ

F

F

/

 

a

g
、

／
ー
，

' 

o
.
 

Target material 18 F Target material 兵'F

()1Ci/mg) (pCi/mg) 

Li2co3 2.24 Li 3 C 6 H 5 0 7 • 4H 2 O 0.57 

LiN03 0.67 Li 3％胚07 0.70 

LiOH 1. 73 HCOOLi 0.86 

Li 2 SO 4 •H 2 o 0. 84 CH3COOLi 0.78 

LL2 SO 4 0.87 CF3 -COOLi 0.31 

LL2 B4 .O 7 0.42 CH3(cH2)16cooLi 0.03 

LL3 PO 4 1.60 c6H11(cH2)3coOLi 0.13 

Li 2 c 2 o 4 0.91 LiC3胚゜3 0.51 

LiC4H5゜ 6 0.40 

1) R. G. Osmond, A. A. Smales, Anal. Chim. Acta, !.Q., 117 (1954). 

2) H. J. Born, N. Riehl, Angew. Chem., エみ 559 (1960). 

3) H. J. Born, P. Wilkniss, Intern. J. Appl. Rad. Isotopes, lQ_, 133 (1961). 

4) J. N. Barrandon, Ph. Albert, Rev. Phys. Appl., 1_, 111 (1968). 
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3PIO ｀二重中 l`虹捕柑反応音倫穏

（原扉） 0閉悧笈明、馬場広天野恕

／．まえがで 字定枝匁／り呼l'生手／伯虚獲L1 生じ「：呪（な＝ a． 56 《y)応更に七う／
釦叩‘生ナを塙度する反応の新面積 l ：っ l/（は二つの報告が》、ある．一つはね~La,,,.. I) によ
る 60 -7o 如＾て｀‘)も）―....,し拉…ばら 2)による叫． 3 如パ‘｀ある．照射は高、、中t幻束を
府す這狂アで行なわド（あ、 1) }屯l虹応勺卜 Iレ贔這町亭果遥い叫認こし
心知応ヽことであ詞・ーの場釣遠、、i.r大さ遅さ｀る．；寮届らはこ1/'l I ：つぃて実叡
行な l ヽ，綽果を得r」のず報告する．
天然碍闘嶽とtっ二｀｀I ケルを原引灼遷射しい場令次tJ)枝紺か‘廷さる．
(J) b'I-M 賛＼掌“＼二、二唸心;S7N`® 5疇戸勺

`1況
照射後知騨浮紅堆し，呪ぶ洟衷 L 't L まうと喩と夕7Niとが残 b. S7Nいのま鵡も
求めればJ杉、分知1'生手に対す戸N以叫丘）判Vi..反たの断面積炉知られる．これ l：つヽ ’1
噸告は少ないの·f,この断面積を求めることも立た患恙あることと表えられる．
2．実験塁紅 クーゲ、ットとし 1 J6伍“几 H辺与社製．平呼西ニッケ叫知辺
板4-7m夕を用いた．これはi r：®の反応による速中 l`'生う束モニターを兼，ね1.いる．熱中
性 3束モニターと l1l:l:I)．町5 %のコバルトを合にC。 •M合合線を用いた． Ta.,比 11：沢
験茶件む示す．ここ 1ヽ 、照射時間は原邦厄 h i序止時間を餘ぃf：合計柘呵叩‘ある．

Table 1 Details of the expcd.r、 ental condition 

Run Reactor Nickel Irradiation Chemical Thermal neutron Fast neutron 
target(mg) time(hr) yield(%) f lux(n/cm~.sec) flux (n/ cm:2.. sec) 

1 JRR-2 6.14 260 91 1. 67 xl014 1,70 xlO /3 

2 JRR-2 6.06 289 90 1. 31 xlo14 1.10 xl013 

3 JRR-4 4.21 19,5 75 1. 68 xl013 2. 64 xl012 

4 JRR-3 5,42 278 89 2. 32 xl013 4. 62 xl011 

5 JRR-3 7,45 25L 97 1,19 xl013 1. 83 xl011 

化影灘 照訊知 L 1.からニッケ lレ試料も I T線バり卜 Iしが見l足担王）に器
解 l た．嗚拉諏液とする 4 穴ン交1災クロマトク亀・クブイによ.., 1 究。を分緋 l1 からJ
ニッケルジft/レク‘‘Jオキジムう兒殷としJ r線入ペクトルの測足拭料とした．
3．測定 IAEA較錢霞、によっ 1 較正されf-__G-e(lし）検鵡器または恥"No.I (T.f)粗叫
ょ., 1 生成放紺妓万嘆 L に ‘°Co/C0 の生成骨から求めた熟，中1均丸速刺’生ぅ束を
私且 LI哺、,. ここでは懇噌子束モ＝グーとガドミウム 1ヽ 、ああ‘)沢、政を行り‘.., 1.ぃり‘

せきねとしあさ・ 1ぶばひろ L. あまのひうし
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＂心‘，熱叩幻知他ta熱クH没域の裔与を含んt‘\` b. tの器与l訛のデークから 10 於
以下と椎足される．
二、｀｝ケ 1レジ-ff Iレグリオキシム試料紅線ピーグ強度がら放射概鑓t耳するには）匁／L

につい 1 は／031位噂噸肛げり況 1こついては／3?？和町線囀度訊％と L た．
四揆3 時の疇n豆叫 2 ヒ 3 ／：：示す．
Table 2 Reactor-neutr_Qn cross section 

of 6s-Ni(n,o) 66Ni 

Run Activity.of 66:Ni at the Cross 
end of i_rradiation(dps) section(b) 

1 4554 土47 16.1 土1. 8 

2 3993 ｱ42 18.1 土 2.0

3 8.57 土 2.65 30.5 土12.5

4 165 土10 27. 3 上 4.4

5 40.8 ｱ4.0 19.3 土 3.8

Weiehted mean 18.2 土 3.2

'l'able 3 Fission-neutron cross 
section of li8JU (n, 2n) S7Ni 

Run Activity of'S7Ni at the Cross 
end of irradiation(dps) sec ti on(がb)

1 1753 土15 3,78 土0.22

2 1490 土16 3.60 土0.22

3 54.6 土 9.3 3.56 士 0.24

4 72.5 土 4.2 4.78 土0.52

5 42.0 土 2.1 4.63 土o.46

Weighted mean 3,78 土0.36

叫果這療 ％（nJ I)初，反応浙面積 T以ふ 2 の 1号られた新面積叫＠叫 l T：誤
差 1ji線ビーク諷―；□1扁差し 1::.1 熟町＇生｝束の設差・訂数囀這い l て 10 芦も加え
たもの 1’'ある． T必も 1 に示 L たが生み束のテ｀ークからJ熱中性ふ束は兎叩＇巧束炉n割
合は即遷射｝しに.r，， 1 かな吐喜っているのt‘ 1らェネ IV ゃ‘ーの中1'生み入ぺ？ト/1/もか
な瀑，， 1 \,‘紅あろう，従って況、生成量妖照り廿しの知•t生チ束の遠いだけて‘‘なI,.)中
均スベ？卜 Iしによ汀も珪ってくる． 1 の意味て蔽翌 1こ言たば，ここで1与た断畝瓢1 .1
輝叩りわれた！卿這に関 l 1 布効1ヽ、ある．ゑ如刃如ば｀得られ T浄話界は熟軒匂糸
がJO4名も見な））中性手入 ~7 卜 lレt 3かな）遠っ 1 いると見られるにもかかわら［這
一致 l た 4直を与た1 いる．重打つき平均位11 /f.2 士 3.2 1r…t』…はらの;).1/,.3 伍 I:
迩ヽ1邑が得られた．これに対 L て怠丑{;tヽo-7o~という大さい1紅報告 L 1 ぃ?}bS 
用、、た）原狂杓釦1'幻束tJ;ｷ J.．応／0心れ／ぷ・邸噂糸ら及び｀ふ厄“tらのそれよリ I 桁
大き l I 綽泉の遠いは刺＇均パ？卜 IVの佐 lこ S 3 讀拌もある．
関（n足）呪反応疇籟 況（n）p）汽。反た新面積を lll 仇しヒし該t町「冷謀果と

T辱 3 I：：，子、す．断翫観叫 L f-_.棧差 11 r 念暮C/') 鴫遣麟姜1抑叫疇畷や
訊差として 5％を加え r~もの 1‘‘麟． R必 5 t ¢のJRR-3原料わ｀の他IJ:他の他J)大さ
心舷）が認砂パb．粒グ巌平性戸勺卜叫囀訊lこJっ1. l1 か「り盃む喝／合があリ）
襄 rJ.）か狛面積他£与入る可恕’生b粒餞豆ここで1] られた他は、鴨訊t汲 r)..‘ 砂もかかり
汀知—致L 1.いると見がヽ｀戸＇ぁ砂．屯いさ平均如3.7丘 0.3し砂巫ち今i
咋報告された他り、が｀知釦＾ 3) と矛屯 l 1l3 いなり．
/)謬忍~):r. I?'l.Q1.f}・ N“4" c如．恥J2FIC/969). 2) 1/.血～ぷ立ふ
加4. 石4. 2I I,•2 (1970). 3) J. C. 'R喀M<.d J.J. H己呪） AECL- JI~ I Cl 91> D). 
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3 PI I x 、現穴＼゜クトル（＜ f知っ・れた 137叫五喝み還移（こよる＊亥印起

（阪遣‘) 0噌む綱紅l隆—.gぽ直／＼

｀サ東海） 馬場菰畑遺這釦犀失
1 )屈手項位の知紅箸·通x 、翌とオーシ、よい疇如こふーって道行す 3 祝こ疇（ミ沖

3 這喜·とし這、サ鯰叩ぎされふ鴨＇性を森田1) が叩論的に対祭＼た。この過舜）す↑f
わち弔遺移 l;:- ょ頂腿（ NE ET) は炉在ら 2) によって 1~9Os <1\-:!-易釦：：づい（輝化
詞直出された。
2 23 ワpl,{,はIID のように E C lこよっス叫＼lpに）情啜ヵ§充攻の＼丸碁底壮慰へ0) \'\覗

碍くうに l這がi k弔ぅ｝し℃いうい懇｛疇さい）らやい直懇への翻IA が走t 3。こ
可墨為凡這におけ 3 所卓IN い応‘て）遺衿エネ I レや｀，ーが＼詞‘守 L <-. }かつ 1 \::,‘ン・応）テ
4 ―斐化が日い‘｀あ 3 T心：： 1 NEE T によって 103 知V の核恥恕救慰が生痰さ訊．る。

3 ~ 1 虚l這‘Io?> 如▽の沢認）か匁吐：さ

い。こm r蝶を~-℃すいば｀ NE ピ T 叩恙
鯰麟が出朱るが；虔唸只，l磯戸‘叩＼喝 I こ
就しヽ。

4 -芍 K→ L 3 O>弔｝通衿がNE ET tこ
庶用さい ‘c 苓登XX諜'1ぺ 7 \-'し lこ畏噛が起
5 号もあう。 237pいの EC 0)双知ぺ1 I-iv 
賓刷し）この異鷲繕詞い、 137叫にお IT
'2.i NE E:. T に1笥戸情報·とえぷうとした。

5 担研サA 7 0 ¥-o ンて、2.38口-（珀研吋

`l.L 0)町応を起し）夏目 §3) のイオン輝
泣 lミよって2.37匹這紅した。 X諄、7、ぺぅ卜
)レ囀淀．lさ ORT EC. Gぷ Cl,) .e成咄立·

戸，？知訟汗ぷぷ0'W'L廷心と翠謬—

Qぷ知忍 40()0 C和心心<l PHA 只‘‘

行った。 X 囀スヘ。グ\--- lレの分鱗ll馬場 5 仇）の

IN103-El 

`P  

K 
I 

：松
1101 

l 
|E1 

し3'----~ 

(Nり

苧平‘Jンピューダーを｛史って行った。
6 k幻辱怜 lミつりべしな Io 3 知V t. lo) 応▽此ー 1 直厄Q＼゜嘉豆らxt、国

今 l立ついて＼i ＼ 2 庭心← ℃内和V °>• 

ぅ噸復tt. Q関をす；めた。、後肴につ＼＼'--lJ 
紅栢のキーにい I 2 恥V 疇-') I::. ）衣ま
た含しt X線が運 rるり婢もとな 3 た叫こい
碍印＜即沢‘‘)這啜によっ追 1司じく｀
を与え3 □巫令‘5 の這鯰へ゜ 1 ¥--IVむ喝虔

し）函恙のQい兒△ば==-Qぶし一｀~A""-

Q
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―
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Q闊
く 1)(10

J+  

ート< \'I.＼〇
< I メ l6 '-f.
< I メ 10-..,.

あしに芯‘いをぷて§ •おらかわりゅういも•も L) tし苓さヒ・ば‘lふひ 3 し・＼打叫~いたうう
・内ずさ℃しあ‘
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繹麟。謬初測定姉毘を表にました。
7 裔屹｀のために下の 2 式を導、ヽtこ．

｀ド[``+A`(Ap+B)][A+B虐~Tr：只］
叫，；：：： AB 

（冑＋閾言＋贔五＋晶 ::+)(B炉A)O
こ □ A ：：：：心茂 B ＝凶e (的NE 戸のIVV\i x\ V\.〗研．〗h) ）豆：：：八 K //¥L3 
（八 k `叶'. K ℃ L戎慰畔哨痰麟）） Y= 八呼 1,I\ k （八ぃ l本 1伍遷
叩麟））叫℃叫 lな去々遠索"C..NE ET 違吟畔弔科L 生叫＇位韮 r1ょ I 03 
知心彬置詞I\Xkli k直国麟心＼tiべdl澤芦疇巧｛ま
\03 知▽ ℃遵禄0霞芦畔心l霞紅牧辛李t<` ＼ェ L3It立繹疇
望辱であも。
8. t (J) 2ま心遺骨の内凡 B ぶぶl..>｀ゃ鬼哨•バ0) Iな笥庫て‘恥繹。紅の喝・しな

麟喝げぇうり。これうの、釈急訊入し} ｷr'C. O を I.~ うメー I｝ _ ℃して言「第＼た誌果
厨 o.2) e ~ 2.1 ゜℃‘‘ぅ憶tえた。pにつし‘ての醤豆‘茂叩t叩酋＼吝 l 3.-9 --(‘、あっ\.} こ
れに比ベ・ベ介‘fぶ｀）ふさ、）。

9 p =-〇 .2 1 e :::-2.1゜t芳之て 237N pにあ＼t ~NEET 叩環をす；めた。
0... M;xしV\.i -y心o : 宅一砂t'\G c.,os 9 -= o 、 OSl

b Co叫砂心如区VQct\o 八ふ外心を守、‘ -E／＝冦 ~v

区Yv紀I・企伍ctoy : { = 0.033 
凶謬 T \?y-o'o心 Ii.t1: p-= o、0/ S-
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3Pl2 心翫fJ)崩壊

（京這渭） 1も用瓜幕噴) 0／ぶ面綱

叩めに： l2応<:;'n ＼召噸汀 3 釦蹟t展し 1 、 I瑶 Sb になる。 l西砥，ヽ1加ゆ
科奇＃い、と＜這ぽ硯tt釦 0 t l) I だ｀吋9 く、竪、、勝 1 3 了qむ1 II K 、 1叩.,
た 1·~11 OJ鴫 4 h喩ヽ＼L..ヽ 1 3 t和しれ 3 。さしに胡）加え糸 I1 ｀そq 1中I'ね如哨和
噌hl1 としもに ,11絨和4應．迂、叔d" 2 に追す｀口冨，そq心化げ＇11叩紅釦·と中釘·
との間這五屁目を知Jうい.,'沃森ぷ）オ紅釦•9 否J。、` -、 7”\1 ` /2応 n 戸扉厖•0)"全
紅昴に'1 ¥ ¥ 1.報告1" 1. 

象駄狐：
l) 魚紅'll直輝

1玉n叶紅巾輯·叶叡及ヴ＇，す 2"3 ず．板繹 rてぷうな）1紅＇いい。い喝訪
げ＇積賠証紐覇t L)a t和I 1.忍ゎ訪虹紐l -f 123 S' n (40 、 3 mln) / 
／ユ7Sn(2` 2 k) l l錢sb叫！ 0 、 o m i 11) とぽ司 (1. I {) ?‘'和．こ 4 しq } 5 
応2 つ l4 、、 1 ずれも (H~r'I.(濯渇？せかし0\ 1•9 ぷ）．桃冷如·虚1紹ずi sb q戯入
＼す 1疇パ横I3れが：： z虹，（和訂碍 2 ふ＊）．

分濱 1＼ぺ 7 |刈／
叫心，濯 l1; j了 c]し）印叫(| 3 3 2 kモ□2 、 3 k喜 FW
間）あ a 、\11 B-e.虔． l 心区 (Li)\月加栓這（／ 22 屁戸• (}.r; J.. k-<:.-1TfWI.., 
月お『1Jベ>. 1 k..(_ 応·、IJ、 26 kな F WH臼狂雌 l 1:.。エいパ＇ー・キャン芥 Vレ
叫叩疇幻砕角（遺湘輯ふ吼＼＼て行な？た~
ぼ歪［樗断 lO、 0 min t知 ~~'I 叫n c7)が創目＜＇爪紺年l"す）、 Y
終q叫 n 届）、＼吋＇巧評心り尋属 ,1 、いh しq濯の利炉簡浪遺1 かしiい｀
/J'8,s~J1 o,年蜻 ,1 er 、 I 戌'z. l 、\ q 1"叫n q o ff、と怜れ）：：乙 1 オなヽ＼，
升 Il日 1で l 叫幻L~) I即韓繹？’｀ Z っ ~x仔、お！び＇（f\エ］叶'- Y町 1べ 1 ~,.,, 

であ） c こq l団 h＼し． P鯰n 針t恨？｀｀,1 忍叩灼，，，，＼ヽ•1 か＇’i 1’fJこてか｀＇唯条’され｝，

3) { -Y っ K‘／シず‘/ 7、
¥,,,-,'(1 A レ＼千＇ン 7、名 3 8 叩3 丘·_l L¥). -24 01耐 G-e. (L,`) ポ 7"ig悼 l た。コ A

ンもf｀ン建隻は K 濯ゎ｝ひ'1 オヘ 1 \Lク＿りお｝ 0‘じ—グ＂ち 11 L叶’位） 7'ラ|—砂t
う＼Tチ＿。 2 (，／炉千｀ノス巾心 0 Y¥ ~?‘｀あ;).,.

往兒： ！謬恥q P肩仮碍f.fり Y 行、のエか守噸iび紅可 l 表 lミ示す。こq知
＼芍卑ビー／）おiサ＇＼印込 m" \L.0 ーグt孔 l -i..ヽ＼:l.瓶酋 11(|).85 n 改射和伽印

にしtもた、ぶ＂わ 1,1 t,ぅう．ヽ＼手にしのふ＇万ぐ
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｀爪 P 崩彰正＜汀諄Jい足、し 1わ冴復直ljを示 L 1.,11. 
渭鳥ェ 7砂11- mげ町庶恥万レ入 I ff\~任厄がに＼紅侃I/

釦行かし、 I捻祝惰t展遣1展1乳訊紅？ 3'(_ 和 I舅q tうにな；。
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TABLE L t T珈SITION DATA FOR 59,3 MIN 128sn DECAY, 

E I KeV I 

16.4 士 0.1

19.8 士 0.1

26.3 士 0.1

29.8 士 0.1

32.1 士 0.1

35.9 士 0.1

45.8 土 0.1

52.6 士 0.1

56. I 士 0.1

7 I. 9 士 0.2

7 5.1 士 0.1

80.9 士 0.2

IO I. 3 士 0.2

I I 5.9 士 0.2

I 52.6 士 0.1

404.4 土 0.1

482.3 土 0.1

557.3 士 0.1

680.2 土 0.1
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l) 輝4団役 訊訊印塙／濯l鰭輝
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4 PO I 副起譴知紅訊

濯訊） 0畑健太仰 馬渇宏

1 斤論 賜手からd —粒和こ仝う杓嘩電粒子芝入討粒手として ひさ起さル＼う核
反応而肋起譴叫、現仕iで1こばう大1ずT- 1 が集積さ~l ている。状々はこ~ l ら 0デーグ
をもとにして肋起l埠如印計生を調べ｀未「I]O核反応狐瞑肉数を予削すうたわり経讃l
を灰むよう乙訊叶た．）引月 11肋起雌苅）特徴として極火｛直ぴ囮昼と高ざおよひピー 7n
巾0三つ〇量をとし）上げ、 (r、in)/ (d/a)/(3Heノ訊）、勾らびに（dノ江）反応についてこ ul叩
量り間1 こJj\̀ 1)立つ系統性を調べた。

2 考察 (-/1n)詞反而I請iI字 lレぎ贅を置叫護合核を紆て生瓜し、打り
穀令液形対面如 L ぎい値 Eu.,て立ち上＇j `急戦に最Jミ｛直l 注憶したあc.. 7゜う）— -1tしこ
1Jがこ仮定する。一担生瓜した護令核l評柱矛｛）連緑釣勺叙出によって l~t衷する。もじ＼
疇手に対すうクー止稗壁り＼反応飢さいi直いも高い喝合に ll 欝璧tf)ために反訊
押ざえら且 E以が高エネル芍ー制1こシ7日賛課硯屑Iうで記う。こ閲課l謡t
起疇鳴虚靡置と畠ざを変化亡しめう。
極丈1直n位置 ぁか料生手放ね岨扉拠I莉数11次 01過程が立5上うことによって悼

下ヵ＼｀＜紅るこ考えられう。即5:tn中柱手すたば闇手訊広1 こ）げ要Tょエネルぎーに↓つてしつ
-1 n位置hゞ註副ざ収うてあろう。ビー 1位置に対応すが神起工字）げ｀ーが反応に対して
吐娑とさ叫最トエネルやーをこ之ている喝釘直 放出中柱手の種厘りエネルギー 0令乏
考魔すう lu要があう。
極丈値几高さ 柊合栽形爪0面起雌tf) 7゜ラトー 0高さ（辰）は表呵瓢葡面積（点）

L面らかり師系を哨すうことが割待ざ~ lる（荻＝旺(R)) 。す「：：訊匁じヤ柱手0特つ遅勧エネ）レ
キ｀ー爪値ヵ＼｀ひろがりを特っため I-、 後萩几酎翌に「する 1訳ど訓起l料数り詞＼広く勺う。初
ため隣紅う励起1婢殷と重び）令う程段h\‘‘t普叫 L 、そ 0 分だけピー佑n位置h\‘iぎ下すうこ
とが予測ざ的。目）合う励起1開訊応て1かヤ性ヤ饂易ざn差がピー 1 !T)高ぎ几毘いと
tずフて現われるべきであう。また高誌 lいや一0場合1こは直楼謝知影響も考應すか謬
があう。
3 詫果
3̀1 ビーク酋置に対応すう入,1エネ）しヤー（重心王） 以上I[)考察をまとめて記も
韻調訊ど求めうと、（防ズn函詞虞I司瓢t゜― ’7位置に対応する囲軌エネ lし手一
（重心系）を与之る式として
Em忍（g，な）＝ 3[も（かxn)h{B心 l)ノ (Br（石 l)t岳）｝tCは[E侶3(- Q（象刀））］応噂，Tん., (1) 

妍昇ら軋う。ただしa（伊，1.n.) I l こn反応卯値，枷（ん）はど番目叩辻、中4生チ叫百合エネ
）しャ'-, B紅） I J(ん-1) ヶの中柱手が出たあと屑手結合エ詞）しギー／ ｛凡 B} 1l A と Bの
小ざい方を長わすもりする。 E江団肛迂‘ヽ隅手〇惑ずう 7- ＼上昇璧f在Iか＼射粒手に対ずる
1-l] ン欝壁 1 1 た3[1]はなO ff)とさ 3[x]=1/ 1<O I[)とぎ S[L]=O というf昔f訊翡双‘ある

ばたけんたうう・ばばU うし
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ふ心 l撲直，訂：： ZT.ilり翻叫むヤ柱手直勒エネ lげ—t．核面麦 Tl IT 
も＝古—立，（2)

一万

L = /Em奴＋叫訊）ー2&JL_ / (3) 
'= 1 __ / 

al., 

詞之叫lる。ただしい l謀り熱刀学的温度 U叶残留核I こう＼でル（たエネ I レ＼‘— /O.. il 1 
麟1謬虔定記‘あう。（凶ズn)厄応口甘う Emax dl計嶽諄ど＇虹I~直rnt澤をオ 1 図
ばす。
認 ピー 1 叩高ざ h廊暉叩叩印訊て表江ざ収う。

『，，，ax = 肛Re叫（E弧E。)+S(0（私立））疇 (AB駅十△B':)/2)]
-a,AE各ー叫這 5)勺 a3 | AEを一 513 / 
xC (4) 

ここて｀応 l "l 300 mb とした。また R= 炉＋入／E て□ Al 訂ー丁｀｀｀フト 0賃蔓迫Iノ入け入
綱和nド九］ 1 波長/ r。 l訊手往）＼うナーノ7- (1.25 fm 1 てある。そして

位＝cj- Ec1; ; Ecn = ~血x -S[-0 （私在）］J (5) 

釦1エキ）レぎ＇’ーカ渾\し)とき 111 てあう h＼□ 高く「Jうにつ l して 1t 1),\ さくfiう｛紺奴あふ
E。- S[Ef-S （は（t,n))]+6 、 5 (6) AE9= 3[EK塙（一 0（り紅））］ (~) 
叫) =Bn（か）か（兄— I) ('if) AB~)=Bバズ）伽（x-2) / 麟2 (1) 
A8比 0, か I (ID) 

a,,6這 3 I 誼数てあう。（もz.,n)反応に対する屈伍0訂算直と完諌揺とntt柱をオ喝1凋、す。

k「△ Fig .1 The difference 
• • 

ヘ 2 between the calculat-

ざに 。 , ed and t h e o b s e r v e d 

、一 [ [ • 

-z maximum positions o:f 

さi.._ the excitation func-

u -午◎ • 
.... tion for (a.,Xn) reac-

~はi．l —6 tions 

什 ?「 ,b'''''''''''''''''' I O (a,n), • ( a,2n), 

函P．→ 0 SO 100 I SO 200 ti. ((l,3n),A ((l,4n) 

• <0. < I.. 。 Fig .2 Ratios of the 

{ > "'00  .。^ ^0  0.  cal=lated to observed 

1 I 6諷：浴△"1' 令t:'j ' I ems  sections at the 
o. 分 ,,,〇.△,·-,・ ,.合. m<a=<iimo四n fuof nc<<ihe on exfocr i-

ACf-m.p.• So 100 1 so zoo 
((l,Xn) reactions 
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4P02 コハ．．ルトd) ~. 3/-le 眩約 1:: J 3 核反応生底‘物

細立文理） 0和叫誌．那痕為行 オ寸上経統岨

（目的］乞ll 和尿餌 3.3えんf陽電キ疲愛し（炉 60¼, EC ll吹），故出｝緯（0.06 'l He l/-ク7,.

0.28りHe lf-t::t.%, o,38MeV-3%. o. .sl/He.V-1ユ0笈 I./9 He{/ —立）も比較的低エネ IV ギーて．，＇

呻 I~:0.2紅 Me V IJ測定上者p合よく，従来用 I) fJれて＇）,i3 C.. (YI．り反応 10 _t J 6 クG,_ (1=.C 

,,,3 %. J3-38 x /3十心） I2 < 5 べ 7 援曝瑶号の小ゴ、） ：：：とがか寺ゴれ．該底呑の分野渇望

と芳えら・れる． 本研究ずは 天然コノゞ！V 卜を電堪 L フオ 4 IV （ユ0 ～aIJ元j/~,)をつくリ．

これを"J-. 9 ウクとして瑾研サイクロトロンfクO MeVの d あふ b・打を翌約を行居し）• 各及応

疇砂比威劫を諏ぺ；翌象エネ Iレ手｀ーーとヤれぞれの核桂の牧率みよび｀和起曲線をもとの
7・ 国的が＇んをつくるに造 L た翌船条件を求めるべ＊ ＜菰究をすう今了寺K:..

暉j砥破コJS‘Iレト凜凌（ね孟．古ぷ盆”•9 を‘危均阜也 IV（硬償ガフス．炉0 mm)内マ｀・ 白食緯
這硲銅シートを躇•掻tとし．宅渇て··9 睾池密度 So~Bo=A/～しュて電着し、 コバルトつ
フオイルを作った．電着終3 唆錮シートよ）ユJゞ＇レトを 1ょぷし． /0~  Iュ孜をスタツクと

L て o(み·よか·JIte gJ!.身Jを行フた。翌知粒ふ·のエネ Iv'ギー I3景高知 HeV. c• - 4 魯紅．g ／ム

A, 庄身3吟 l炉0～侭～わ了・みフた。

天匹コパヽレトのcl..ぁ・よび3He 迎知 1: よJみこると怠われる該及応みょし→＇ 生成該峙 核反

応の O• 四には汲如位の通，｝ 1•• ある．

ターゲット 該反応 し寺，ヽ値（出VJ

&fC:, (cl.. h.) C.タ／

1 Gi.功） I 今． 99
9
ノ
ケ

(cl.. 3 n) 

(d.ーり）

ユ 7. "I-/ 

3 8./6 
序

(Jlte.)'¥) (Q.♦ o. 6/) 

,' 

9、

(3た．か）

（冗．l,.,)

（引：'1'71.)

(o/. P) 

(e<.. (>n) 

(d- I'江）

(d. f:'3rt) 

（沢 P)

（峨？pr,)

(3/-/t'p叫

(3He ヤ3n)

s、 3)(,

I S-、 9(

ぇ？， 32

9、 37

I/、 4? 
ユ9.os·

3 i.、 zo

(Q.-rf. 63)太

ce. + /̀ 8/f 
/0、 /0

/?,53 

注取棧弁伽l:f戸 li知＾もpe qj-如j

“乙q.'16“ が
“伝 33 2. h J3f 60Z EC 呟

砂幻 ぇ3. ク m (Jt f3 ン。 EC7え

打乙 8•I.ss /3,- mo  Ec. 

畑aIi -l ife．恥pe

叶 deo3’喀ほ

Table of 

“ら

‘゜乙
勺乙
錢乙

“k、'

6I M, 

6oN,' 

S'IN,' 

、I N,.

6oIV,. 

呼M

錢ル；’

?g·”! 
,、6‘'乞

宅定

＾＇乞夕＾—

匂 )',IO勺

g.,. 

Isotopes に I

iJ. ;lた L

ョ 9) 1函 I J I~ し＾

Z Te1.ble a! 

It o厨心の心5

excess~ 直＆＇）

打璃 L k。)

取c. れ〇炉

，う、0，
ク~ょ

大； Q-…』叫ダ勺EE 3 とのす―ぷ a.

ほんまJ. L ぶ・店すたのゆJ-.もら.IJ‘サ少寸み
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旺身討麦•主［し 7 / S-砂4 金(L,·)-+知途とマ 1レケケ v ンネ ,vi臥息紅紀春(/o;i_ク汀ンネ

IV) によJ 各フオイ Iレこ｀｀とのQ鎚スペクトルを洪j定レ これJ.J住ふ該＃わ瞑知終3 芍

の生が暑を求め． iた狐青簿ヽごよy tこめだコパ・，レトや‘d み拉怜移ゎ「い牲と
ェ広 Iレ手｀ー 1輝、町足を床ぁtふす ：：小℃．武i底柔庄》窄3 れ、る取知社 3 のエぇ，レやーが

!J.多フオイ IV ：：：、しの胆身紅鯰のエネ Iしギーの算出を行った。

胚知粒 5 考;;,_ 1J beam ( ren t il'ltegya.to)'贔砂をと） これを了 S I：．罪旦釦のJ•>
のターf` )̀ I、面その佗わ‘5 の::::.シi2、怠J 1: 』 3 心‘げJ::. 0) I老；点の咄JJD (l':-7,）を考店して袖i£, L

た，

糾梁J v人上の結界を元，） 1 究。（4 ．2.n)6乞
反応の尿）起＼切線ふよぷ房 I) 多- J―｀フ l、屯卑油緯

を、・1くめた (Fig 1). 
天鉗コベ）し／卜（ Sf C。 I OD  ::<) d, (o(.元），は砂

砂 1 -:i: その L3 l9 値 （□/Me ゾ． ユ 7・ク月ell)

が 5 見るこ可熙だが生邸桂叫． 60らの手

”か 1 Aぞれ ？、クd m， 窃．夕れ L 冦力‘<,
<) 1｀れも含定F., N,咳リ． その生ふ Iす 6ヽ＠，：

対して lb]是·i沼(/)のて．．、特に汲虔 l8156 ゎ石か

った

jた・ 元＾低．p）. (4. Pn). Co(_ノ圧）砧•
にJ-.:>ほ窮刃る‘::,.;v,·_ 61 Mｷ ヽ"/v,・はり 3｀れも

字定ら核培 1ーーり、確認Id 筍 6 わらかっ h。
以上の珪茉b‘5 ・ 天究コパ｀ Iレト(Ao(競身dによ

公 300

ｧ 
ヽ

400 

。゚2
 

u
o
-
1
u
a
s
 

。。
' S

S
O
.
A
J
 

。

吋らは．~>zJ"/ん

｀゜ ~o 3o 
-i;.neygy (.Mev) 

っ
｀
r
3

、d

5
p
 

5
 
竺

K
ヽ

せ
8
b
3,
X
9
L
 

つ 7 6／らをフ<.. 3 I: IJ．知Hev ＾エ之，しギ‘—-Cl) Fi9.1．沢o （4.2nJ 69しの元ヵふ渾9咋

d知をンo …fl /(,"'1 2 の 3 ーゲフト遺知1 れ お拉唇りか'i`•フ 1阻紅桟
叩くそ/J)::tヽ）の 6/ G_,の'Ia知ヽ'W1.Gムル？
7• あ 3 。 3 E 歩l 笠す 3 c 思わい 3 心 、。l, I J -C-<n:,-勺＇ごJ.'.J戸雌升う a のて．、i

叩 c~. .2.. m)6I乙廷·IA 6/0碕用バ愁iか：：吋 3 ℃ 1が1 位．
3He迎虹＝つりて IJ、 3 氏戻駿を完J L 了 l) ら’'が令涌旺即叫穿、J `)み 3 こ、ょ庄約
,: (. s べ 7 ‘心の住E'Xl 1: 夕J qJ該豆応•図面積 IふIl Jく 60(o OJ生枷普0)方が 3,、イcいら

かがえ a. ：：：れ釘） j`- 3 0)咆瑶したiま弗 ,c t tつ｀＇:\-,"i;J名の·斧適釦手を叱和L て． 弓の湊

あを方察 L たい。ターダ‘フ 1- b` 』の 6/Co.dJ 1叫鐸l:ft壱 9 ：っ 9) ては•60c.,. 6/ムと叩｛必Iが

Y i; c)"' ター戸 l、(i a /.S9 ）・J,}のる紐＆宏んれ Id`- Jく．；勾ta 心、深釦琴葱，イオン迂

硬註 C｀曰様印 L た。呑ク;\""·国を考之・ 従朱の砕乙よJ屯れてりるか寺色を出ぅv.. (!/) 1: •J' 

キヤりヤーフリーク紐っごのそ.. j'しI.,'j.含局 怜イオンま棟拉訊后IC J--.i\分離．を捻虹 L てりふ

評ち 旺印ずウ 9 -J｀フトを凌胡食11-N 池酪砥ヤそt L て あ 3 b‘ じのハN 滋紘 1" J-<. t充

っ E ふwe,,_ J (200逗芯ウンユ• 40、'73 X I四""")に逸屯 0．夕，，，，，1/'.,.;,,.:.., ,ｷｷ 2-o M "I',，釦函g，こて凌雑可 8 じ
i~)20戎のフラクシユン，こヽIらか滋蒻サれる＞
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4P03 中止
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MEMO 
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4P04 35", 37ば＋.s-2 MeV-p によぅ唸しが玖＇浙面札這陵
（金沢大理） 加償な街 0坂条浩
（和襄研） 4ヽ印吠

［絹言］ ”ふ l1 ．お鴎が｝＜利？てい斥v' (/0()~70(} げ），：：：叱均ウらず移訊
叩 OI m 、'/ki n｝ ｀叩疇易斥こと出あり，大丸オ Arh‘ うの字芦堺訊萩釦しt叩和碍，
印砂閲的庁 l匂 9‘ うのみ9 乳がまく行砂卜てい~ >) 0 _.,.ず，fl， 7局る，卑協庖斤と、7.→
11 1 ーゲ、7r mをり『チ（t-及｀ ？‘^（応こt h‘ うあJ'/;乞目マ小て＂存い。いす和1 (t 1 ，粒
/00 斗 n if和乎疇ゑもっ粒担 I てそ叫｀ぽ＂のこい， その在碓口譴わ（①V知；； E 寸ぅ
1, 誌佑坂｀反応) c!ff ?H:I籍順パさt- ｝二しは l俵＜望ぅ小み u
伐'々 11:'i <,1年仔（＇~ I' 唸直い緊呟C1) I.., ヒ l -z.,藩累の夕研fV鴻｝と，，反え＾）吻（
戸叩キ庫（／’“f)四, a cIス矛さら如k iな r 刻へ‘r,.。‘｛十を，f,輝叫t履し E麟I灯
粒の巧？＇表ゎレ，杖紅扱e デ Iレ（< -~ J＂と疇して冴瓦 I司雌，~1 31ば（「り7)）中刃（炉fn)
呼ー I叫ーナ＇｝が”叫叩令 3校(f, 3f)”仁叫J- 12 つ＂ても知砂話早t i年 7''/叫
a fr 薗と比較 l れ。
［輝］か｛細叩£、畔し,/00~zoo 1nerh.-'iJを／ f-o））fre95 で直伐 27mm.2oo ~600!船

の Iq加し 1 万I心 0 Al 店/(忽ん C^ 5}ack1で（た．こ豆，伊．天＃紐 FM 勺必如Y 0)タ／，『
鱈か0) o．炉）が 2, 夕hr; 21 B あ｀“てさら I~ 2、ダい町1 を行存つれ．令哨｝数 /o (て蛉9db

12 -;f峠 9 3. Mad 1反q旺知11- i祭ぜそt忍レ，光 1,. さうすと邊色しr,_. I'r Ii.,“"直，
鱈板t水,.,_；紐，庫ぶ0) (~10"}¢）と聞）尋（～9mJ?) q担澤で加えて 1` }紐囮t'fi01’
T （七〇とし， ’I ンt紐叫OJ l'~tり｀~ l 呻出、iX i伶 l,,_ •精t" tぶ'OL とし、すt』9 條午1.7 7 
tし 1 カ‘＄向匁｀賓! fm z て 7 ，し力 ’1 1裳稔し，面パ0,· '11 1七0 fl‘；互杓生成｀ 0)呼，咋さ皮全
筏z. L /1.豆令 0... 牙i t”守 a 也伶を 7既老．竹舟 1友，J了を分紅履 (Z C窃ばeck と 1 た．むい
成＇q呼心，あ !-A{j" 1 勺i h｀シq吋，，，ブラク：／ 2 ン /1, {N!-1 ~),.MoOq,およ(}• Mj疇 F か｝ ／｀冗
殿t呑 2~ 3 ／孔導這しt籟勢し， M砂°げ｝で［殿t rし．校わ約麟 lか潜鯰M 扮ヽ｝疇
叩のがスフ，2.~ 紐 It. i-•,だ，；乙r, 39r, J L5しのた＾x.energ:J ~今I-?,_ 0ぷ， 0．LI Mev r, tト

'£• +幻這l是t （埓 I利t I d砥］似rue q緋机 h‘ しあ｀らt e 別 l.,-;_ •初砂~, 17/l 疇‘石狂
＂ろ可摩叩詞料碍成｀(_ z 咋｀別 rし u
“鑓J ｀ク怠~ I吋 lし， 3 了， 99[ 1 125; a 拉K 訊I:. l r,.蛉界，（覧緑）を，舒箪他（磋絡）

と井 I< 示す。唸 Iぅ麟駈o1 t i反皇し-z Pi J."叡さ＾終兎 Iず，計籾、統計，（9 C 汲収， Af
雌収す互ゃ々M 名・角負 I1 f 3 咽り文勺、下達，t t 1 斥う砂附がさき／ r r 不 L た（扱［拝 n 存
ぃtのけ印純友‘）討，J1,,.ついt ／す直汀和⑥ a 懇q,. h‘" あ名。 7い敦灯／00““ack砂呵
叫阿凸 r q度各冴 I1 t，れし 1 ーケ’、7 }- 1反が｀序沈をもつ1i. ~"'7も｝エネ Lしf‘- a #I..り 1守ぶるも
；のず 1広 3) 1一怖‘もした。叩翻〗け紅rov9K1 ；のず1,広 4) と啄我応［司じく， r の佗 o inｭ
戸q内、和（乙甘橘も〉、のも: 3)と l司（，7.'あ~: I叫＾計〗他ば， IOにぶ（日の西fe C砂計］
（令紐町{ I b) の与も見 r, 9‘7ばと喰 01匂．考＾ふチいfZ. z.たもへし＇ある。翌/;):'恥
de祁；勺匹かeier a. =Iぷ～2 ，夕 Mev ー／，拉和をtf)pramef｣r r。= Iぷ～／， 7fm °'粕 l釘さ， 3lf,39『

かかぐこうえぃ・ 1 がるとこう・こもうが 1喝！
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).が90

lが， a ：：：：： 2,O MeV-1/ ro =I、夕fm t日いに紆

f r ぁ｝．輝と考1箪の比較炉，咬,.,_

周(t l1 一叙恨＜，呼｀”f凸 lすよく
／む。呼•”『,d枷色,i、計〗他炉 3
～しi名 K 3 v1 6̀: "全 1.,_ i l司麹があ＇）
麟l走刈象ヴ 3 。現銅渇/• 11-I 
印危邸 11 知危 l 1 か r, P‘rF りの 100

狩夕が’往釘知絃古 L Z いゑと広之る。

咬の吼’tヒ l 'Z-ぼ 9 (j) Z7 ／釘が33 5o 
のターケいッ｝

クン又反｝t-- I 佑

吹i (2”’ が），
｛刀，が）／炉3 ('11,f丹（n／),

@ 335(”,2 f), ®唸｛刀， 2 ，， n）．⑨ Zl (j{n f) 10 

井どが房と 5 , 
的）ば吃釦f•a 絨戻ヵ‘~ I 手t ®這3,
企①作 uk芹t 4 応）反 b｀ぅ存裕1,｀が。
叩と同(•投釘知ヂヽし A 計囮 h‘;,
印t粒｝亙広げ⑭十f 0/位嘉釦f);
20,,.,b 叶っ叫紐，：加紅叩； I年以J遵
嘉(f,3r) ;4mb ̂tタz..位V 力‘'示ざ卜

3 。以,.t.. 6‘ i、 平激漢肛I走｛ ＾偲 a た
析り釦釦伊SL 0 帽渉it,t I#, (a+r) q 
辰名 h‘應l 名し占芍僑t + 3. 
[ t叡‘J

l)C,MLederer, J,M.Ho({仰／町幻dI和1，，，，わ，

｀!>le 、{I砧戸'6似（Jふ磁，匂(f/61);
5. Forbe店I 脳叫im.Aふ，盛 (I伽） I秤

}..)だt紐｀， P， Lal か4 8,?eわrs/’'Haw“Uしkder

加ぷ Vol.4｢, f•ば l (1rin,er, !967):'f>, L、/,
V,N,N,j‘呼urK吋心 O、l,K,5o呵‘juI“, "¢ALA諏
皐＇ vo(. II、f口（伽ish 匂細、 /17，，）

3) 夕`F心fh,’"4 eM．，枷J,']>J,伊 I 吐{Ifヽ3)2.”

叫珈加直炉 2Frenkむ必4 紅ri成（砂五

叫伽，座(Im) 終3

roo 
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4 PO 5 鉄の瘍キ照射（こよって生ぷする放射性核種の生尤池伍面繰

（名大理） 古）I1 舜互月

1 中重枝（二陽チ乏照射 L た際に生成すふ放射性核4重っ生底断面痩｛：：：つヽ 1 ては力なク
くの笏究がなざ求て、，るか＇；宇宙科学つ后デ'j{, I二とって重要なダーグシ， I- 枝ゼあ 3叙 1＝つ 99

てfよまだテこニダ、ょ十分と｛よりえなり。我々（よ宇宙科学の珂究つ院に重要な核種<c> 1 つぜあ

る丸3Mれの生戌酪面稜各渓雌： L てきたが，同時に生炭 L て I) る他の放射性核種（こつ，）ても

生成針）和禎の即定を試みた。現在よて． 1:::生衣舷面復0 混9定を（まぽ‘完了 Lた核着｛よよク」 rを。

知ゼ羞ノそe.,... J叫r の 7つそあ 3 が＇； ＃Fe. I：つりて色現在項•1定を綾緑中て＂あ 3 。

シ丸らの給栗（ょ隕石ノ月洵拭料など←の中 l：：生成‘L て l) か放釘I生核硬の；砂ぎ徳釦薪析す丘

に投土っ<{_cf_;{_,:::.ノ核反応扱様につし）て考寮す訂藍む重要這る。今回は今まぜに特ら

叫結果を絲．活して叙告 L, その中から興味あ 5結果を葦呉的 I二手リあ Iヂて考寮す 3予定

ペある。

ぇ 喝声釦1ょ鴫研サ1クロ l｀ロン (Er ＝ハら／ M乙y >2 東大核薪シンクロサイク lコ

7- 1ブンを利／司 l て狂なり，喝打：を知~ I二はファラデ'-イ・カシフ゜とピーム•カレント・イ

ンデク｀レーター乏凩，［た。ターケットとして生，天点1釦砥紐010 之成叙箔土知噂

縞I即位佐召戸ら 03 ・をア）レミ箔上、二泥l券さ七た邑0.:,を用りた。入射エネ Iレギーよ）イ区）工

ネルギー 1.:: 杏 1 ナ 3甜栗乏碍るにはア Iレミ姑冬fリ＃1 とたスタンク l^ ·フォイ Iレ・テク＝・ッフ

を河 l} た。放身抗頴嚢（追常瓦d.-エシンチレーション・カウンターは今—e （ムし、）半為矯様

出器を用いたり名スペクトロメl- 9-I ：：：よったが‘) S夕Fe つ汲虚 Iこtよ分 M合ヤ約法，荘3加

の定量には中性子放紺イと分折法また（ょ緒蚤分朽；｀去を約凩とた。

3 得らわた結果の一却を巧s. 1~  3 ヽニ示 l た。 后ク・／ I二／ょ吟e</",r,) 反応

疇碑l俎数を末 Lたが； （た r) 反応切新7面碕の渓渓甲凜｛ょきがめし少なく 特に中重

枝Iこっ、，て（ょ偽棘てーをg結果が全くなりゥゼ， （／， r) 反応這様を考葵す 3 （こは斎愛

な結果もあ 3 。 巧・年（よ参生の名1司仮飲に対す 3 (/らメ）反応っみ乞釦幻屯澤手 L た。

l さヽ危iの差が｀そ 0 まま迷チ面積の姐に反成するような平系もなI釘係が.. 点立 L て、）る。この乎
（こ廷ヽ°パクメ）反岱に対すご滉雌項を加之てビこっイ唆）がま変らなり。一見戌笛核の

呟乞む乙，，，，，，切梨が＇和1央か厄ヽ）ないよう(::みえるこの経栗 1こつ、、て（屯さらに考索ガぷ

妥疇る。巧• 3 に出種々の放射輝疫に対戸生放羞配易噸位を示した。（参そのた
め/'.:よケ厄力‘；；ニ水： 5 の枝種が生衣、する反店、とQ種を 7―心ょe.. 1,.:: 牙ミ L た。） ：：れらの反

店．の汐っレ9 くつか 1：：つりてはJ49zK、・ぇ s S 1）あd池" w、.“‘＆元／ら,l.) 0)初定があ 3 叱 1街名
（士そみほど度くー知とて，久い。今回の凌l定位と比．毅した給梁てはノ苅名とより皮， 9 一致．

が与 3 れ 3 ようぜあふ

文叙·

1) I. ム．Je n.、右ns,,A. /4-.以4臼> J.ふマ•ク，，d. 必心．ノ竿／4／ク（／タクa)

2) I．た、沙辺、•Jがノ乙． B. I：：以勿er,, アクs. Iみピ、三／0丘 (I,94 ク）

ふる力‘わみ古あき
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Table 1. Proton induced 
56 reactions on ~VFe 

56 5 7.  
Fig. 1 -uFe(p, y)~'Co reaction 

Reaction Q-value 
(MeV) 

56 Fe (p, y) 5~7 'Co 6.02 1 
(p, n) 5~6 ~co - 5.36 

(p, 2n) 5~5 ~Co -15.45 

(p, pn) 5J 5 J Fe ^ -11.20 .0 
(p, 2pn)5-4 ｷMn -20.31 E 
(p, a)5-3 ~Mn ——'1.06 `--ノ’

(p, 2p2n) 5~3 ~Mn -29.31 b 
(p, an) 5-2 -Mn -13.11 

(p, a2n) 5~1 ~Mn -23.62 

(p, apn) 5~1 ~Cr -19.65 

o. 1 10 (p, 2an) 48 V -21.77 

Fig. 3 Formation of various 

nuclides from natural iron 
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4P06 IC,B (f, d..),.,Be 厄 I7ビの麻起i叫文の測定

（策大枝研） 曰中重勇 O 井J:'.見吃、天

国ぼ字釦譴信昇ゼ｀大切な役誉jとす 3 放紅1訊m-.., ゼ＇ノ紅至元素 Lメ， Be, B 追
源ぁご仄星の中の紅1丸亨釘覧の修塙‘角記綬認、文乞物雙との反庇など？｝くの）記該に 1町連一
して、？王がまた'18乙ぽ軽元素、の字定）司伐訊和枝反応伍 I戎断面穏ご貿望．分折呈這＇［這 0
もシターに使わ成て｀）ますのて', 7i3 e 伍成断雨穏の系色対値の正魏な測定が向提 Iこな＇）ま 9
。以上の自助のため 1乞わ屯わ成ゥ研‘考宣ゼ'1広 Be, Bノ M, 0ノと 52 !1 ev 紅”の P易手との

叫如えて在す 3 匂の生）戌反応断面積ど賜手エネ 1レギーの I匂粒として系紘的に渓）氾して＼）
ますかノ合 1'.y.1)研究では莞知反応て‘あ"j IDB C pノo(),7 l3e 反応の 0~5 月e7の I荀の呼内積と屎

手ガ祈官誌含センターのタンデム・ベンデ＇グラフと佼 I可して汲＇）定しましたっダーゲ‘ノ~ I::. 

ぱホウ手、全尻秒（兎屯／文q 1.5 炉じ）、上）ど 1祠')>藩＇、）ア Iレミニウム畠の_t:. 1こ吃姦湖消h法によっ
てホウぎ、と l刃羞 1 セたものと使 1可しました。ホウ乗ターケい 9）卜の／豆みは 0,2~o.l弓！心

ゼ＇）．蔚方知紐手（ケBe) とア Iレミニウム保将誌に神履するよ—うーに殺校積み重ぬ違、身いま
した。賜手照射/"j.クンデ，．ム・ベンデグうフガらの 5,00 Hねすおよ灰C/-. OD /-1.eマ閉手て汲 131

竹＼J, -）釣照射 1ま約 30分て" 300 てイクロクーロン(/.88 X: I 0勺I刃陽手）の系象•生と］乳）吐
した。照射后命（L).、）栓土呈ざ予耗物からく 3 妨宮放印褪のな、 l.::. とと魏すめ，知(¥蝸
翡鯰， 6 日）の伍成抱叩慕墨）ま特に侶レヘ．、 I浚虐甲に設計これた井戸型 N豆杓出羞て＇’)そ

の 47g Keすの・了繰スヘ＇ク I、 Iレも測定窃うことによって決定しiした。念の異殺枚のター
ケッ 1、 1：：っヽヽ之 1本ベリリウムの 4し学分紐租緊と佑了 "L の洩’I)足の王碍こと訊認しiした。断

面積d),fを対値疇危 1戸\0グ°と将庄ば改丑可。硯在ま釘：：得 5 水た結果＆沖 l'互i二 1もの

上ネルギーレベ｀ I レ (F, A}お’れい·yJ- -Se/。心砂4 T La んrit-se九.1 巨..,,ヴ7 し,,_ve /~ of A: /0-

20 砂如· I M叫，？り15, AII4, I 屑よ＇））と対じし 1 1:t:..て柔し王う。まに喫恥えか足
）まもんのざ籾多翡もの励起レベ. fレと唸（fメ）倉e 及危析而穏の英嗅，ヒ°ークとのタオた 1む兒
全に）まと火て 1) 土屯んが~ 12 ヽ5, /2 45 叫ず； /0, b"O, /0.“? H互およ杖／o.呪

9, 13 11.ei::r <')広ヽ、中のレベ‘1レのとこ 3 ざ 11-よく対応して＇｝吐可。しかレ II. 4-5 バどアのと

ころ l 'J. 11 っ芍リしまセん。このように低，！賜手エネ lu ギーのところ之"20~ 砂況b 屯の大

をな厄応断面君を行ってい 3 と 1 ）うこと 1む讀含）式など亨ヽ□譴の虚迎 I乙吋して愕（い）盆

反応か皇厚な葱味と将っ可互I全 IJ_あリ士す。手た愛冠，渇喜毛全食な全在どd)中のq紅受
なホウ亨、の放知化合折が他元咀の炒冑なく底度よく方行ぞざ 3 こと記示咬して 1 ヽ手；；。

だなガしずお・ 9) のうえて 3 お·
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4P07 咳u.(p, pn), (p,3n) 反成心

（新喝丸理） 0中原弘道，宮野和政，仁藤修，

外杯武

枝反鮫過程を解哨すうため 1-C.'励起南敬，枝要性i年生阪断面積比§が生餃反認核ぅ乎

匂索·枠を求めた。

ターゲ＇、フトに 1な乃7A,.,_ ぅ昂（／o.2 t =1んぷ）を使用し，生灰反謀枝ウォ印蔓，こ l °J: A庫
（夕．4 ，，，，f心）をく史 1刊し"V-..板移 9 求あか;f, I l わ中；8,、ターゲ・フト，危し 1 掃｀痩粒 9 オ

ジ広に従っ衣．紆力， ヌー 7".7 卜ふが＇祠痩条炉ぅ叔射佳を 1 れf`’れAちAc とし，ターケ＂一つ卜？

危マ~ T ~すi/'\..·1 ず‘， R= 丁． Ac/(Ac+-At) -z,"オ七る。ンり直 IT 平吋昴冴名でみフて，

LSS ぅ印蜻遠フてり()'rje,坦 ran『2 になおすとんf ＝尺（J十½)になさ。 翌射戸虎丈枯莉
り ¢2 Mev r易｝貶ム（エ～心．りlC) を Afスタ・ 7 クて＇忽逗 L て，／～夕吋Iり吋った。目的と
した疇· t1 /97,4人 (r, f孔） ／約1在である力、＿ 1 /伽 C f, 3-n.) 1年、惰疇を比較ぅ冷に須1定し

衣。生叫瑾ぅわ帽i夕が恙底収應ぅスザンを表 1ミオす。ー吃射后象吋町玲即し乙ガヽ 5 月“
片！がじぽ分離をター 7`’`7 卜直‘獲酋につ II て吋ね， n （捕獲西り鳴合，=,;r,Aa ぅオ旦f手ウ加えた）
史々ぅ気料ぅ1('，杯を IS-cc fJe(J.i.)検広か＇定立伴 1向歩 lて§っz.剥定した。化弔夕輩ご 1 J/i"
a 心｀ Hiり崩吋 lり見全ら離を吋うため Iご，緋餓ェ今 Iレー／ヽ芦屈，：：J)荼匹i伝を用い

衣。化魯即粛ず、 A IA. 1Jが＇叩直t"尻あたヤぐ， II; I こつ｀‘て 1 i EPrI/ 1 二ふさ定量蔭も湛用し
衣。部旬楕心町程をボめらにあ,=（if: 1刊した疇＆必＇ダりfKふ心品“!;tr y表？礼,f-,カラム 1 ミ

1’ しtこ。

姉男を l司＼ミすす。 オ偲マ小るふう＼：： Cf，圧）い冠 Icf 1,'f.,11,, I鷲投に投幻祖戌

過祖こ特哨っ励起1"いばす”ぐ、今＞如頌で 19 ど 3l ヽ I 乙 II る。 Ep>ダ0頭直紐
過以外の反応 9、ー大弓＜崎-J L 乙 II3 二と屯祐程りデ｀ーター 8 が＇柱男り拉憤湘氏りが
ーターからも禅が｀さる。(fた）反応[ 11 Iが］｛ W、-高スヒ°ンて｀＇みる衣わ /c ／夕、なり釦 C゜
ン l：：くらべ＇て新由楕が I(J幻／以下て＂みる。 I?‘mA“I 1'‘知ク励起 l月牧I• 笈に同じ‘彰を L て
お'),ネい合枝過経て’'1遠く競叫t`5 「{ II ニヒ 1I、ーわかる。尿程ぅナ＇ーターから 1 す，／彩勺ィ人ゥ生

餃反応”‘―fu((”°”ea乙t,,,^“<fer に直ぃ反応疇フて 11 ゐ＝戸わか），Ji... Iこ／？ヽグがり生灰瓦
応 Id 直拷画程t)：士て＂，企ェ井 1レや‘ー冷釦坂 lこ亘って甜柱ぷ l ;f l ;j‘｀一定て'’みう二とぶわかる。なみ｀

国 lこ未 L 1%双舘 I i f姻匹Me忍H lr心sfer fJヽ 5+ igJマ小う併程とオす1)、一，ェク Iしキ'‘ー・森程 9

肉か＼ ＼こ LSゞりf= 3.0& c. 1!{更 l司 l 衣。 1 灰，忍，洛粒うに d｀う和“.,..omea乙白た和

からうす＂ふ l ;f次式で迎低マ小る。

ぷオに叔ぇ、すシ鳩合：

菊オりが遣り辺冷：

万：： K。（ I＋きだ—森告）
R= K。 (I —ぽ）2.

前オむ＂灯ふ＜衣ふねみ合： だ＝名（ l+ だ）
以上り宝戦佳果＆＃虔合枯迅程／ pre，ん;/;h.,;“幻 .,,,,0“ ゑ仏｀•四紐直ヵ、豆号jげ這し

fぷfl心陥ボ］を気泊択。

なか lさらひら汁ち・砂やりガヽ方‘'iマ・＼てとうぉマも・｛し（に＂やし衣＼ナし
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4P08 穴I) カー爪‘ネート・フィ） Lムを用いにフィラョントラッ 7の研究

凍虚性研） 0吉田邦夫 宮鳥恭子 本田雅健

ポリカーボネートは硝酸セル日ースと共に． SSTD (固体他趾推血器）として最
もよ＜利用されているもののーフであら。本、研究ではポリカーボネート・フィルムを用
いて、椛腐直っ KLッ庄グ諌度の変化を検討すると共 I,. I ッ今> 7..試蓑と L て有
根溶媒を用いることにより、再現性を増加させる二とを試峠．
1.枇厨恥「：：：エッチ汀速度の変化
高 Iネルギー粒ふヵ地］覧に入射し K際梱踪I汎iってエネルギーを放瓜し遂に 1讚止
する，標的物質に対す々付与 I ネルや一、つうり刺質の愛 IT 吋員傷 IJ..侃蒻勾釦て度化
す々ものと考えらJV~ 氏連続的 ri頴傲饒観察で 1 一ょ 祇祗方伺の I ヽソナン久狸度 (V刊の
窄化iJ検知で＇ぎばかにここで I J 屡さ 60皿の基札；に 1且穂捐！かの限さの圃質の薄膜
を通して，核介裂片を入り寸させ トラッ 7 生欣愧度の差異を府樟寸しi-ーく。 u bOURtE 
恥 2血の加）月ーボネート・フィルム上 1,. ·2350 水溶液を数滴． 一←｀
麟釦、風乾し，約 o、 O1 u9 とし，綬原に用 u k. 、ーの線張がら →二ご：゜"""
10111111饉し紅、~ I) 月一ばネート・フィルムの直径ふHIll IJ)円型囚 I く．核介 亡ニ~如P¢翻を照射すんょ、、）にし、 4組の仕l型を 1 im と l k. It、＇リ n -応＇ネ し 3,6,8,10,12 門 PC
ートは エッ今ン？寸恥 60.UW\のものを基枯として、その上 1 ：：：．それ 図 l,
輝罠さ 3, 6. 8, 1 O, 12 }Alttの b (f)を寂着さ也にi k 比較用として．薄膜 rJ L の試枡
も用いに（加）月ーボ‘ネート： Bo.yer, Mo.kr-of ol KG-)試如立大原釘、:P ll<I弘
MARK II で 5介l関照射し k (S • 10 11 れ／ sec• c記）．
照射後 I ッ今汀骨 6ou川フィルムに入寸 L t-;:核介襄片の軽核比よび宦核の介而を罷

誂す勾 k めに薄陳、 bo uiMフィルム．芝れそ訊 Iくー）いて 50 cc Ge(Li)検出器に｝り
もース．ゞクトル (l keVI 』.)を判定 l k．薄硬 8,皿を通L t~揚合に 1す 軽核研0％以上
}J\`60尼フィルムに達して＼＼ b り）に対して 宦核 13 60％前後に櫃•ぎず 12四を通 l k場合1:::.
は 軽核もほとんど boドI\\フィルムに入肘してい「いことを礁誤 Lk. 
照的綾約 1 ヶ目 虹して侃仔し「般 I 、ソチング l 'J. 0.1 M KO 日メタ）ー IL労液を

用 u て 伺ー試料Iぐ) I\ て 30, 60, qo介（合甘）．竹 rJ 1 K ．音に比較の「］が） 0,5M 
麟によク［ッ今、/,7'. mri）に液温は2011 ℃で.. 6 試料を詞1,I ッ今｀／プし K.
扉麟I, 7 1 \て I J軽核ぉょ直核によらと，恩．われんトラッ 7 IJ. f,か｀＼ I" トラッ 7

長 v晏ばり、識別仄＇可能であ）にま長 トラッ 7 ・ヒJットの直径も 違,, ti<'あ々ように
観察されに硝謀沿 l t-」樋傷氣因且トラッ 7 の I ッ 4> ク速度 (Vサ l J 図 21ぷ
L にように麟麟と b 入肘 L 「く核介設 l'Jの I ネルギ＇ーに依仔 L てし＼7c,.冑核贔
合には摩疇 (R) 訳 2血（痔膜 6「)で トラッ 7 長履応可能であり薄骰 8
µいの動合にも、卜うックの厄在 u；誠別されご I\ らのに対して 軽核 (_`'I J 残余恨程2µM
頂膜 1O JJ叫叫恥さと トブッ 7 {f識別は困難ぐあフにロLI,\ I Jバッ 7 79ラウント'` v:• 

よしにく 1'くお・グ坪じ｀うざょ‘)こ ・ほん「2‘ jさ I―~ I—r 
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0 2 ｷ 4 6 8 10 12 

原因であり．誤差は 主に検麟差による b (~T hr) 2 4 6 8 9 | ：均11\
のである。 5線贔厨ょ（）．ピットの直径 5 ! 
謬化すらこと謙眼し謬蜘す々 1び） 4 0、
に IJ町摯rょ霞這等とさり．直径
o.s~ 2 、UII\.長さ約II\のトラッ 7 を正確l連」 3 定すクヒめに 1J捌鯰恥改良ャ＇、、必要（あ 2 / 

り醐 ミ 7 U トーム・カッターによら縦 1 9:; 

断翫農鮫値観累翡釦パ I\ 々.
2. 有檄落禄を用 1 il:.:.I ッ今ンク｀｀
尚鱈フィ ILムの I‘‘/4> かに有機溶媒を

用 II 7Jと 茎叡剖速tJ I ッ今汀•ヽ仄可能で＇
あらこと I J. a （・に報告 L にこの＇性筒を利用して．揮発＇性叫ヽさ I I)吝遅を用、、J-\I J:・椴！
観饒下で トラッフ生爪を連統的に観察す々ことも広来々．ナ K アル］ー IL性落液を用
1\ gと 界面沼性刺を加D し目くても 向ーできい「Jトラック広得叫げ利点もあ令．
I ッチング速度に影響を与える因令は タタ鹿灼様であり ポリカー成ネート・フィルム

1づいて b 紫外線、竃鳥雰囲気の影響rJ鯰‘知られていな特這徳性を高めら上で•
重見J二~ IJ 了 Iし刀＇）水溶液を用 II てエッ;;、ク••する際点;)刀ーボ＇ネート疏鮮訊
刺叶訊這h0すりに伴rJ \,.放肘線捐傷を愛 1r て 19 「い謄の表面で＇の I ヽ‘/4-> 7·迪蔑（
嘉）叫勘U し 同時I, トラッグ由滋隈（ Vけ b 変化すりと報告さ仇て u 硫、であかボ
1) 刀ーボネート贔濯麟瓢主にビスフェ）ー ILA (p, p'-区e- 7o □ ヒJ /)戸ビ｀ 7 ェ
l -I し）であると考砂u-\~.アルコー IL路政に対すら．ビスフェ）ー 1LA の溶軸隻 I J
未洛疫の1. ODD倍程嗚であり アIL J -/し性了 IL 7]')溶液を用 n ることにむ） この影署
直少させる—-と/Jミできるので•I JtJ 1 \かと兎iとにゼこで IM KOH メタ I - IL溶液に
ビスフェ l --ILA を落解し K I ッ 4: 7溶液を用 u て． V& を朋l忠し K．測定ぽ重量v‘
遭さ遭庶し別I, ミ 7 日トーム 月ッターにjる維前面の弱微饒誤寮で礁訊‘した。
知の結果 了 Iし力 I) 木溶液と I "J怪 I,. o.1% のビス 7 ェ I-/し A を合ん「＜溶液ですで'I(

V6 四 lIlli" 図 3. V0-の変化 如 I3載少を始め飽和者液で 1i Vり～ 0 と「J
0.1 6'ト る結果ャ；得られ K ．アルコーJLぅ各液で 1 ッ今ンク・ヽ

IM KOH /CH30H すうと 長さ SJ,t_~程度のトラックまぐ｀ I"J容易 I,得
x•Hakrotol ら収ゐti~.特に薄①容液（細＼＼トラック）を使う
• Lex四 と．トラッ 7 長を 5µM以上 I~ す々のに時間松サり‘

令．ニlr\ Iす ビット即落痰交梗瓜困難ttJ 1) 
輝麟鸞撃ll‘、'逍大し工ヽ＼／今汀撃直
<t“心のと考えらり．従って 再提性を高め
峠めに IJ.了 l し］ー IL麟磯町適当で 1 す「J

/i ' ’ 1 く蜘•lす渭際には取輯恥麟叶l し 1 らゞ
o " 10 too 1000 Bi~ph~ol A 1vv 1vvv111}呵 sof. ぎであ7'J.

0.1 M KOH/CH30H 
20 t t •c. 

o ujht Fro.1"切tTrack 
• He .. vy、、

0 。.1 0.2. o.3 o.4 o.s o.6 MeV/t11.1c.1. 

図 2. エッ手□1速度の杏化

0.10 

o.os 

x
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4P09 辛鑓膠l応ための '°Be の言翻製，

愛尺物性紐゜奴明及 3寿生れ亮砕匂硝健

東大核研 金芋粂人郎

L 、斥諭
咆e 01 年恐、甘膠I 定ほ． l 刊 4詞に 2 つの報店があり｀ ('.z.'/:t O.<l-) X I 06年Jるfい、•束

められで以呆久 l (行なわti-\ Tぶり） 9 E 。 1 '1 12 年に．F. Yiou, G.H.Ra i sbeck らにより

(I. :,エ 0,3)X 10‘年 bく未められ、手た 1 平口-4-0'J I つ!7)報告!7)訂正 (1</'12.)が也ゴれて．

瑛在で lな l.5XIO6年 b1 も，とtらし、、｛直ヒ刃．，て来ている． 長いキぅ底排1 1:. ~l 淀可

る「：：めに，こーこ T ぱ放射喰愛の吠 A "'入 N ヒ利用して、 A 及び N <7)魚対涸l 定t行rd`
うこtを試祉。そのためにば (I) (3,f,履l 足にjる '°Be の比放射紙 A, (2)府、ぅ喰

光によるq Be の母，（3）曾恩令析訂により牙よiる 1司｛立困r t'.., 10Be ／唸e の 3 つの直が必癖

であり、牛病期T{:-l]

Tt = 
0訊3( q Bc の魚う数）・C'0Be /q Be) 

A 

により求｝る．

知回（エ、 1°B (,,,, p)'ーBe ¥:.9 Be ('l'l,.-)00 Be を利用 l て羊病其膠＇］定.0 rてめの '0 Be試

料の飼裂t炉j,「::.。

2..空（巳打、ウ素記料

窒似T、ウ長板に東北丈令研J HTR て認t凶 IO20 叫／心の中注う、B_を身寸t行り， T-::. 。

速町＇ぽうにより＇゜B (,n I p)'゜Be て生応 L T-::. 9ー Be t臼 1 er, J.うな化的経（乍（こより雅製
しに放射l生ネ紀物の l司定ほ r 線封’l 定により行「ぶ，に。主「4、i\-純物 ['34 ぐs,5q出，

咬。てーあつに。（心和這： （平料中（こ ,o B c p，ふ＇Be

て届］庄咲 l てV,「こ nBe と卜しーサーヒして用い

て采ぁ r：：。

3. ベリ＇）ウム試料

フレー 71ズの合恥ぺりリウムにJ HT R.によ

りね以 3 X I o'q西／心の兌中性ぅ照射t行「d` フ

た。 96e( 'l1 ,r)108e にふる試料'.7) [じ放約餃から

唸e/qBe ='; 3)(I 0勺であった。照身1 にJり生じ Tこ

主 rJ放的性稔穂ぼ唸c 夕'Ce” 氏， 60 伝＇q,l,-, 'l·

ぁ，［て，フし一勺状令品、約幻0 W1炉門 3 Cl) "' 
ぅは｛ぃ労処理t行けい Be(DH)ュとしに。 この試

料t東這研(l) I司位広令雑：和田い1. '°Be の灌

縮t行 rJ．つ rて． 臼 2 のふうに、 oven 中に CCQq.が

スを斗入し穀煉し［：：べりリウム訳料ヒ及応マせ
ID̂ 5mmH3, 620°c て｀ Beふ，C\S ~庄成した。＇懃 3 衝
崎で庄じ［：： B；イオンを飼箔に伍呼Iant L t：：。 この

BN sarnple 

ppt. 

(17 Be tree.er) 

NaOH fusion 
Fe c.arrier 
HCQ, 

NH4-0H 

• H位
Qnion exchange 
exiroct1on 
j EDTA~ acetyl acetone 
cotion exchan乎

冒°C口ょbsrorpti on
mass spectrometer 

Fig. 1 

まさのともこ• 1がんしょうれヽ／すけ・ほんだiさたサ・かねこ くめた 3 う
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ベ＇）＇）ウムt F惰 4 のようり（巳鶯将、作により痛製 L T-:: 。回収1 ,t'\ T：：唸c しま秤、が啜光

て、 IOBe ＼コ P- 四nter (B.fr. o.22:t 0、 OI Crm) で足是 L に。同位体令龍：：ふる潔細度

ば I o3であり、 19 収免ほ約 l ゜／。であ， r-::: 。

この研窄い鉦じ質景今祈元による＾: I) I) ウムの I司位(4,._t店菊J定が最も問題、屯ヒは，

T-:: 。史尺吻’内紐の長面電姥型（却体拭料用笥尋今布討t｛和\A <.. シ') h T̀ I しと共に、
しニウムシンゲ Iしつィろメントt用しI t同位（ふ記t洵）定 1 る方弘を剛総 L T-:: 。

Isotope Sepo.rotor 

(4- . 

[ Ressure 
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4PIO 液体シンケレーンヨンカウンターによJ d. J;ｷ Jぶ‘亙放身抄本の絶対

測定

（姉幻尺理） 本mぬ夫ねJ:::悠起雄

緯言J d-..ぶよび炉放身砕下の終姐即定の 3 ヽ）．訊紆の白己函牧． 昔姓し屠どを出呆ぅ 3 が

き、りらくす 3 ため I;:', 訊杓つ謡製¢涸誼て叫b]ぷかか 9 石 0‘ んが厄介てあ s,

一方•和本シンナレーションカウンター（以r:: LS C と略比）を用りる｀和定 (lょ｀渇促試

利 1: J. j d..粒ふ ¢粒ふの臼己 1lふ牧を芸ぇらくてよ｀｀の(‘ 訊杓の鵠製ぷ叱刷租勺容易て、あ

るぶ たえずクエンナング（炉が必―g叫辺）にク;:r L て若唸 L /:;fくて l;f炉｀んり。 L たぷ｀

っ 7 ． クエンナシグをて―`ナ a ぢり少稔L..し・シ即定の言ャ数初年を恙＾るミこヤ 丞るり IJ

訂該知年を駿戸J I厨弔ぶみふそのため計稔効年q較正迭 1 ：：＼粕 L I let, -'rヤ｀／え IV也

法叶阻饂詞，勾卸線~iも命釈遠ら℃ーの方iもが礎宝、T れて l) ~, これ 5 の報正｝か涙

$L てり 3 の I J． し） 3｀わも章支正す 3 たあのうジオアイットーブのキ嚢洋溶浚を必危？t.. L c し 1

a こ r,· ある。 本研究 --r(. I) あヴた栓紅t粒あの特長IJ. ：：：：のようら較正用の 1免中知免を

凶喉とせず Iて．J匂埠環年を釦培来‘ぁる：：：こム汀芍ると：： 31＝ょ a0 ：：のこ℃ 1』• I1C PH 

0) Jう届和貝も巖繹訊秤hゞ 厄滋挫ず亙誼令命のたぁ長虹 1：：わたフ 7 ィ部~l うふ較

正）即訊丹を作ぷ L 渭足浪桂直戊退しして極め了肴刹厄立す匂る。

積紅t考釘志℃ば LSC の持紅t柘年をディスつ’Jミネーターのパイアフ、の I切iしして
とらぇ 釦 Iぐイア又叩．．．p(.を描寺 洵者厄各（予下にぷ IJさ墳食訂栢和° fヽ｀｀イアス＾の外、

押1直を戎め a 、し それが4忍躊虔年に浮 L I._后るここに茎づく池定渇了＾あJ.本研究白ょ

紅tJ‘入フローカウンタ一宮 I：よ＇） i辿定し．認ね崩唖肴£そぶめた試料を I乱峙 IC L,i>G IL よ）

i即定，し、しその誌要を比較しその有）用 1'すを咲言正す 3 ミこを日的t, L てし）ふ

濱瞭J I)紅応ガスフ U -)Jウンター／：：.r J托m；貞り定： VY /V S ヘヤサJン瀦淡t'イ炉た

瘍1J戻(l0~30へ8/ーュ）をア、レミ0)安括＇）ン§｀に語J・ ゴふ I「， ごれに全ゃ墳＜茫肴 l 7 t合

な宅急l'生を目えた。 次 1: ｷ この哨藪の中央 1: マ 4 クロピベットf叫le I"' 念種ラシー｀オ？ f 

ゾトーフ＼吝液をi届下し・ 赤外線ぅンフ゜ F i.穀燥し通応をま犬丹'(_ L た 作辺i'スフローカウンタ

ーの紐加I稔圧を⑰ワずっ上 5｀石必立5 計粒年を測定し． フ＇ぅ lヽー，め球を求あ．上 F 却浩g，まみ，

る， 9 1J. 9-8 国時計数持 1こJリ 嗅啜哺正后乙・少象ほ補正を行届 l)・ i忍滋 1免年を承あた。

(TC¥.ble l). ~) LSC 1 こJ. a l即定； 什応 3．色か即定に）村りV: i的定試枡のつ｀）てりる靖農パ籾

をリングよ）切りとJ, LSC囲叩則定）ゞイア 1レに入れ凌砕シンケレーター(pp o が9/£,

popof 0-18/-f):20 以も加えよ< i辰邊し• LS C 1: I.'.),即定を行法．測定 1よPo.必巫4

社Tv-i .c叫 33 2.o ℃ LS C を用，）た， 3 ず. LS C の HV と訂娑よ手の肉（系 8 ,t'めJ E め．

HV をり目次上界づでて・条特尚j定訊紆のわ忠·:I卑の店免を菰iへ·乞 Fi9.J IJ 3ヽ⑭の喝合 7＾あふ，

計翡2年ば H V の Coa心評ふ 3 1ine 2心~ 3 ~7 にぶりて lぅずれも 1 ;t ti・一定値四奎するつ

て.. ・イを)f] HVIょ coavse ~~~.戸圧'7t L 反
次に. J., SC  3 ;3ユ O 型の三つのチャンネ Iレにみりて その叩ふ4のr 巾 4-B. C - D. 

E - F の上限をりずれも OO ℃し・ 下限をそれぞれ~呟／oo. I/Sc>,.:z.oo. 300...... 1000 ヽ：註定

ほ人まJ L あ•も§ゎ‘ウゆ寸あ
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l 寸 5 に圧を IOZ.

アス＇幻象が得られ 3。 Fi9. 2. 1:; 36c［廷pの約を示す。

釦 Iぐイア又匂彼,;rイ紅＞ 8必り｀ IJ下方＾． 恙・) i心~ 1ｷｷ 

1 さJ:.大＾移勅 l(F i92). 3 5,c 3 た． 9必が上ぶ~I｀一つ ｧ 
ゎ 1. J. :)平担 1こF.i :i. 0/.;• イアスヘの b卜挿 l: J 3 諌差 ト

15,1 ヽ了< h 屯 一方． 9心一定 90X の各（和―｀心 C の浅リ [ 

刃（成・・・• ?OXI渇.lJ了， それぞれの訂数年を禾｀めると積クパイ
人J

tl:)C ,9「;:: 3ヽcg

定娃げPに 1 回あたリ約 o·°り辺のク 1,2 Iコフオ 1レムをク

エンケ r ーこし了 3 回力豆、• 森））IZ d)度ざとに通；々ぇ責ちハ｀
4 アス‘ぬ綬l~. Q,. ~を通リ定す a と后g3 のよう I: h S1.g ゜

はク 0 ロフォJv.,. を加えてり K I).) これよ＇）、 クエン今

ングが大さく h 3 t積ぢベイアスヽ匂封と 1よょJ下方へずれ

^ 3 、:'Cがわわ‘a ，従·フて、外神 1: J J競差をウらイ可 ｣ 
り

3 をあ I: Iょ，｝必もJ::ザ：復クバ｀イアス叩浜の西堵紅訳
詢: I氾1ゑする部令をよ）手担 1: す 3,災ヤがあるぷ，秤£

をJ:.. lj'れ（J・・ パックグ・ランドも唸1JIJする＾て‘• 最⑯ B 『
即を全f予 IJ ~心をヒ 1jーるこ乙 I: J J Iミッ？グラント●ーの ｧ 
が0 じ雑るハ．．イアス‘担釦碍 l: J 3 杜か派少を元百

勲 L 7;,f:'.定 L 尻本研知（吏用しv.c LSC oi,,·‘フ？グフ 忠'

ンド｀ IJ (,1必＾の moによフ了あす）屯？加し后りの 1-. 9 秤心国
tJ qD% ，こ謡定 L 氏

O,....  soo 
［結果ふ• j o捻訂〕 紅ガスフローカウンターt. LS C V biぼ setting

1: J J l町試丹が町詞を T吐le 1 1 こ示す。 O如定時 Fr~. .2. Inte3YDI cou n.わng四wes

l 匂ほぬp以 9卜 1 と 1Jずれも 5 叫すみ.;l.) TQble. I の測定 1直＂姿を L,SC o,吋辺心p心e, 'f­

戸ウンターにお・ワ 3 埼聘の酋己 b込唸 Iこっ＼） 1 のえ釦遣か毀差＇巧•J.む条l即｀走年、ぐ、）

ク 9•• ランドの差問吝の祖註か 5 戌粒栓討 l た。 Jた． 逍り定試杓のす線0) ;j!)を堪．（ LSC)に及 Iさ

5 10 

HV. 十j ne g必m （ぼ：：3 ）

Fi9-J H;g/i. vol勾e vs. coun巧叫e

●呼如~ q0% 
0,, So., 

す効柔 IC つ 9 ）て心 LS C 0) l司帝訂粒lヨ躇の分姐ii国（贔ei:),

虹滋兎呼 I匂（28x5'I四(~ moぷなc) を芳疫彦 L (. その訂＄f
砂率 I~"渭 l 布·）とつ純ま命を心。 ：『
叫e 1. 心sin如心on 呻 obtOned bJ b叫 me1ho必．§ L―、

ｧ,8 Isotope 血B OUnt 
(dEm) 

Inte3YQ.I COIi心113 呻
(c:lpm)  

紐p 13/'j>・'l:tユ/.0 I.J La o 士夕ざ

3屯S ク.f.S-/. 9:J: S3. 3 タ3 ヽ？．ダ士祝 7
ii奴文 317?, I 土ユ父 6 3 企I.3 :t:. 9, 夕
伶位 ふr83、 I エク8亀 2 3 ぷ／6． 8 丈ユ4」 7

ク“,C 必ヽt3 エタ2.o 又 7 7-/, 0 エユ3、ク·

’‘Rb ユ7S6．クエクI-9 .:i- 76 夕 0 £翌、8

四Hj 3ヽ6 J'. 6 :t:クtヂ 3 ヽヽぶざ士ユクー3

芍 TC ず免げ．ヽェ ‘‘.5 $ff夕ぷ'f;..j~.3

み 5 び・淡1年シン今 v -—ターの

___ 
ｷ
 

で

§
u
I

3::tp 

----.~-Q・----

ご竺’
\ 

Q3 へ9:
0 500 
bhs settin, 

阿． 3 ． Eサect of iue,.,.如呵Qge心．
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4 PI I 
Ge（止）葎虫翠主苫 Y幕スや7 トロ胴叙鯰‘/‘

（索大絞店） ／1：口和久

恥La),S.4(L、、）ャi疇輝釦彗屁鯰忍よって晏ぅ戸躊秤呼森紐7
ト Iレ雌噂株‘に手 3 白紡翁·莉＼木｀笈＜のメふよ？て諒、‘応れており｀ t::e ーク検土盆 1\^も
外 lレ3 痴数血l｀ぽ写にあい之雅紅り国が寝券召いてい急隊府v:.印I 刃砥'.\I叉屎籾が、酔
叩嘴浚が輝也紅留戸fつめ任御酌斤フC いラム・碍肉戸工て知危玄守や知
一つて窃名

現在 →知叡られてい3 祈瓶＼て、スヘ°7 いレ名，豆→クぷ唸と牙めうかm、ツクがヲ
、7 バ粛知知か名戸戸-z···'ヒ0- ク葬分V--＼ず知如応訟了· f::.＼ャ釦叫名伍＾・必碕·うか冴
彩の T叫をフげたキのが放疇羞厨いり。一t/\^‘ソクが分シ\~·'のそしぎグに＼T
／忽え次む遣手応多曖幻`<..用いら 4へ之 VI~ が、久茂．そや- o/ v.::·近年・3 ぷぢ

ロー勺＾裔鯰＼吠、き召菱差がか凸ャーめ括効で9臼い、、→卜戸l \'.I!:.、和恕羞 S)gJM.忍
畔駿，恥ri.a刈褥娑厄印てあらかし｀めiや‘7 クがラウ叶さ仝やv.:わでって差引く古 a 、

戸いがヒ的遺敗そ吊IA 各芯巧仔どか哀知わ之\;` :::.れ；；のう·ら Sべg}位刈庫紺
臼リ次吼そ収め乙お、， 応口几 l吋終レ戸ヤ椛匂c 屯と柱印は戸＆
濱老i字、iゞ｀7 7 7、ラウっトバ幻四邸哀とし-;:::'笠正接痕数（か、人ぬ）セ印I 苫す極卓＇

紆．虹紅惇につパ平疇恥し l員数に戸啜：し戌疲そ行そぃ釦撃
知遣似）蛙知して移めて屑毯であ名つてぅ見しをグで翠戸 3 し

@Y スヘe7 1一 IV.が印記玲f
t:,.,．→斎知臼如＄5,巫 V，循黎知‘t心を幻rを知を，／ゞウアク，．ラグ／い＜ ＼字淫

亥I往衰もを条'c.. I..．ス）知f之. 1灯遥パス／クが危埒ったス＾C 7 I-，レ＼キ、乙如·41固のハ°ラ
メーダ(_ e;.,>-ｷ'1 t 6似I3s,CLいとすれ 1f‘:z._l-'1....-3 1国）屯用いてy

yし＝t....喜恥 [F(.;_,p)戸おp4(^•も晶］ @ 

珈rj•. ＝われぇふj-i-'l [F(..;:, r,)十い｀iぶ{.x.p4`一汁］ ② 
だ

：：こて F （ふゃ＝ l .a、ザ［国い（叫叩
応肘ぷB

り r i·彗砂ん）1, り、鳴辱
・さ私わを収 3, p., pユyー・一・・麟4 ぱ坦）、二芽＼乏さ｀麟 1 4'¥ 
3/\C ラ X ークでメ名·よび．J3 l"l'/ヽト、‘7 クがラウント‘｀窃•屯支面乙お・

国 に®衣｀を吼い之以をを〈じ之せわ吟今e1 バゾクがラ

ウンド岳シ禾す" (X=C!.1 ば 11-＼オ直雰、を与たダが｀犬ざ＜
活恥ぐ水戸配、｀蕊羞＜牙 3 c 
·炉チヌ＼ーパ玲果か 1 じか柔：もと vヽ患合各牙3すか．凶紅―

こ尤らかず‘‘ひさ

52 

1051 

•OBSERVED 

［；：ロ
730 740 750 760 770 
CHANNEL NUMBER 



で 1す I手と lヽ℃｀、改洛ュト行いつとかわ•オ｀つ r一 e

函
用凸疇認の吝考王を訊へ名 T＜め、猛援比ローク疇f訃比の硬仔 3 コン 7，ヤン

1' '7い（項汀て·釦Vいく知／令わ叱 3 ヤビ｀して得恥心叛．スヘ. 7 \-1レ七甑代し、和知元叱

如移町げ。忍澤•昂，已ークかコンフC ャン菟ャとのぷうと夭3 巧必f£ハ．こv:.充年
乙\/\戸砂'-v- \1'①弐 z 以を 1虹し·て）孔と＇L？忍，と私·豆翁仝召曙セ宅で乃-::.ヽかわカッ
“釦げ江•z. か心必 (-R) .だ =(m ／玄i:::•ーク加）這戸←這心
;1¥. -:Pi ·:多い＼ず．媛笠の位知鐸ふ這淡を用い各つしし『っ·て祗五這考乙ぶく
令3 -:..'z:ガ‘一豚かかウがや。終反砂節にiま Y 咋スヘC /\--iレ9 V'えずしl. 1-rぺo= IO 奇佑，”ネ
｀ば久や ‘7 ヤ兄x....- ダ Z碍ャ叩役疇を．1）ス・ヤ‘／グヤ 1 砂い祠L----"7_..\ずメ辛， I(厘珠）かよぃ吟
浮幻えもいであ印堀復比夕差（し1．北［炉ーク剛祐・を 1印□ 衣蛉しつ即灯娑和兎ゾ，
咽し1元ず c 埓ぢ． 1次 Z次． 3次祈•r i,\·我黎凋数ぃ頃いた袴巧之•＼すローク名を Gal,tss,、以

て、血悠し-Zし＼名．比乾の仁め．①式t同 V‘ こ0./7そ血砂＼Sふ砂文也似した危令も弐→fら

翁浚比

戸筐）
1.: 1 O CJ 

z:, i) O 

~.: i b O 

/ 0 、. IO C) 

之0 : / 0 & 

5:IO O 

”Cl :, I O C’ 

/oe ：夕

/00 : 之必

/00 、、i o

(0も—. 5 

/ 00 ；之

I O0 : 4 

* rターク間隔 1す /.q +吋恥 (10 午ャかレ）

叫畔多鰭、比 =6~—I吐一いa
＼知逗） 知後区 （知叫~/勺□竺）な一
睾合レー晶ぃ ↑て 9昂哀寺多

G~”‘`~..,. 
②式‘ ⑦式 4Tム入

＆心59む心へ + 
Get硲泣ぃ

――ー一人 ・、 9, 

a五C.I2 AT知CXゴが な・バ9炉） 邸
ー・・ ・・9

l.0'7rr• /, 108 I /. bL/-67 んフ2..2 8 ／ょ 39認 ／ダ拉'4 I•3944 

I. 01.3i- /. 0391- /3i 37 /3姪9 ／．．が7 2... Ci /,47/)6 /,/7i.3 

/,00 ワq /,.o i研 /,/31,.q /,/4．ヮq /cc•ヲ.2 7 /..20 和4 i”c97l2 

l.oo2.2.. I• 006.i I. 0 7.;2..r- ItSI3 I..0Iユ4 /, fl 14 /•4位3

-ー9795— 9099グ7 /, 04() i /4導2え c. 999 9 /sl芯唸v7 /..o辺匁i

04 99 ゲ8 ,.()Lり02 J,0 I 6ダ I40/37 {).9 qダI ／心又ちて、】 /.C，屈店

I. 0 L10、3 /.00('.!)j" /.. 0/,2. I、 0/03 0 、 9967 /.6/心 /,.00~8 

かqq93 a. 9971 o.</S-72 {).. CJ羽 ‘7 0ｷ9q34 0、 9炉14 か舒豆5

、 a デ116 0ダq7_s- 097‘7ぷ c.. 9',34.'T () 9786 o.9 午134 0、 9q屁

か 9976 a.9和｛ ¢サ S下7 0..97豆 0.,9$-2 t- 〇れ炉7タ (),.9fa? 

0,, 99 炉7 0•984/ ` ｢9/96 095で3 ¢,9央辺 09 S76’ 09訟夕

/)、.97 2ー込 クダ＇和66 ¢念／え3 ｢9I27 ¢•78ケ6 ｢.9gg-6 ｢ 9'7和

CJ,1窃3 C’.97和4 か 661.2 ¢3沢女舒 ヽム..9'77 0 9g81 /J.9｢6-3 

才臼｀ら印か名とるに¥ヵ身現匂‘- f v＼の＼ずの武て・の知-r k/ 1‘力｀に知乙ぃ｀口冴を

如必屯心立似巧劣釦｀も①文をかわ．化念 1ず、 1 次 2}笈 3心角項亥＇れi四応 l)
ぉ芦｝匹等果乍テえ各：： l:,.から． Iヽ／クグ·―ウント砂l: ＼ス笠王磁楓黎そ用い多詮⇔噸一之
沢硝 ◄,eダ¢•たおの達硲甜す吝：：口，ができぷう e
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4Pl2 合型年1 カウンクーの試仔

頂灯炭訴）旧口康夫 0籐叩庄三井旦荻 I]、村和久
今オ1峯雄 i甘印脅男

釦似這直？たガウング- (ニードルカウンター）/'J放尼舒阪‘t角叩噸紅
限免℃｀ざるい妥にガウンダー葱りfヒの筒i係只~かの 3 っ二れらf）手l ぎ， 11 ガウン：7 -製if疇
けぅ終勘む幻） C, 坂麟応瓦身も‘う佐毘掟疇カウングーとし((J)え（月か．拓If
3 っ愛に、屑効麟、が多f牝し牙面の 1卦に限られることかう布効斧猜、の砂めて」‘:r芍ガウン
7 -`1『かq能むあ）、 4(,5_ Iヽックグうウン｛｀ヵウンクーヒ L (_(J)イ更）月か秀えられ孔
麟釦石遭られずfe !J)放弱嬬射能（拭科当') ~2/  cf氾）這l幻 3 ために li

バ、1 7 7`、ラウンド謡芹の 1卜翠に，1｀て `’;91 乞系が必’平Z:"あるク
2 (l}房、目然祓扉”(l)'加if V) オ1料と・作？た盾効兎履的／C.Cのソング杖ア1- fゾ輝

0)べ‘ーダー ガ、ウン 7 ーか年'I v.: i'f-ら小視‘I定に使のれて手たり 今f滋作した
喰魂1豹用(5)::;::..ードルカがンクーの蹟迄を九 l恥芽、］。カウン？ーオ件 l丑患詰緊釦研1
り釦巧／必パ 4 ラ嘉ふ釘羞し汎l いた。就厨I” (J)日鐸四認してあ
るこしから::::--ド IVカウン 7- の内径lチ IOりにし、我料違着 L t視l兒(.乞
合f輝り輝渭紅繹醜口）鋭く且フ将めら力‘にi:t上げたも(J)E用｀＇た。を
枷疇離 li乏 5仇仇こ•_•ある。

ガ‘‘才カウン7 一と（こ井戸型フ°ラスケッ 7 シンチレタ一乞用い、ニーf‘’Iレカウンク
ーと危同睛計紋t取った。
翠緩 9CCの二，ードルカウン 7 -(j)針教肴圧［リング｀カウンクーと比殿L (.笈’に記1 。

八｀ックグラウンf計数字
フ°ラI-一合頂瘍‘
デラトー雑威OJ I項斜
計敷効平（

く 9 ングカウン 7 -> 
2 07 e,.,f処

970~9 76 -v-

約／0厖 /;~o す
3 7 7,, (l:J7Cs) 

くニードルカウンター＞

o. 0 3 Cf処

ダr0 ~/o ,t-ゎア

的夕劣／屈•oo ア
ぷ-;r; (60 ら）

オ2. l釦得られた 1° ラト-t戸。牙 3 （函ぱ 3o f{j)ニード IV カウン? -0)中心かう周辺
｀っての相対爾這心パな示し L あ 3，叩i稼和翻に紅りのスゾットに国完、し、
ガウン 7 ーに対して移動ざせこ得ぅれたもの C あ~,

最忠． X 慣這しししのニード'Iレがェンベーt c ．合r必必竺？ヒJ.L.e~尤が
南癸した ~2)

U) #.t. P.g．天，召が， 兼文核研報告 I NS-TcH -6 （グク／）

(.J.) C Gr必知1 s, J. Le De-v-吐辻， M必 1也. H叫必ノ II尻舛7 (/'1 7~ J 
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カウンクー中 1ゞがらの託贅租（帆-m.)

（和国） H. V. I：：子る相対針敷帝のを化．
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4Pl3 鶯椿リン交j鱗に対する放射牲枝種の吸着

（放医研） 0可村正一！，藍竜克己，柴疇夫！「戸洋

セ：ウムお望択的に吸着t膳長＇さる無機イオン交段床ま比較的兌 I 力＼ヌトロンチウム
ぎ吸着てきる啜着体は 1 あま I) 見力‘,tね‘l l ょぅぜある。可寅君ら 1ま容吸中の的，笠0Sr を無樵
イオン交埓体，こよって吸着楠息する目的t'ー連の吸着休、打乍リ／ヌトロン千ウムに対する
吸着特性鵡計べた。その移更ズトロンチウムざ吸唐する嬌向がある吸着信浜砂‘は力‘った
が｀ I 1釦 L た範正＇1よ）注総転'tt蔽紅麻畷着季ま示すことが分かった，出群物馴｀
同じ汀混合比率が笈わると，吸盾1本の組餃や放叶I生枝種の吸磨特性は芳 L く愛tJること
が認のり札ている。リン酸飼の場合し／このよう／揺飼疇這恥‘どうか！出脊切覇の
攣比李を笈之て生放 L た吸眉1本の組餃および叡疇帥l這種のJ]叩着特I虹校討比。
実験

囀碍の調裂．． 0.2M fo(N03)ぇに対し灌度そポぜ成 0. 2. Hの絋HPO千，伽鱈04,
ぁ＇よび＇伽PO千：容吸疋そ凩そ漏加えて 37`’IL-7゜が記骰ど作った。このほか 0.211Cu (~03)2 
贋攀を加えた溶吸と 0.2MNaュHPO千 lこ硝酸を加豆溶吸疇合し 1 木虚化ナトリ叩鵞
吸ど加えて『H を 12に L て：麟旦『った。こ凩りの直鱈疇，氷丈麟復 C()_,PC4
の分析詞 l) 。/ ＼｀ッチ玄，＝ 1まふる l l も｀ふる l I 2.00-300 メッシュ！二 L て 1莉）た。
碗醍¢到定： 0反着体 0./牙に放翻封耀をli't．着諏 5 贔匂加え 1 一定硼句ふi)ま
ぜたのち虔心分離（ 3000 rp匹詞向） L上：昼夜の贋柑麟井戸型シンチしーション計紋
装詈ぜ剰定し 1 歳虹に）鑓醍這出しに。

ー ロj§麟筐はと麟の定量： 0闊着体 0、 2 舒 1こ惹堪酸麟Jこ麟鱈 L tこのち／逗
酸を加えてgt1虚緻宝収と LA臼I-x g (I,5x20c灰）カラL\ I こ盈 LC以を吸着とせに
0 3疇酸 //Om丘過し責出汲き＿芝科賽!l L未‘ざboえて P01--溶孜と L た。落汲<J)—

C,) 
定量どと,j t1CJ (N出） PO¢6出0 の笈殿紅詞 I, ED丁A て‘,P04 の向埓萄定 a行ばった
。っき‘‘に 2H且砂笈を力う幻直LC仏を宕出し、茎脊釈匡〕しに。衣さ!JOえて：容餅し溶孜の―
定量とと 0 EDTA 相半夜t‘C'以む直埒•萄定しに竺
結果

1 出粕賛の種類，耀合比年と生成しtこ；饉知記応の向係
P04 に対し C立を /0, 5, Z1 し 1/4、 1/3, ソ←， 1/,0の割合覆含 L tこ遺也殷召‘ti）
筐殿の Cはと P04 のヒセ年を詞べた（表 l) 。
(A) Cu(NOろ）ュと絋HP04 の虜合： 棗虞犀 C且／PO4-が /0 へ o. I の範面内噂っ
t葦殿の位／po4-'士／であった。このことかり慰らく生放 L た痰穀 l丈ぐ以HPOチを組
尻：： 1 つのかまtよい力＇と推定ぜぎる。
(B) C瓜⑰）ュど N犀P04の喝合： 殻合比年『“/PO4 が／015 て＇’(ま氾殿が封叉
しはヵ‘つに。魯麟岸釘／ビの破殿の C'以／P04 は I. 3 ご認此桑が低（tよると
繹砂 Cu../po4 Itと李tほくなリ夏詞年 o. I ていは叩底の C/)._/p o4I 士 I. I と

カ‘わむら しよういち。 〈ろたきかつみ。 しばた とだ‘ょ。
た 1ナ［たひろし。
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tよった ()Cu(HO』之と Ma出P04 ざ出祥物爵と L て作った／こ爪らの一直が佗殿の伍／pO4
疇が乞翫く 2種蒻以上の化合鍔が逗合 L た L の力‘1 あ恥 li／力＇「り複雑な粧威庄
も直麟t',itょからうがと考えら麟。
(C) Cu(f.10山と Na.3 po4 のr鯰： 燿斜碍C奴／po4 が /0~1 の範国て｀｀ぱ煎殿の
Cu/P04比率は Iぷざあった。このこいま／生成 L た兼頂知の組成が C山 (P04)z ビあ
ること 1差えら爪る→ ；覧幻ヒ尋 Cu/P04-が 1／えの約の汀砂穀の CU..IPO孔し年9ま
詞／ 1/s ゼrt 3.2 ヒtょj I ；認此年がイ釘こなると韮視恥仰／PO吐と年応磨こな
る繰（可が｀み耀になわ‘/ 1パO t'、 1が記庖J太イ宜ればかつに。
CD)'Cu. CN03)2 i宕吸に H i'I O迂加えた嘩液と 1 Na2H PO+亭応 Hf./ 0迂加えた
撃疇らしに鳴合：認疇 C以／PO千が 10 へ（の蔚印内て｀、作った：麟和
ん／po4 の比fff. 1t（ぶぜあった，このこと 1ま囁？殿の組叙が C如(P04-)2 て’'ある可
裔性を示す。環合比率 Cu/P04 が1、ざ（なるど，宜殿(/){_'仏／P04-ヒヒ率は大王←なる
個句を示 L Jこの点 (C) と（可じような碕句て，、あった，
表 1 出祥初賠の違合此舜 Cu./P04-と生威 Lた苅橙段の O/PO社名卑の的係

出斜物咽のう屁含此率 C/)_/PO千
10 5 3 2/  l／ぇ l ／3 l/5 l/0 

(A) Cu. (N鱗／心HPO千む暉切荀ヒ L ↑J易含の；虎居A 牛の C凡／PO4 ピヒ
/.0 /.0 /.O /.0 /.0 /,0 /.Q /.O /.0 

(B) Cll(N鱗／M叫po4を出斜詞曖ビした渇豆戎舶中の C比／P04 tヒ
麟tt.ず /.3 /,3 /.3 /.2 /./ /;/ /./ 

Cc) Cは（砂）2／心 P04 を出約勿傾以た喝釦鴻7殿中の訟／PO千ロヒ
/.5 /,5 /.5 /.5 f.!:i 2. も 2 $ 3 ，之 湛？底せす

(D）位（島）2 ヒ如HPO千に知 HNomoえ daOH を加えて（和疇翫心／p凸叱
/.5 /.5 /-5 /.5 /.5' 2.4 ,2.'f 3.S- 3.~ 

2 各種啜着応よる放紅l生枝種の呟希．． 1 の笥知ら 1) ン酸釦lの啜賃精乳
心HP04 （咬希（オ 1)I C如 (POふ（p／鵠和）および］誌鍔が／そ爪ぞ爪考えら爪るが
I ご爪らの吸着｛和便つて分配此と言面べ｀t.:::。 その系ま配は姜2 に示オように合賢
表之各種吸菊ィ本の 0./M HN03 中の分瞑也 心•Ce/ qszr, tょどの吊画虞 Iェ苫；＜
枝祠 0段葛店 1，疇叩虐詞 むSr のりパ、ピヒ較的志かつf2.。
奔e 650 5300 6 600 L. b‘L f)..‘がら—詞 ‘°Co, 位n
6ーC o z. I ~ I <'.'.:'.: I の履冥 l戸わか/tac.. I I 咬｀s ＇

笠n 2... 8 6 も信＼わ｀つf2. o 

咬e 19 6 o q9'7o I 300 

呪s 20 30 TJ 

qszr 之／ oo 4200 1200 

鉛国 //00 /90 鯰0

1) A. I. V。geI : A text-book of邪叫tati ve inorganIC ana夕~is, l_nd砂'n昂
函ment呵ゲ 'nstru..切 enta£ anaI'Is i s 、 丁hird Edit ,’on/ p 4千~, Lon!J切ans （滋l）.

2) 直野： キしートシ翻定5老 p!zs3, 南：直（叫o).
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4Pl4 

1 緒言

令叙吸舟樹屈の放射化挙分打への利目 (3)
霞虚疇噸崖ふ‘ふぽ｀すジチゾンの影響
げ這貨）

0 表か］ー史 今叶叶手 1角沢正度

訊絹譴迂知認）←疇叫麟（A以以kXAD シリーズ）ぱ 1疇
叩汀を々存哨微籾 1：：：打して大ぎ哲吸府能を府レ応‘目粒釦きわめて広い。

さき,~. z 疇知請瓢， A111,,恥屈 XA□ 1叩謬炉叫囀榮紐：：か‘
て 1愛討し、〗沢;/-/, 7 へ°ロン、 以⇒ ニトロ｀l ソ3- ナ 7 f..--）レなど｀／か莉『化翌.r..惰吊存府 1後斜翫
咲呑千でそれぞれ灯噂 l：特知謬疇もしめずこセセ鯰した。1), 2) 
床買駐·ば 弓／き続きジチゾン‘の効果とついて移淳1を仰え 令阪｀吸汎和n的霞訊差か

応Q)印’1 屈を図るための知影'- fも集めた。
2 , 劉検

対象とした涼肘国噂1- 1)7ら、心乃r, /缶Ce, /9｢& ‘°&, fffe そして‘jど蒻：と｀
で試料うお知知レて酋｝籟祠籍該↑トリウムの危復叫詞危液名月リf1．：のi也庫蒻
海水らども用いた。

麟請訓1 :r. A贔幻応叫ジ）ーズ＇のうち紅詞亨亨，乎疇町0A,
20這メッ芦の A仇‘R./L~XA[)-2 た月いた。
“サ湯む‘’-, Iまバッチ法疇＇めた。す存かち 沢和謬将軍乙た位？勿£の沿喰~
該疇応 0, '.2ゎ｝詞を加え これにジテゾ｀／ーアセト疇鱈記レたの 9, f直喜で•
ふ ’I 丘‘’!,;.一足埓閉後に試評記応和 □1往",1免レ I fじ4'! I：：加えf：：う埠叶紅讚吠裏
知疇して吸外学的をしらべた。

3 ．鰭果
構られた詐果の一希pしして “・五噂汽肴布w：フいて 図 1 ふ＇ぶり図 2 v..しめす。
配玲訊‘で O P請叫いが‘才信がり蒻ァ 1レ 7 りt這峨＇tii疇叫騎影 I J /1讀

的 I”“5 れら。
i f1 ブ哭：：／ーバ考ヵ戻と比較すみと ¢rEn.の沿ぶ：ぱ、 ジチ ‘I‘｀ン 9 うが枷成外年やし

めす。
ジチ、I‘‘ 之プ芹シ｀／など｀釘哨機視｀嘉を北仔ざせぢい時兄 1 キ• i夕fnl J Iゃんビ吸がれ

ない。

穆1月如：吸外 3 れた“五 I1. 7 ロロホルム琢ビq惰 1茨＇訪和研:f月いらことにサ’J， 脱雇 1
ら：：：ヒができら。

麟疇外 (IOK}) で目いて同様の吸羞覧静をおこらしI, 7 0 IJ.木Jレムによ ’I 脱和レ
“]扱J恥吸収スヘo7 ~ /レt沖j定した l1，者果 亜多加ジチ‘/`'ン瑳り厖l 窄な吼収スヘ゜ 7 卜 IV
が得られた。
ジゲ／9‘`/l1 的＇生 9‘}5行）レ刀り｀「道坂において亜鈴叶裂知叶麟レ芦蒻言ず韮，況

骰料羞しして用いりれていんが｀、 店買騎て得られた忍者泉がら 4, t「ふiよ，亜含仕の

わたりが 1U L`'vI 吐 v＼きよこ・いざわ手さみ
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署ゾ匁羞として樹恥組状｀精迄月に吸外レて 0 1,;::/,0)と恩われる。
その他の涼射疇釦びそれに特育なジチ、Iヽン王果がしめされたが‘ /37らと

｀の店念に（まこ汀租肝iに 1J吸寿 2 れぢ vI 。
ジチ ‘Iシ、パ冷令に 1 ;t, ”ふの吸着が＇すぐれていらがダーニ r tJ‘/./3 -17 ~ールにば

60 ら， 7 ヘ・ロ｀／に l t ff和が最る吸着さ炉やすい。どして，オぎゾ／叫 これぅ這
和加えて、 14℃Ce 唸ャ 1/)も知 (7 /Jロ化今枕）が氏紺される。これら0)j亥i危の吸外い
秤鐙塙｀は一椴/:.いれをれ疇移ヒ哨微‘訊‘嘉とが難滋性の浪も訊‘豆叫訊｀と
ふ（司力ぃ渭（~lのあらことがたしれ‘められた。

しfこ h‘ って 冷炉訊樹昨iJ曲訪惰後訊‘暴を拉み令わ孔尻 el項］ 淡恥し苓介
加釘目で 3 らことをし⑦していわ．

Adsorption of 65zn on AmberliteXAD-2 

100 

ベ

゜
5
 

U
O
!
+
dJ
O
S
p
e
 

5 10 15 20 25 
agitation time (hr.) 

□ pH 3 
；冒!} with dithizone 
Fig. 1 

’ 、x'
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

¥’ 
ヽ

ヽ

ヽ,, 
/ 

---x- 日-ヤ
3 5 7 , 11 

pH 

0 with dithizone 
• with oxine 
X without organic reagent 
(agitation time : 24 hr.) 

Fig. 2 

文献

i)汲刹 今井伊沢 ：ヤは国萩知化秀言寸楕i会(|f 72)
2) ~い］ 今叶仔；久 ・身／ 1 日 1項訂し孝考1輝会（げ 7J)
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4Pl5 

た気ぅ紋礎＼杓唸爪lb 維戒

（放医研） 0湯 III 雅及錆，日博，一渡郭樟久
（維言］
該繹紐‘狗の一穴｀ある叱ぷ扁点してその骸核複鳴と放言寸平術1：：主”"立嗽
射能比（”紬／吐）が知 I双吠靖と推史りるたd"> I涌用である。 音涛ら（評麟
爆虹恥 7ォー 9レアウト z"ぅ9恥いた大気ぅ甘統紅対象l:. ゼOJ景外i1'の大 5 むの分l史尼
と亀も")“莉 L ＼ヽ囀 m時期碓妃：：この放射能比 a索（し£遥用 1 幻試‘みと行［も 2 訂―。
ぃくつセ‘が成暉心I：：い核残韮＇初による芍帝桟知砕l定層Lふ．祖訊げ
ゾリング心’虜和｀起る前心釦＇ークg得しお I↑（む・カ‘rJり 9精度i.'牙袋である：：：と、
這輝紐のい I ヽ｀ついて (1痘砂鴫豆I汀甜節知知江·えば‘紐知り
郎or:.., 2 い芍いも a a`•あい（臼．蹟‘暉鹸可能であるこI!!. & ir'i, 1 埠報令し r：：。炉）
知Iょ．今9,}戻骨駁囀暉認0)籟度いJ:. Ifるにあ、最｝＂紅恥るととも 1 こ、
紐和 1D グラミワグ硫はい、 z"5 る r3濯i便 l滋果が得られるよう「ふシステム噂
討 a ｛子［｛っ和3 ぜ楳音りる。
［料］
ぇヶ頑紐鰈紅「ヽ戌｀焦のられた知 7イルタと共に灰化 L サンf,vとし「こ。

qrみ，叫⑪汰糾即如(Li)和恥樟池届：：より I I\.ダ馴圃局で敗暉l庄lrこ。
1. 令別象贅Q干九Iレ

一回且田却l史 二町ia唄II史
七一大 b 士＝た‘ d a.団 1 c 扁

p
 

汰
射
能
C
i

( 

f.,=o 

ヌ-r N~ 西 Nb lr Nb 
た；新「こ 1::. ぅ柑丸ひ3ぶ以し rゴ紡濯心！て
から9経羞順

み， No, ~:, N。'ノぢ， N;り燻砂大気ガ丸塵
守に存在し． 1 で I: f術 1ゞ足L <いるも a
d枚射能と＂凶··れ 0訊 L t l直

丞/ N，ノ耳， N,り前い激~Iこよ紅も^ d放
紅起屹れぞ如屯樟に立 Lr直
0.., b, e,,, oL; 虹I i』 (r は）

必入 1 ，入ュ；兌、りtNb這t患定数

これら 9 岡 1-:.~‘ り立フ刷係
N。＝み、／どみ
No1 ＝み． Iiえ。I
Nむぇ．（tぶ＇
忍豆？，＝仏

N~+N戸 b
式＇＋ z, ＇：： C
Nむ N,’=- ん
忍=Z。 eぶ士
ぷ丑。‘e ー入，（たした）
z;‘＝足。 e-入心‘
N,：三｛e- （た:k)ふ

入ュー入、

-eー(*,_た）入ュ｝ ＋均げ
入I

ぇ． IX ；彩炉わ放射箭試~

ゆ vヽゎよさえ，訂‘3 ri｀ひろし、わ r：：くてるひさ
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泣和元連り埠が最叫i魚諏絹ぎ．棟楳も恥瓜がる。 得られr辺。＇，ぶ忍，ヌ，’
複より新L ＼＼萩今知訊Pの大ぎざど推定狂北改｀‘ざる。
z ．一時9雌院、m 豆｀ lレ
船記召）レ〇尤＝ 0 がら＂耗沿此向和叡ぁること訂鉤 1れ哺碕ぇ:rtl犀心
噂ぎ、巌）月訊．i紅記。 出いI::.§辞より(f澤／ 1rみ）比珪｀勾て士= ()か拉
危騎~j口社わと七心'33 。
.3.裕析0.h
而単訂 7 0 一千ャートい奸 I~ 示り。

計削旺l祐
森罷B数：

宅四恥吋f叫冴
咽bo如willi砂r
”ゆ／Q娑

［括和輝］
加肴嘩県 0 也l さ示す。 卑和 l知□ 6B ~1 月 6 "ばぷ~rこもq
窪り. ~I~ 6 月釘 Bl:ifr,fわれrこ}/窪lや駆棟恥鄭平ぅ er (いるも 4 て叩。

閏旺碕ぷ幸'-｀大· qtirり放射傑（迄，忍，忍，丑9, z,’tヽどかり
如勺通‘正し＜むrら

与
一
｛
い

うし
一日 B

” 
l l 8BI I32B 

此滋いJ.こa方法を用咄叫l庄号 (“°1叫遣ふ＇4ftヽうこ韮＇t＇3 、
粁．同門lE 這J.x..t湘Iたするンとにより．｀区cヂ疇a 伽Wiハ｝知E
ロ追叫．経＇暉認か「cfり吐粒知＇•i応＇ある‘Jパわか手。 しかし、灯i息1位
眈A禎羨 Lに応 0計耳 I: 双＜星り紺＇ば1 i’.i a t＇ヽぁ瑶度以い滋濫と1 平T
ン~I\/ ぐ恥ヽ＂婿緬藉erバ。

1) } I逗磁t1直前齢 :) U オ化居A話 No．る，（ 174
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4Pl6 栽介製如成功の砲見球知応ょぃ迅速令為い、康理這用

（広島大工＊、京大原、手炉） 0 木檜義えx ，竹昧弘勝＊／

オ公下金辰ラ名／贔因実 3ネ~ / 玉井思ヽう名

虞 言） 碑lJの表糾中）r笠午パ［汀訪破生成核種の質暑分湘 li，閏量表匁直五カ‘$
心のp?/lま 1’‘KI支ふ‘、数クく0)元乗が生成す布。 予の） 3 収年。．／％以上の質量放ともっ戚謹
とレ 1 しす戻 1 のよう 1-;: As-81/.カ‘5 葬 3 って Pr ー／4fまで‘の巧元景があり， o. f％以下の元景と

レて右）釦吋じ‘/4 稽堤負の元蒙が生じ｀る。祁易命栽穂のか離の対象ヒt~力元素i表 1 (/J 
0,1 ％以J::.のス3元素とな冷。本児応‘‘1本，この訪元素も手紙電見ぅ永専ヵ法にt ~ I /0~zo1渭l

心雑疏 lくより如雖豆甑性について旋討し代。

［鐸疇痩J 10—LM Hao［訊と幻奇電解質ししてぅ讀1Jさせたとき／陽 4 ズン＇ほと示す
元原ほ Rb, Sr, Y, C.s, Bit,, La.,)ら Pr ノ PmI N人iJ) /0 元素｝険 4 ズ‘／性の元素 1aAs)
Se) 8ゎ Mo, 丁しJ 5b) I の 7元久弔11:.的摩動と示して全く昧棗ガし Tぷいものが‘Sn J応
Xe, Nb J kr J否0)ヽ元蒙であ力。
.l:.JL這寿命栽直這動中，的複麦，心リ骸模魏と生成 1りため）目的粒魏も他該恥

可影J L; IZ 草離す倉 I勺古，陰賓げ‘小の 1 六、ノの湯令も，最八“"IJ凡とば h よう 1,＼工夫
す1, 1"1身があ私目的元素如永慟仄より I し沢ぎヽヽものがあ力鳴令1, I古，そ爪 5 の元素も泳
豹商 1(鴫ぃ逗元印這直当t以じ摩疇‘と利 l莉レ c, 稿＇転凡と目的元象祠勃笈よ＇）羞y
さすか，まfc. l"l,啜崖剌も兎會直 1, あらか〇め囀渭昼 I認倉っ 1 7、トッ 70 さすか 1, ぶって
謬tJ) 1 オンとえ"jJ帝の知漏 Iてす1- 1}t要があ h 。

［東験） z)( / o-:z. M 0 ?o ％濃疇蔽ウラ;::. I只謬タ;J ~ KUR の欣—.Jて｀‘（0~.J0 秒間照
射訊了っfく。長為命該榎讀雌のとさ I(Iす，／0 釘履、射レた。前寿バ＂む庫』:!, 1,味卿
介嘉いレ）使帝ば店、分冷却復分扉した。分離状態， 11 穴ートラジ月 7'‘ ラ 11 1, Jって叫べ｀，冷
令雑笥中の該穏の同足ぁよび‘1叫私棟I/)巧訛見ぽ□泉1-.. 17 卜 0 メトリー Iてよっ択。

隅果t苔蕨］ 図 1 I な 10ース M HUOil- t 1 持砲餅賢と V てpH とえ 4ヽ S /Z ？で知勾せ
rくと 9 の 1店輝い知しを示レ Tくものであ b 。加側の分紐I目 1i: rH z と／乙のしき峰
綱闘tふ V たもの 1、あ万。 団l... 11"目的元素の囀直直傍0)抜栂碍軌い和しレ1 分

長 1

Fission Yield 
y > 5 (%) 
5 > Y > 1 
y < 1 

函U（ヅ） 1d1)枝介製生成収年

Chemical Element 
Kr Rb Sr Y Zr Nb Sn Sb Te I Xe Cs Ba La 

As Se Br Mo Ce Pr Pm Nb Tc 

Zn Ga Ge Ru Rh Pd Ag Cd In Sm 

（下各泉の元象 11-本ぅ1' IてJ:'}核拷 1ほと康めた）

雛賃も E .t. 1↑‘｀た綿果も示レf＜尤ll)で‘

ぁ力。以下その分離知和簡尉＜
正パ‘ヵ。i乳 L のf易 4 ズ‘/)食II ズ
‘ノ｛-a: ro-....zM H必01t- I tH えて‘'鰭
隣翫‘あ知

き吃よレゆぎ） Klすみひろ刃‘つ l i 7 V T：：：うくじ‘）たかだ｀じ＇っゃ）沢］いたた‘｀ばな
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4Pl7 

1,1 L",:lh I;:. 

JPPR -I使弗紅泊のを召ウラン元·希が泣げ

（原研） 0雄沢弘ー·叔II追ー鈴木紋史疵下私
婁印靖た

漁泣直輯呻和Iむ該今裂生均的i和‘J二，ウランの中1曰匡項‘f［日ら 1.
令くの移ウヲ均元斎が｀生成すう。＝れらの生萩音り、ヽず｀れも炉 Iふ：：お l↑る中 1幻和
輝l：：／釘達 L て、》~ 0 したが‘‘っ z1 淫位孝丘わち瞑糾炉'•11),if免今磋数，あ各 11 iよ中怯千
”宛ぉょぶ‘スヘ°クトJI.-~和知｀｀ともf牙うかd).)針•（茶があJ 1.、あぅぅ。屯際のイた 1用．肴媒粁
l＝つい°Z I.:::. のような）知系を研究ぃ原拉和知斜吼あか I 1t:i逗料乃魂な＂＂咽l升
研疇幻碁ヽ楚ヒなる·知兒¢集弁危する二しが｀沼ま L い。＝のような 86汀｀；廂畔滋
蜘JP t> R-I 炉心‘のが 20煎絆阜信年から絆和如こ 2.4-言灯這麟麟をあ‘二な
うにあた）），ウランがぶ遺繹m硲物の幻和知 L 1 ，盆ヽグラン元紐雌囃肘
心乎今桁を 11 =在った。輝て‘‘ほ 1 ：：：れらかげr•お知っ 91 L砿べ‘5 ヒ）七 1.::: ／：紐．iれ
紅砧担注涙董湿雌ぁ 1''l;J. 7°1レ、ト：：ウ A 笠吠量り）記）耕手，じ賛い。
2 ~杓方．法

叫り和知，イオン釘紅 l二よリノ）乱ー試料がらすべ‘ぽ統的 I：：令海した。．介紬
韮システムの簾翠這 1=- ;f.ず o
研（tJ0:,.. ~乃）屯昭邊辺財'l.,毛吐諷羹凋した。二の一なpt tリ吐屈‘‘

呑釈し 1 年 9 M —碍成。釦 1 M 這知輝 l. 7. 1 •最初噴イオ戌応誠滋 L た。本
争応 uo..i租ぷ農珈度のみ逍淫1：：ぅ蒻和印：：： 4‘＂，毛 L 浪 <..3危戌ヽ）しうにはフ遠水
希我を加土 3 。=の:t易合に；癖訊がウi互含を加え7. 7 ヽッ 4し水索認をマ7. 7 ずる D なお‘I
今莉咲言打が訳｀科全是とC7)じヒ年心シ紅恥》'lか存心した錮げ裂戊捨{ユ点め広

ウラ.!--: .全ウラン也エ，．定褐虹を達勾知ょ浚量 L J;。すら 1::: 、ヽヽくつか<1)•印和
つヽヽ'7. 11 I•叫ぁる、）か所J 1 ス lヽ"'7し7. /渭晋な井芦j-::.よ ~I恥侑呑季e勾杓であ‘：：な
った。ま且叫｛和餘灯釘糾につぎ質遵げTて'‘追11 定した。
枯鐸立‘物：共料知：：：：、ター'I'.. L -z.、 1` t 1di釘げた汀T が足量した。'J.. l ヽ°

イ 7 1-:. 屯＇4-"-N ol およ O‘ヽ 9バON，人を）月ヽ I r-:. 。セシ•ウ~ 1.J:;函 I= 、市司よう 1二ほかの諸元“｀咤t．7

そi：鑓·してかぅ郡至釘る :::..‘k 毛ずぎ 3 う ‘‘`,9 ：：：，て‘‘，ょ 1 ．希試科逸m-•初 (o.1 J) 4:別
に 1”‘ リとリ．咋知へ° 7 卜 0 メト！）によってJ /37ら ~11 にあ，若千の T泣知迅特直り
金 L た。

7° ルトニウム； ＂含府による 1目i瑶［ヒ蒼l走ぶ拉践君/:よる違い°？卜 I.....麟
釦しr-::.幻~四和碍ドょ·さ⑪t紅なう心:0-j-:. C1e い）校＆層 I: ,I:. K て、年 1c’ ？卜 Iレ渥’I
走t，句＆料 l＝つヽ I -Z.あ‘二な、た。 さち 1.」話l"1の試祖斗につヽ’・乙 1さ I 2li,,.p.,¥ t．丸ヽ°介クしーし
＂碕知t. ~ i目（江i稔応和‘·釦tした。
ネ 1~ ツニゥ＾ ; 久計恥広によ．＇）走邑した•，江7凡91ょ疇印砂＇食...がつ 7° 、レ• J-ニウ
t-¥ I::. tヒ＾．． Z 笠戒骨がきがうて少なヽ） m '‘; 1‘} ?゜＇ぶJ:..の放狂心恥視泡t f乳·a に 1よ，•一度

うめざ‘ゎひろかず・ l) ぢかわしん 1) ち・すゞぎとしt.ふ‘かし「辺Aらし・な·)がいを
*)  1.が球がt啜柁怠り ll ＼的／Rl/F:11 
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70 ，レl- :;:.ウムが諺誨した役，滉項蘇津来しし 1 ヨウ化水患霞心戎ら再復戌A オン支
役直店くリが上 L 寸牙青端する、ジ恥I‘｀あった。

毬7° Iレト~ ~7 i--l元桑： アメIJシウム\:.キユリウムを；輯した。＝れう I広ま兄め 1・年エ

差肛素から／浪荏し／ 仄計裟文をあ‘二1J. ｀乙全：ぺ沈射従t迄めた．ざうに．、別 I：：項憐 L た凶邸
スI\゜ 7 卜、レの鮭昂t)月ヽヽ'1., I 紐応量t采叩和
3 窯洩栄遺ウラン元表把ぶ曼
栽釦麟貿の初期、知知紅直今製紙知疇亭羨 L 這訟和；本哨的 I::l 広，
匂む桟令約I‘℃叫度おきたか Z`‘ぎま：：。ずf口わち：夜たが豆知 1ま）．、比伊）する。一示

蔀ウラン元•佐心ネ涅月に It.令有されず‘，ウランに 1よし｀｀まる一痙呼i‘口痢し．とそれ：：：絲以
p．凜考の、特要ギ汲‘する。喧吃紀｀＇—...,ず｀っ増す涅 I：：：＇弓れぞれ中性千栄 I二じ頃l す“締果 I ：：：
な~. L たが‘，ちfを奢、の一対0)経ウランオ稚生戎逢のヒヒをt.って，窯届P争 I今寸 L 1-面i吋
学汀｀ヲ 7 J: I二 70 口、i'卜すると／ ¥れうのtr"数の差吐旺す 3 勾叩直羞1."il)—表わェれ
る．

7知トーウi.-\ J 7 メリンウムあ｀かぶ‘キュリウ A の各拉裡心雌逗逗縫とり直
を凸べ｀た。2.や孔／汐咄 ぁ心 d'年和．／え九t:ヒ Iむ窯ク＋集合沫中C')試料詳販位援に、暉な
< J.t:畷年濃ヽ甘ぷ｀ず 3 話和ぁ., f：：：：。これp r:::. しヽ L -z.99 2.町 1松；I臼orぃ／咬-..ii乙巧＇恥 I
磁ら戸セヤヘt::t:. 1 あるヽ 1 、J全四．／：全ゾ比tJ t`‘ii，炉，s ..t:.臼評，二あたるヒニうがう培Jf豆：れ
た悶和下半和から抹Jfa i水仁訊｀料い）恥＝百統的がい·ヽみられ／沼汝卑ばする (m、t考文
ヂロットは＝本社氣：：：わかれ珪おL になうた。
磁び碍認潔、•あ‘ょぷ‘2:r恥 (/n 、 Y) しや礼却和い、r) 平凡ながの斥た、ゞ｛エ、魚叩四斯面

柑が‘文を、，ぞ租柑か0)•項ょi2 t入t"ぢかな I) 。一方， 70 や＇トニウ A 生·ぶた•1卑する 2丸） ( 

m, y) :w 'l v ぶーる、 I I J.滋p^ (m 、 Y) 社1 凡なt"吋§iだ心ロモ嗅積ク叫直が大乞ヽ，兎外 mt豆

まの忠ふら‘,.J:_ざヽ）。二のため、・玲却 9い中 Fぶイドが発主 L L 中性・庄穴＾07 卜i心＂かたくな
3 炉 Iごご卸ゞ Iょ）砕Iゃ／wo pへttほいま免クI-中 1 い冗束 I二よ 3 ぶ人芦t，文芝な締果になふ。＝

9:r  

•, っ、；心旦」・
一七遠心電せ声う

•| r緑．、ゞ？トコ
Am,C·ぃ、 1 ぺ媒人，ゞ？ I-,4• Am: と..../c-：ふI~...↓

ヘ‘〗 r数→ Aぶ Cヽ I + C4；；ぶtふ

丸 I 広， 見・方

とかとれぶ：

デヽン、ーニウ

4 旬ぶ怜F
対 L.し I ;:;. 

かうのじヒが｀’

夜、うす）i：、す

うとえうニ

L J)ヽ‘‘1`‘ 芝J...`

~) 0 

・［ j沼疑，ず四＿h Nc9: "-,1't .9/l ヤ五：「／ぷ／心／i.；；つ
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4Pl8 ジチゾンによる＄ 6 (III.)の塩紅伶］系がらの抽出（、羨）

（東京教育大・哩） 荘司牟

卑；瘍俎吐レ＿1-濃度疇 6 （直）の水忠液系にお IT る澪辱態の鮒哨（こジテゾン
（ジフェニ Iレチズカ 1レ／＼ゾン）を/fl、、た落姓柚出法つ＼＂進明可能なことた見出し／こ収iて'
に過盈七酸塩系を水組と L て Sb (.皿）の1JO水分解につコ幸尉舌l.行ってこた． 7虚認訊
叩~ I ：：がえて社ると， Sb (llI.)の抽出挙慟山い場合ようぱるがに殺雑な孫阻む呈する
h\’', 1窃亨咋饂口這化栄和間の平衡l罰1行、ガ‘這仰析を如ているバ＇，現在紅‘
心紐も濯告する．
鱈j魚畔nSb-1 ぇ5 （熟刊',1.子によ豆頌抑冷知、裕采がら [56J< 1 O―外1)
をトレーサーとし）科塩酸ャが 5 か抽出にJ.. 1 盾礫相（クロロオ、 Iしム）中にぶ b* (1IL) の
ジ手‘仁脅協、直放こ亡ておさ、この項祇叩含むジ斤•)'ンのクロロ才、し魯応 3.or1
(H1 山） CCし CL ら）炉年、にお、，て／逆砥c1)手応＇アンケ毛万硫図
を放射能測定ヵ‘ら平のた．
望、直； 11望豆這L詞い誓叡オン碕釦ハの影響諷“`
ぃ“tiふ L <_火さくなる．、すm p H f訊{’ほ心為濃及の釦臼如オン峰丘
L 1. t鑓も応c::. 1J.. 7l:i A,,ど影饗叩こい．疇l’“`i o. 0 1 心知如国1 オンても
バ＇）分配比讀幻tる。 7lく珀和羞凶イオン疇在し応疇疇，l＇嘩咲叫び｀

十

PH 伽＼心滋礁濃度砕直）の主要ぷ行在状態心 1 れぞ＇札 16か呪易fオンfSb(OHX 
虹嘉 0汀印湛｀電礼的に中l缶訊平釦 Sb(OH)3~ （ょ SbO (o H) 1 -:＇あるこ
とを乃えると）母疇イオンと叶蓬形成におl1 るこ↑ if知院ィオンヒ色む和化譴間
磋nゞこ几等のほ果を文冦 L ℃‘る I~ 子d) I勺の一つt'あると言）こと 1 it'巴~).
1iく店を一定紐ぶ汗し哨試揺中のジ＇戸＇万農及を系紐内に受えて 10 3-- D(D,ぉ令‘酋祉）

（、を庫） □1。}[直Dz] 。 Yj- (H 2.Dz.：：：：非靡知ジテゾン令手）（栢釉）の間、気をサ
るt. ,F ij. 1 のJ.う l:::.[H+ J t. [c,€-J吋和吠さヽ、経餓斜げるや1J冗＂ （勾酋切取

小 lい 1), [ H勺・（c..2.-J< 0. O 1 ともなるい野かと言')よ 1 + 3 砂］配l1守っ直

、加なる。イ頃斜り変化11 ジ｀テ‘)つ環J度が女化に吋して非常に~,, <.') L たもバ＇ある． 1
這痰応の夭こ、'\:.こかt'’1ょ，ぁ 3 濃皮比恥溢化初イオン叫＇芍存した炉I...tぅて．、心嗚

合ふ＇）もゲ虚J:;い吠こくはることも観寮これた．これ等のことがら塩化匂系の瑞，合直出、
化哨秘認釘、口ら豆賃厨叩＂チ‘)'ン濃度によ')'変化する可｀•，,S b (H Dz. J3, 
Sb (HDz.）ぇ C i.ぉ豆嘉 C H Dz.) C i..2::の 3 獲祠恥平衡t'あると約足これた。こ
れは過嘔、紅認恥疇羞‘ヽ化学釦i7隣玩祖応ぢよび肴抵甜中のシ＇チゾン／ぅ訊史の、‘がん
に力｀がわシず’、年に S b (H Dz.)3 -<.'互たことと葛~ L ゞ差累を示す．
この段祁紅‘令釦にりー殿式をつく）．C 社るI:..①式勺ふうにな＇））また〇式の店辺闊罰
砕のに平菌；足薮又いくつが使） c変形した上，両｀述パ・I荻tとらと':0式のように衣見t'‘
：る。
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D= [ $b (HDz.)3] 。+ [S b (HDz)2.. C{]。+ [Sb(HDz)C｣2 ]。①
芸[Sb(OH;,汎C い］

叫=f.o叶［尼•[H了[Cげ｝

豆。牙［ ｀｀汀喜~+{霜虐t'd: + [H虞。Y,}
-L。」疇胄心喜3c]い］｝ ｮ 

但し，ここて＂導入 L た平衡定ぎ文ふ次の反応I こ閉lするものとする。
1Sb (OH 乃＋ 3 H .2. D z.（叫｝）~s b c H Dz.), (OY~P -+-3 1-12..0 
s b (H Dz.)Ci2. (or<l) + H.2.Dz.. (or;)=」←s b (HD z.) 2.C-Lor})-+ H-t+ciｭ
$ 6(H Dz)2 c人 (OVJ)+ H ュ Dz <o"d-）卓玉Sb(_H Dz)3 c. ov令)+ Hぢ c t­
応, K2., K3 の決定」こ11現役f炉＇（ふすべてカープフィ・I テ 1 _:_ 7'立を 1孔ぃて、，る． K2
閲 L'{.11;麟相中 1::. f0 b (HD 2.)C-ti..と＄ b (HD z.);1. c,t nみぶヰ存す 3 ょうな條
1叩，父。d' (D/~Hュ D辺 O'})←づ2 。} [H ュ D z.］。ゥの 70 ロットに忍卑曲、f泉
打：：：：父。}げ+11 : X ：：：文。］ー｝を平行衿動←’'重ね合わ亡／ ｛が節逗咬．豆
鱈、h‘5 訂算 LTこ。 7紅虹ヽ｀ 3 、‘う変えても｛。 3 心遣と L て I~がなりよヽ'-応’'見
叫7ミ・現在のとこう及。か K2 =+2. 3 こある。応については、Sb(HD z.)心tヒ
Sb¥ HD: ?.3 のみ硝＇芍森 l て、、 3 と思われ道知蓬心~~'J- (D/[H ぇ Dz]ぢ）
←£。i [ H 2. D 乙 ]ovgの 7゜ロットヵ＇ら全く国様疇法謂罰も行った．l<.3 1..可心る
際、 Iいくえの場合と墓）鐸江疇叩裔§馘這手と七ねばな”^l:.言う I社畠濯う。
叙虞以。か応＝～十 o. 乙違定これている。一方 K-e,x I逗滋琵筵和辺。炉
と一必 o}[H.... J n f輝、 I士'!る長ヽ‘7゜ラトーの知心こえる定応·ん。計0 =+了.6
と言う、紐果叫号汀して、、る．令迄のとこう K3 研直り信籟危が‘'やァ不t令なの-i''こ 5) こ
叡の戎’J足5.. tとも作業を、笠r 1.ヽ‘る．

芯揺ャの化学複碩財印1ま 1号杖の問題心、あるか‘＇，一定ジ｀千‘)"ンぅ農肛の肴磁祖 1 こ夕了しオく
栢砧、声紅変化3せた羞含が分醗ヰの傾向も 1‘図示してお＜。

勺 :n品霊N (I•砂 ' • .」砂
-t2. { ［四 °·{N” j +i[9炉o +1 

叫__. OL ●ダ’
。I- •` -ツ-I 0~ へ [H2.^..,-l 0 
-,,1 

・· •`— 
-i [H-t-]• 0.bN 

0 3.0N 
-i 

-ｷｷ..;9 
•• 0°゜
ダ゜ [Hュ Dz]。守
0 - ::.. 2・ {,x10'"3M 

゜
[(q •0.6N 
03.qt,I 

-f -3 必ビ［噸oを ｰ -1 匂立］一2 -i 0 1_し
唇i．鐸t.ti:.とジ籾囁度 Fi3ユ令配比とク御駈濃見 Fiを 3尻応t以水素イズンう汲，

しょうじ‘ひとし
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4Pl9 B F' HA 左用い 3 アン今モン (3 僅）のオ“沙離ー一—放射化
介柳滋 1戸 Su.bstoLc.hio ~et)グの知む哺村
（静灯里孜印f o府）＂尚すか珈と碩炉月）

1. B PHA (N-BevzoylN如／tゲ”t;切I,71e) こ陪ヽヽ科('ll）の S叫stoichio”少
の mめの抽出輝（不足当登絨維）：：ついて B、 M. Te;f.o.:頂 5 りによ）検討打滋紅砧‘挿
紅渭ご如た。藩か li Te圧 5 の定韓遠篠らfした。初幻わ 1. BrHA“CK各涼‘必凋 I ヽ
てIf幻該 b_\ 5 鐸(1lt）の不足告名紺出ク維t試み畏った名t呆で年。兵、 8PHA り cc位
戸違ヽヽて）鴫l:.SM正） 0 不足者い出豆維弁知た。注- 5 バばか 5. BPHA 虹
湛fl)不足多生針（iりたあの壻紅遺計し在。

2、'f?PHA ItドータイJ.試条巧 3 、、 Itそり再¢這 L た屯の 2 用いた。 C I-I C し3 /1 武巣仔紋ぁ
ろ、‘)I ざ11)、蒸涵したも0) / ccり II笙蚤したもq 2 用いた． トレーサー lこは唸p.l司い，こ

み
れ"E COl'lc l·W., 中て‘` I 睛）蘭麦池頃浪）して淫元して 1唸心）と L て）再ヽヽた。
釦皮口叶 lz BPHA 苓和＄b li\t)n 囮硲成し唸氾）で｀ラベ Ill) とさそれ紅 1位tとy,

(0碩様とぅ屯紐遣復水狙おぷ吋板旭か 5 一免吃荻をとy，汎）用シン十レー
ション計数逢しNal t加） ｀して袖乱亨さ求めた。 mmm…院）の茨釦せ
て位）応のよう1i.抽知材池t mt-:.a 

3．胚且隻度上竺を和国： (), Of M 8 f Hit C CH Cf&葵涙）で 1用ヽヽ． Sb は）婆か
HCL 塊度で()./~ 3 HIごわたつて麦ぇて抽公したとさ砂茉が函～／．幻H てオ以字 l濠
fヽ（幻9メ）豆 L た．ょって C砂深成さ用いたとき lI 紗濃度t o.3H として不足吝
臼崖に広、いて）月いた。 9`,f) rM BPHA(C劣紅）て用ぃ腿l：してし 5 べ‘尺、せ表
最虹吐）10、 2~0、 6MHa にお•いて就ぁぅ知た。よって CC侶券尻渇今， o，6MHQ'Z"双足
紅紐淳印戸た。
万足当そ夕知叩： （叩）虹応江嬰晶呈彗立四屯虻竺墨； 0れ1 Hll店凌中に
咋（＋＇ュ年） tヽ•9~ 9 1にわ厄Jヽヽ弓、、ラ麦ぇ¢条かしたものてI}.o/HBPHA

(c硲痢渡）とふJ虹しば Fi3. I ~(A) lばすよがE)}-1悦召知．すなわ豆多も長
這してか 5 も何 5 か 0反応がとも応うシレく当丑）Y‘ ..l:. Izs屯）が拍出されつことさ見広
した。こ心知丁ej a'llll l) 5 の，＂と著レ＜狙辻 L た五‘，これ l項滋拭茶の不純物によ

，ぅ冠 l.l 店、、力‘と考えて丹姦品した£3PHA 本よ咬甚好しE. CHCらを用いて同祖造点グ離
胡妙凡そ直知諜凡不足告長江戸）担いがお、~,こ：直篤した。以との毎菜かう
Te j~.... s !) a釦采透免e‘ きると考えて、、 3。すルわ 3 CH% ",1/采 1こよリ不足老い
J:.. n5b(ut）の沿虫が｀t、;:. 3 と芳ぇぅれた。
以..t.のよう厄不足当そ以.l:.の Sb （11[)の碑が抑え 3 紅， I～•3HH幻用いて有扱祖の

沈余サ試みた． sb(1[）こs-仇げ条加して羽滋したときは）H肛し／的l 寸 30秒盾薇布ェ況ぅこ
とによ）斐王に祖告 93 Sh位）の神戎が可危である e とを見1l!. lTc 。

かん）合‘5 とみひさ•よしおかひろえ・さんばひうあさ
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(b) 認追ゑ廷駁差兎庭互
翌；。げ1HCljげ液中に5崎細） 6 I-

も 0 、l~ 8m3にわ匂いろヽヽろ護ぇ璃
加した-i O)t (f、 00訊 BPHA(c疇立
砂って神生したさ印累． Fり． I (B) にホ苔
すような邸紅年。凶II C. HCl灌.....,
和用いた輝叩(A)にくぅ勺当号且 4
以巨袖糾そか‘わずか式せまい頷舷屯
なが‘5不足当長に相当する一紅叶巨
如‘‘’き 3 もの以環できT=., こ
(c)豆佐虹廷ここ足⑤卓当日
知；鯰が微受1 シ十毛ンd)中蕊 2 Iｭ
叫バ繹げ‘tぅ炉紅）の机
旺輝遺吼戸臼、紐ヽ女存
”f：：ざい鳩炉しうべ‘た。す石わ
1 o,oosM BPHA Cea,,.魂幻抽女げ（毛
釦問い唖参紅糸加し曙浪か沢枷） 。
の不足＂心知虚我がp v~ ー一ふ 10 
惰紺 l広見出され在かっ E，またこ
の 1 ヽヽ紐I1BrHA 柑 lこ抽名されヵ、乾 sb(m) ADDED (m,) 

厄‘放射イ［輝（二茄ヽヽて＃バ、＂亜食ガ｀ぅ菟易心ば）這釦‘きることがわ力ったぐ
ぃおりか考来； aｷ)(I.Off-113f>HA (CH炉念，成）乏 HI い 0訊H~から Sb（田直臼釦
約辺慕不足多その一定妥切湘L和ため l.:.)1有繹這条”覧や‘祖。これに，
l如色して「吋心ら l) dl 示し註和長について lむ凝）策知れT=-。 b)aoo5H卵A(cc炉炉液Xこよ
滋口うと有紅這角93 位が‘"石<, C偽葵渡（こよ甜P ぇ分離の方が｀す＜‘‘れていた。
C))BPHA 屯用いる知呵足苓覧油ぇ知離さ幻畔中の了汀モンの放射化令桁：：翻
ずきるこt t哀ft Jすることが＇’きた。また H. Fb'rs ter3)l:. 古 3 多くの元条につヽヽてIf/PPHA
ドバ虹紐遁‘"”：か 5, 松為広 li頷，株． A作かど｀の会み和令、中のアンがモンり
”泣殊疇叩｀、＂澤えられた。 4) 勁l違壌度のHしし中て‘‘BPHA で抽出され
在ヽヽ 3) ので‘S叫）の一定モt斉巖化して知）t::.麦えたィ1, g/>HA によ 3 平m（和た
ーパ屯鱈釦31 すいわか麦モ競化こ呑1 同した砂償3 の不足者t；今郎が
［、ぷ弟t反え 3 と紀にれた。

文献
l) B. HTei心， B.C. Hc..lJ..a.r. R心‘oche 頂． R心oa'}1,4L. Le如s J...、 I8't (lf'lZ-) 
少杵原恥均｀鯰 l‘l" "頂ほ孫知，分／項放射fビ狂討腐知忍6泉 F 糾（畔）
3) H-fl! 1-ster-, J: /<.c.olloanal el,en1. j_, / / U'/70) 

(F~3-1) 
-. ~ 

',0 

’ 
゜

゜

E
 
z
 

-

I

 
L
 

A

、

F

_
^
,
L
 

-

E

-

B

 

-

n

u

-
I

M

 

-

1

 

I
 

0
 

/
1

。
一
／
ー
Q
I

、
`
J
.

^

I

 

Q
 

t

A

/

/

Q

.

 

-q_ 
I
 

:
 

ー
ー
／
ぶ

、

R

、

0

（
企I-̂
 
,
0
A
 

/ 

/

q

 

“ 
/• 

゜

• ...0,005 M BPHA 

69 



4P20 知be疇 LA-I i目いるアンチモン (5 価）の抽出今沸—―

旅射化介詞：：古り 3 虚bs t D i ch 1,碑 et；の基礎礎倉計
（醤知里放術斥所） 0押原名尚 吉 和江 シ牙艮戸且芦

1. 液体陰ィオン女森梢である Am如閏eLA-1 CNート’'ヂシ＝卜りJレア）レキルり）レアミガ
のキシレンぅ宕浪克用 Iうて，湿酸恭液からのgb（切およが‘S以証）の柑出字と比しラ農度とわ厠係
が‘守叫 1) によつて祁告されて、ヽる。濱者ら）1 1喝叶応トレーサー法に本り::.れらの動仔、
直討レた綿采幼匡）ゎ袖出に9 ヽヽ這一致レJ Sh lマ）の抽出吋 I~fHHCl 叫夏咸で‘
克千果った苫知得た。 しかしばH“泣上立‘111呑ほ項を登的にS以が‘‘抽出ク紐拓うこと 1よ
が1 吋諜とよ←致した。かような寺邁酸嘴洟べ‘アンケモンさ斗け）と l てAmぶite-
LA-l により柚鯰維咀行うこと\1:，金属+O)アンナモンの放射化今折のさし）アンケモン
定クーず‘ッ｝元寺、古、口租物え烹力、 5 定、唖的に分離するため有用と秀えた。且つこ噂、
応疇）のSubstoi ch i o }r1 et：のための分紅す万わか Sb 芦 lこが）て不足含そ疇が可知
あ如喜万、有用幻考え，：： t被討し瓦また冠bsto心',o 術必砂を用い 3 合届亜鈴中のアン
今モン疇打イtり府の紅め」知鱈和叩試みだ。 / 

之、ー加碕凶叫 -l （さ砂‘成波） l文 I NH虹心 lNNa0い．て‘‘
処咤したもの定用いた。 1~fsb 1.トレーサーと l て用い

咬b tv) I遠外、媒薇、唸心） l臼澤逗ぇ浅で朗雙した。
これらは 6卜1叩謬渡とし租訪 I2たくわえて用いた。
計数 l> l1 井戸型シンケレーシコンカウター M心(n) 匂用
＼、た。神成分推繰f紅：T吐l.e. l l二示すとお）である。

T o.b le I. ~ 

Six呼le. Soluti o叩‘~l)

l心雷。｀
如氏怜釘1\'Y\•

• 
Ce叩：日卓 lo臼．
I 

「--可

%ｷ PhaCe 勺•Pha笑
l • 
Couvtt cou,V1T 
loo 

3．ーエン今モンか狛丑、宰と HCL壌友との肉祖／o%A圧
／砂t-e.LA-1 疼疲（キシレ｀ノ恭液）古用い．ぶ伊）位＋唸）
ち、ぷか‘Jt-5b (V) 釦‘』とりtそれぞれ H疇液（叶ゎ知L)

から袖瓜し，袖血嘩と HcL #.J{との＂tしら＇べ‘た。
ャの紅界 Iょ FC3` 1 に示す~- 9 丸 F汀、 1 からI.MHQ以
上で、 Sblマ））ま (MHCし»).上の HCし壌度か柔ば‘楚還約 1::, 8 
A叫er l.: te. l.A-I I"- よ·!)坤紐樺され a:::, 't.がわかる。 苫
これによって、/'1ltlし必上っ加しガ窟良ヌゞ紅）の不足
紅虹ク釦均むと 1こした。なか叩紅して
A叫心lし"&_ LA-i（汐ロヘキ ~Iレーがーオク午レアミン）£
同いて骨Sb (ut)布、よひn でいわt H9L苓戒力‘5 キ直出した

が，紆泉＼；似た抽が翠と HCし壌皮の和1,1、t存た。 また
ら l オ‘らいよteLA-Jさ月いて I~.2 HH辱淡ふヽ
ら足-t ti,~ I:::. Sb e1[_）と＄け）とを抽成令離分で召吋租走した。

切
芯
さ
占
1
q
s (F汐、／）

之夕 6 S IO 

ら””.of、 HCL (H) 

かん lず 5 とみもさ，よしるかもろえ，屯とあさラ

70 



如び足当を分離妍im 棗 lこAmbe嘔

LA-I~ にう晶鉛翌の液雌ィオ ‘I 知紐I によ

填ィオ｀ノ(s西広とヽ）の神菰介紐嶽構は
H 

Rュ NH(d浮）ナ1-1 Cし＝⇒ R<A H (.({OI"g) (i) 

もぷ HeLCo浮）澤C和ゴ＆炉唸ふmiり

＆ダ履C匂一品cc; P-た2三へ霜｀）
0 ように考えられている。屹こで｀函当な分離条
件によJ Oi)双応(:.柔す当長関係で‘分離がて‘‘ざ
紅‘,A”be"LiteLA-I の的な液絆陰イオン交
紐I （ニJ:: 3 イオン支知ぎにiとブ｀＜ぷ足告受
庫．が絞土す 3 と考えてこれtがtし応す石 ゜『 や ？〇
わぢ 2 災 Ahbe心燐 Lfi-/森茨（キシレンおよも‘‘ S1,m added (‘} 
べ｀ンゼ濱蓑）玄用いて，，ヽ～ノo M /fCl券幻 Fク• 2. Ex tr．ク凶4 ,4以b._LA- f
5 叩）て袖ぇクが衣し 1 一克者の sm直 (; ：：？謡ばぶ~~)
女ざれ 3条件で知てみた。が作采 1ま F戸
げ餞I）で‘, 2 °ん巧る vヽ li l ｼ A叫erl泣e （午シレン移或）さ用ヽヽて 6MH疇か謬翫）
を抽麟嬌じたとき．一定景の S応）が坤嵐されてく渇斌、があ 3 ~とで見鬼したe 戸
されら邁広＄心）の拉出登的(ii)弐1こ相当する不足当長 1濯幻るものか否か 1スク
知棺、訂を要す 3 と免える．また hCL o 壌度吐 1::. よろ Fり·2 （こ禾ミネる向追1知
差 Iな，知Cし壌応‘の Sbの違存状態の差 l::. よ 3 と考え窪た．す五あ多 Sbc.c.~犀惚

ュ）

砂）よ国など｀ n 恭釦f§ 0)知l'.'..が" /0~ t h 駆釦応‘兎レい C とにもとっ‘'< 9 て＇’巧る。

鱈共如い紅）の．不足岩登か紅J;:.言tのような紅）の一定登合離法を全局亜鉛中の
アン今モンの放射紐祈這用すラためノ亜鉛畔心｛令で｀屹の彩炉しら心。そ直
果，亜鈴の共存で IJ-巧． 31ったす卜うな
精正由、そ泉之用いう駄手があ ~2 とがわ力、 さ l•O

`“ ｀ない、現在紐．平のアン・今毛ンの放 史i9
和該噴 lこ，不グ紐蕊口遥用して検討こ ｧ 

全凶

2 

`” る
d 。,6

欣

へ
ぷ
へ
と
ふ
‘
、
tC3
K
`

行って\,‘る。

文 縦
l) 中）11 和名，日イt'.i, u 、 75:0 (/f｢9) 

o.s 

9Hq 
,,flt.~) 
9HO) 

9H(め
7M(X) 
9('((ゆ

(F し3.3)

.1.) N. A. So'/'/i1er-, W、g。 ,';;hら

:J. A,ner. Che伽． Sc,c. 担ノ

lo 20  30 炒

A`”"k (;I 2" arl,ded. (K9) 
ぉ·、 (/9ヽI)
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4 P 2 I 水硯易う照射釦和la 雙、牲仮如1:iっ製造

（経甜）絆裔歪考ぷ£手（放い研）叶麟鈴料畔
（甲駒馘）原叙彦

1 枝委望こ於以遣昨麟Iこ加用と＂あう乙弟之られ）また 13N標繊各挫ァミ）統否
ょ戎＇況の合成の平向炉 l ても重要な‘‘釦紐s~1t free 13111 H~冗恥謹高純度ごか旭
速に峻遣すむ炉紅麟い。オfこ峻獲レf::;.13N H3 の知輝内で＇の分布這べ‘る。
2 1い叫鱈i.:..ょげF乞翡迂してい虚院かシ，水の賜追且：：：ょ灯O(P心） llN
疇豆Iiflするのが照射知かい這が1 C’' あると角えてこの反応這んだ。まずマイう
ーの 5坂屯ed 祁／およ仄緩素がスターゲット乞用いてこO')反応の助起邸緑t,16 He!_ 紅到I
定 L ）丘紹果からT比杞 T呵c,ty氾ldを箪也した。水道射翠尿峰傘紀タン巖（諄
積 30,,.J..)て＂ケタン繹叫1、Or祖、いl< !f)放射魚分解生成1J’'スの再緑釦f:::..めパ這カラ A 窃I ょ
幻＜冷窄乞備えf以ものを使用し-f:,.
入射鳩a- 1-;J: JO f1e-V-とし，陽.}緑束および態射時内と稚々免えて、生放物釘祗ぺf2.
虹叩紐lむ召泉スペクト Iレと龍知疇と用 ll f2 。 A（（券印硫叩 l氏 I) テトラ
戸 ---1レポ四 l：：よ比約紋或 (NH3 の、碓抵）， 2.) イオン交挽刷廂或， 3) 電尻殊鉤戎，
分 ア 1し1J輝爽からの葱噌盆を印）た，つき‘1項·られたBN の化努穆ぶ漏 lこそうえ 3
和いか税告しゎ．緩逹した悠，経祖螂1k希飛乞 C北｛系マウス 1こ静戎し、 5 令後（：：扇I
し，伶廠暴I2か↑岱N の環度分茄幻恥‘｀ふ臓券IJ)・危信から、約如危雇あたリ引臓‘影燐
和貨出した。
3 章砕祓素を陽手とg．射した呵の 13N の生成の孔改 Tarがet Satur¢ii oれ Ac切(•ty

(p rod~ct ,0 11. Ra.te) と巧・ 1 I:: 
禾す。

これ 1乞よれか0(p, d-)判反岱
ば収率がさわめて出<,咲用J:..
有屑1 之｀•あ 3 ことがれか各．

水庄低緑衷 (0研A 以下）乙｀短．
時園（夕令以下）照射した時に
lむ生放した別の約90％ぶ3NH3
と L て冷出された。 しかし，一

度 l29量がN追 3 ため 1こ，線
束這履射時1叫長くすると
13N の大卸介ヵV陰イオンの形四＇，検
出された．この~ t, Iざ，一度生
じ‘f::; tJNH3□<4 放和綺冴澤生成
物により蘇必されてり<.:::..とど

示唆し('. LI i。

q
 

゜ー

3
2
x
 （

y
哀dP
)
ー

令
ミ
妥

100 20CJ. 300 

Range （吻年）
6 8 10 (2 t4 

Energy（門eV)

厨 1 祐ckT幻1et ~巫直暉 Ac切ty炉N

゜ 16 

のざきただし•いわもとまさこ •L l ビ＇たつあ‘•すす＇，きかずとし・ばらヒしひこ
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虹 rジ祝忍3N/i3 に邁元するに由 デ‘バ 1しダ｀合金(AP- -2“ら金）と用いるのが有効むある

ことがわかった。すなわち、 ターゲットつ才＜ 1：：照射俊デ1,'Iレダ合金粉末l::-オ（暖イロTl、リウ

ムを加え加熟し）生放し戸NH3 い＜ヒとも（こ淫出させ如iよ l) 。現在のとこう》 1碑辣作：

/'.:./0分汀零し I IJNの 60洛が｀93NH3 t L て得られ a が、ざうに方釦玖良を稼討印である。
復生放｀した詞這、射中に歳化され 3 のを叡·'ため 1：：ジュウ篠1)リウム左加えたとこ

ぅ叩もと l 碍在す迂N"J割合が増加した。この割合ヒジュウ酪カリウム邊度I::..の腐1系左
母．2 に示す． 13NH3叶I合は
シュウ酸カリウム邊度の噌
大とともに増加するが2N

シュウ殴カリウムて＂、約 60 '.1/o

パ包加反李 1 こ達す 6. 乙の
照射液から S遼ーfyee 砂町3
之碍~ 12 Iま 7k酸4ビナトリウ

A い加え加熱笹、唯す~.
このようにしこ件ぅ此た

堡牲応の5aIt-free o ％殆
(0,5叫i0凡）をマウスの
尾静閾：：充射してから 5分
後の馘碁内か布乞 T心le 1 
疇す。こか表からわかる
ぶう 1::.13NH31碕濤叩非弗
Iこよく 1ゞ廠 1こ取り込まれる。
t誌諭J 1k り羞が照，射
によリ I3N が高収弗 Z｀生じ‘`
ぞlべ‘lレタ＂冶金左用 l)3 這元

麟て短呼向に感牲応
5alt-frこが加3 しして碍ら
れ 3 ことが短れた。手-r:.·~

心H氾核医蓉にあいて Iも‘
順町該姻,~盾啓乙'•あさン
とがわが？た・があ’＞ この
Pよ射では /"o （紅）／仁反応
により liF疇l生すいが＇、シ
加がマルカリ奢液かうの悠、溜のさし）に除玄される。 I.3N は短寿命のため・一敏に使用•春の数
す務企N り製造也ね Iが砂なりのこ＇’)生危歪り加暴左少なくす 3 ための夜術q痢祀が重要
f浅慮であ 3 。

60 

oo 
（
芭
ミ：

文
.., 40 

0

0
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辛
1
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€
1 10 
。

n•1.2 

I I I 

0.5 1. 0 1 、5 2.0 
Co凡centrn. CN) 

1:1 NH3 Yre Id vs k2 (J.l- o(j-伍ce吐瓜

臓易： い紅（い）『3N遥虹（%)1 芯けは
臓
臓
瞬
臓
厳
夜
身
腸

心
菅
肺
粁
腺
血
全

Ta.証1.

0, /2|  4-, ? | 40 

〇,53 /0, 2 1 1 9 

0. i4 | 2. 2 / 6 

{, / 6 I. / Z、4- I I I 
o. 11 I 1、 0 | f, 3 
2. 02. I ｷ 1 3. o ! 6. 5 
0,5(2,7  | 5、 2
2 7, 3 (0  0 3.7 

13NH3 の静在 5 介使にお＼ IJ炉N の肱届介秤
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4P22 咄可帷和及跳陽和'‘o(9,d) 成l= fっ z銭
”1う炉のイc碑
（和珀詞）。特．実 キ棉知

l 痛名
l紐V中t臼珈化和1濯らず， 1国和勾キれ喝令9ー呵嘩知，禄

和配‘あ｀が‘，這飛滋豆狂わ叡の一つヒ云えり．
印奴帷狂も知臼必輝Eいしくけ豆，J -恥柑祖和加似呻I= J:這挽令

雌、1:?\..g枷小てい豆：の鳴含0)一つ叫 l噴知璃如I- ‘9 •1 ？久q水
吐f．知 ,.,..-·,4碩が生3,:5? t反荻“`t陽狂紐 l', この隠和浪蹂狂汀
こと 11m 。 実謬に反象鴫却＊の蒻岳象弓 '(!b O l p ,ol ）反i....1：： 5 つて＇う N を全»:L I 
叫旧嶋電サ9ル1和あか立， 14厖V守在臼珈(t吋生滋起が一つtが（m＂)
鯰濱う心紐釦（す℃んし•b囀ぅ磁m•あい匈和 P 9 ，母変磁渦餅汲
尋心る。
ぶ知ぁ•v1.. I｀訂狂疇:r"'\ t'紐1 3'Waft輝虹む緑4嵌知

み響さ9,I\`/ 19N ぺ心＄麻孔滋＼：フいこ沿如‘...9um:: ℃ヽした。

2 繹
言i珀点 IJ”… -1ふ I可椅型qJJれ以租ね＂m，長さ 10““' 参暑39

3,2mL)1二心卑れた。 刺琵如mmr-200翌ぽ邊7 訊心。 10令鯰
積， I .J.もり，NH...NOぅ↑？ヽJヤー e^小t点Jエ今レシカフot IV に広入した（噂．
祖）。 9•II::.2,.J.tt,), NH4No，千マ 19 ヤー序叶私 L, IOそ ,v~ott希衣tが色J
71レつ．．ン 0..スtキャ '9 ヤーt ＼てが~L”.. う Nわれ鰈1 t, #V巧レシカ 7゜て IVF
入ふた 2 毛り蘊痣液I一叩収さにTーヽ NH37 ぅっシヨン）。 残末叶·,,·,... 、 9"令令を投
入 l 哀裔1 る動虹知をアンモ :.,'I這[m : t l嗚1点を釦，町；牛必：リエ千レン
ヵ 7° 't. IV I^ぃ e 2..モ IV“諷Fゆ牧ざt ~ l._,Dメ 79 9 シ 9 ン）。
そ＊心祁和辛t;~'!紐 3債，蜘蜂馘をもら、，こ竜や叩和ゎ召‘}~,
ず砧 l弓心・ 100 %1追J絋紅ぅ，，＝口5かt r::. 。
囀滋浪，ニトぅの埃1和尋ぅ｀中阻令~"?. 10俎肉和 L I 心 l•¾‘'11 N必（Tl)

升 F翌蜂が年ンがレーシ 3 分~・テク 9- e肌 TMCや4 t，そ0).バ＇）ーも四砕 L
1. l可呼に嗅＇l定L た。 倉lUi鳶覧ぅ和所和知っぃ辺戸なっ L 。
痢紅ゑ昂パデー”`t翌日mlEAC一う 100 ~用い E o 

3 食駿捻果
竜洩が冴速裔圧t (OO 灯り・ら 180 kV"手柑ザt的,~喝化させい叫？~,~和ッ，

NOx 7; ? ~':l -/,N2.フラ？ンわ'l { 1象和埠4元 I項渇 1 る言情9箱ヽ 1\.3l ヽ9m:の

E Ii’社＾ぅ•あんじ＾う つとも
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紅§)のじt. OI 苓｀ 9凶請べ•サ，厖 l ヽ、そ濯’叶紐狂 Tr t;·,た。 舒9 こ→紐の育む
吋嘘ェ~ \Vギ一9釦t.，ボた可 3.. ア社｝¢エネ，ぷ—町考1t臼 3 翅紆〖ぅぃエ
ネ IVギー 1:. J:.,いげ名？ラ 7~9 …心(9易惑心 D 、ヽ＝ヒ1f如｀つ e 。
；昨，ね埠{Cエト滋液蒻綽t（ぐ＼m アIしn,9怜 I-:.. L °ki駅況 7 ラ 79つい＾比洩

ft:- 1:;. つぃ切然rL 豆，，勺玲ぅが”'堀9 見らい Tヽ わた。
狂，沢和it:.“`由心藝に住お知っ‘‘れ費ir tぁ.：：'f.t..,豆，北i知事•t全の

が,~’つ睛ら d9:NH ぅ 7 ぅ？虹わが“｀憧丈 Lたず妥ri I S違む坪）咽に 9 ってや9
じC叶屈ズる。
.:..+:ゎ嗚知 Iっ妥 r}で＼えふ追乖れ吟峨か葎いiがtい"" \.、え1, (+ 
啜吋只祖t｛にエい以ぃえる，テ這わ化工いも紐磁偉麟噴弄令i’戻
癖i和成和シIfr,..う Tヽ心うfレぇ和しえらん広 案商~11 イズウ，サ｀’ぅ心そ
印，茄恥わがり sci，虹埠，今註遷がいウJ湛，i·f凶滋it叶り
ゥ h tも 9 ぃた。

4 ？怠’
叫，ot)廷 I2 f 92 生成エ中ら '3“' そ、旅胚碍:，， 9う炉湛炉が Ivギ

ー（約5H,t.す｝が和？，1-”..砂直砂，更にわ 71,.,,,'”`vし水分
が，＂反＾印転，西， Nュtgaのサ秀ぇ姓•る。
喜が力のあが）ズを <Tょ叶屯隊社 1I うり磁夜；；t叫 7 ラクらヨン漬研［

7 りーラジ・カ 1レの今れ埠ヒ心巽6江起，r- F} 屯のt＇，莉祗も l ~ 1,Jゃぶ紐ft衿
遠えI己”わて｀ l｀ 1 ぃt天えら~ 1. 
ゅ＊の巖iC紅ぇ逸知潟年がら迅枷玲滋わ＇磁t屯さ L ガ全n、し

応J心～吃~>'J...t.祁·a r1'巾tがった．

”°euバ不 ’l つ伍ー IV~ 12C..L t、石心臼 m読＇和も危乏う心 vo...,I.:.')
繹心；可E'(,.l心
i')~、1J~ えや1り妥 B,...応:Ta 瑶足,~ NHぅつう咋ヨン色哨？＂分を訳、0ogえら

水i.
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4P23 '3Mn の製造

（九久理） 0 袋 If)誠一

（東ス叩詞） 癒生杞売•本田雅笈

卑喝紋とf鯰などの花球外物質との机成辟反応 1こふ＇）生成す 3 53MnIさ，特徴ぁJ長ぃ乎

減鞘 (3 、 7 X 11l‘ 年）と持--,ことと，＼ャ性キ杖射に法ほど 1ミよりあ応皮t用）史て‘｀を 3 ミとな

どか 5 申宙くし翌 b91ミ． 喰． 36Ce. 10Be などと並んt"非常 I, 弊味石 3 校種の I 9 2“ あi。

iた、 良く史そミ収た 53Mn の試料 1ぶ，中，｝王ふ放射｛しう広はどにあ IT 3 stqnda滋 と＼ ?, 

弓‘可欠であ 3 。 ミの d う厄目 bうと疱足す 3 拭約と人工卜う,,作 3 ことの可條足小主と釆れ？， i 

ず濃綿し司 Iii. 1,1,--'2(r [を協今翌、船す 3 52Cr (d, n)”加 ）支沌 1こぶ＇）一連 o 史‘験： l ff,た．

亀羞ぅ広，くふJ 9 ーゲット＾作製 念：

碍られた壊綿 I司 1:iz. I~ ば、練（し？ロLo. (Cr,. o i) i' 
ぁ，た"'7.''. これを；；肖酸プトリウムて＂詠隋 L. 衣

が9ス刃汐’`—

l ことかし水、ぅ滲ぅ夜とす 3 。 これど蒻 1 オン交換力ぅ

ム 1ミ迪 L 、 7，生 1;: 屁在す 3 N久ナと除く． こう L t 

得られた夜も壬、伶戟 1!) し. 100 ～ユ奴 0 が3 Cr/,..~ 程

笈の濃度の象夜tする。 この癒痕～ 3バに I ；あの

濃成故と加えt、 I@今の＇竜羞用溶夜とすJ.電

ぷ設還と I:© 1 1, 示す．

図 1. 彙嘉装i

竺
懇射 Iさ理研のすィ？ロトロンti月，、 1 行，尺，照命条件 1 a:-次＾血＇） t‘み~.

辰， l

伍ベース

伍フ゜レート

Ed. (MeV) T呵e:t Cr (呵） Th,ckne,s （呵／cが） Tot<1.I/)ose (mC) 

r.3 I?/. /5 “l?'$• 6 2, 7 
9.0 9 2. 7S s-s .s牛 /0 Q, S 

/0 113. 70 ｢ g og I 6 S. 0 

.2 0 7 6. 2S M. ヽ 6 (O  5. f 

MY\.のか親・村穀反が‘53Mn の定量

照射抜、 9 ーゲットと虚破 Iくとかし．院イオン文役 I: Jりみfの Cr f除さ、文 I ミ TTA

抽広，てふ') MI'\疋柚広すJ。 ここ r· 、幣査今枡の際 "'Cr の楠正のたあ I: naturaI の Cr

と～夕o 凡j加えふ。 この俊史 Iミ．賂fオン文梁.,陰イオン交喚．過祐素酸処理．て行， 1

Mrtを樗該す 3 。 この今飽過程 Iミぁ・いて 11, ~')王成吻 S'I-M'lと卜し一すーと｛た。

ぇ青裟 L 尺 M t1. 7 う？シ， ン 1 こ..., 9 、て． J"SMn と守住ナ放射（し法Jミふり定舟 L. ~た廣骨令

枡 Iミふ') 5如／町1n 比と哀ぁ、面厖の移呆ょ） 5JMn 生朕せぇ求めた．

L しぷ" r,t ＼ヽ"). lずんしふうれ，、す，ブ・ 1i I... r~・｀ふてた IJ
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訊； l()MeV の時のマススペ？ I-，レ＾ iう＇）と、 I図2.，ミ示す。

結果及が‘危寮

得 5 い尺結果とiとあて、表 21ミ示す。

Mn のに浮今親の収辛 Iぷ 30 -60 ¼?.、あ＇）． 5J枷の火杖射税icf. Eo/.: IOt1eV 1, 1'い？ ～秒

が勺珈 1こ立し尺。この：と l cf 照射前"'.（セの験似反応 '°Cr (d., Y1) s-11'1"1..叩(d.、>t)
吋。と0\レ（較 1, ふり、s-icr C d..、 n) 珀八の助,1t 1旬紋 I否へ？ MeV l'J lに 2" 般丈 1直を取J ?9• あうう

と、、う予悪、とう 5 l'f l了ふものであ 3 。

しか L Tふが 5 ` 国／％IY\放射餃J:.に 11 、いず｀ K の移令屯へsooo て＾み，尺。得 5 れた nMn

王氏寺ヒ翌射条i干'c.か 5. Cr "')耳ミど乃I!,. l てキ杓根反応往w佑祁と荻めiと 20 ー l ゜0 MP 

四叫\>1 Iミク了しても．令て SJ(r C d, n)叫 l●、ふ）王成（たと仮定 L C I司孫の訂厚と行なうと

和への渇令ヒ 1可林の枯泉ぶ得られ． 年／咋~ l i·あ，尺．

｀、、れ 5 m ミとか 5. S3Hn の比放身す炭と l て＇るかル'} 1も，，ものぶ得 5 れたが｀ ` 夕3HH の直杵

戎＇）定 E 妨唐了 3 叫n(312a) も臼成 l 、 1 の生氏放射鈍仄が人さ，、と’｀う問題、もん）’'残，尺。

iた． もう 1 つ a 妨専枝程と L て加（ s. 6,う）が店ん 5 礼 3 ． こ水 lcl-.死rCd., :z vi)外1n
I：よリ王成し、 ミの反応. "'l を、、 1とがへ 8.o M~V であ 3 ことか~.ヽを昆｝エネ IV f’‘ーが｀ Iも

< r 3 とか厄＇）の生成竜に「ふ 3. 1足，？、 Ed が｀ IO HeV ↓’人丘に「a 3 と（ 4 ， m) のオぷ'(パノ

')'))より反応の項年ぶあくん，？く 3 た11-i. 況'M" の入世製逗と、・う I§ 玲 Iて対 L T ネ lV ギ｀ _ 
O L ？長と今え＆．

)y、.r: O ことか 5 ` この方ぅゑ I: { 3 nHn 0)製立 1-;, ク'f L '2 I さ． EJ: ~(O HeV ずの屹、知が最迪

令 1乎？’'仄 3 うとi名協づけられJ.

E---- time 

I 10ー 1 、An II I210ーISA

55 Sｫ 53 52 52 53 S4 SS 

図． 2 てススベ？卜 IV (Ed : IO HeV) 

辰． 2

E ti. (MeV) 叫n (Aciiv<1 tion) ”叩／”M I'\ 叫n

8. 3 /, ?ifエ 0, 97たJ 2,3f :t:0, 0牛 (x10ｷ,) 17. 6 土/. 6 dpm 

?.o /. oS I 0,07 9 ，似, I o. 16 H. gェ 3.2 

I O 0, 8ヽエ 0, 0 6 “L. 2 エ 0. 0“ s-1.? r 6. o 

2.0 ゜｀'1- 3 :t: o.o 'f 3,“2 :to.oll ふ 8 工 0.5
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sa mp le l o a di"J ・・＜ 〇仇9Hn 

がIament cutren1 : 2,22 A 

坪Mn

9. 3 :to. F (ｷ< ·/·0-~) 'dpm 

t 7. 7 r. /. I 

心． 7 エ 2. I 

11.3 Z:(J.3 



4P24 がん・脅穀釦証桟のためのあ比祝肘能/67元惰逢

（／玖這）坂本考叫鴫争

ぼぷ l這忍文）名東鰭 ｛心ぴ l文）久田欣一

虞名］ 最・Jr_'t囀！訊的厄のジンケス守ャイーと 1 て釘心亨訊灌『す
、.,. II1 ，そのいくつ力‘h‘.i土月、r れ 1 ゾタ。オt―屯，ラン／ / fドが腔1M輯釦伐、く，ンと
I て /67石ほプンケスキャンニン「喝魯斥か工f' Iレヤー (208 ke.V)と点名鯰 I利目的にゑ昇｀
，，よぃ印鵡ぴ砕 d ）と::/, _....,絞雑tJあ｝。’{,;z;f--, 167Tm Iがサイ？ロト、づンにJ') Iヽ7Er(f’n),
髯（凶 2YI.)')や /61Er(d_ I 2 n) 2) ~とーロ『<':,れて＂うか＇，長身命0, 1“Tm (134) ゃ冗（
/::z.9 4) が虹坂＇ L て蒻紅 It),~／が臼翡ろtある。叙々 11 I『しゾず If. e して， /1 ;::..ァ、•1 J 1c J 
3“叩('t, n)“惰麟＞ Iヽ7和q反たり鱈r~ u このク澤げ，／ば和 1心聾噂ぅ
れ炉し， ｛況f) Iご｝る 170元，／9／和(/. 9/y) q J,/知＃けがち、I 依 V ;とがヤ毬、ナれる 3，竺

他i, Iヽ8Yb 11 国（むf手（狂叫霊 (O,I“%) 支，，‘•[佳反である。手研究げ， Iヽ7茄，そサ？、
虹氏誘秩叫4吋和餓へつるとヒも 1乞 l -ケ.. ·7 卜の協03 h‘; 1ヽ 7和さ免拓和雑すうため
にof..-hydro珂 'sobu匂 l,C 応ん（d---1·-lI D A) さ溺疇l とす｝衝イオンまか邊用 l 托応，屹q
釦恥濱紐啄i和，沈56'/' 立鵡縮i広とも防ゎ灯釦した a
ぽ虞ば］
／．烈わ史絃 クーケず、7 /- e （て、天松 1印碍紐知 Y}巫と， 22，り：叩0J qそれt’
鐸(00 ～殺m〗 さゎ炎管／こ澤m，東北丈枝理研唸今、線，｝ニア、］ 7 <7J RI ::1ース C 2m,,,1 白
含っン／ぐー 1 り攻の又グ後才，？K 含 7'- Iレ匁 1::. --列に笹べて座知 L 石。＿痘}i後， 1 ーケ万

t a 青とえ北＇緑手しt G-e { L ~) -7 HA C Yield Data for Tm and Yb Isotopes in the (Yb+30i60MeVy) 
グスヘ°) } P f T,) -t行存..,知店がt Reactions 

ヒ°- 7 の工手ルキ＇ーと平滋屁（生各、派＇柔）
からオ知危き 1睫し，いく，， h｀の袴俯、合昂浮さ
使ってそれらの生坂＇も；ぇめた。士后生坂

叩丘，｝11"'{ 8)'(,- も冴夕れう庄う 1::, I 

Yb 虚 （ぶ n) I：：よる／ifyb(32d) と冒（凶
て＂，茄て（-1- 167,.,,, 0 他に（い）にふJ l7Z元（糾r)

とのTm (j,2hr) が＾（望 h｀に謡められる。特 /Z,
澤縮 1 ーケ‘‘`7 卜乙ー（す／6fyb（い）“‘Y/J伽“‘而
/‘}Yb（t,乃）’冨与“乍ゥ居町m(mr) と
腐j.,,, (Jo,/hr) ヵr 疫チ冴 5 れ 3 り°. n す＇れ 1

｀1 と殺へ滋右命t祠越泣；玲い。1- 1i, 
（ハ，？）に｝ ｝鰭和”゜Tl') 'I?／元liF z cc 6-e(j_〇

Maximum energy 30MeV 

Beam Current* 2. 9µAx(60士15)

Irradiation time 3.1hr 

Target 

ｵCi/mg 
l 67Tm s.1x10 —2 

Enriched 1 66Tm 2. 5 xlO —2 

a ••四a03 165TM 2.0xloー2

22.5も l 6'Yb 1. o x10ー 2

1 75Yb 5. 4 x10-2 

ｵCi/g 
l 6 7'l'm 0.35 

Natural 1 6 6Tm 0.13 

Ybよ.O3 l 6 5Tm 

0.14 も 169Yb 6.8 

1 75Yb 2.3xl02 

60MeV 

3µAx(60 士 15)

6. 7hr 

ｵCi/mg 

5. 7 

2.1 

3. 5 

o. 78 

4. 6 

ｵCi/g 

35 

13 

1.sx102 

4. 6 xJ.o' によ a ~Jo ke.V r虹っゲ又へ'1 } Iレて＾も銘
められ尼がった。 これり多坂｀坑叡祖りいく
つかについての、台百累と，幻噂 l手と名に表 *Beam current= (monitor value) x(efficiency) 

さがもとこう・しみたよしあJ.あんど｀うあっし、が 3 だ 3 人いち
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／く禾ず。生成星社直埓．堕射（立蓋によ.., (17‘ 斥＇）度免1Jす 3 /)‘噌『／広 a 日乞 l t 1~ ずた。

2. 似叫住 i認的 Iこヒトの¢噸凡筏私のた,!,$ 1-::. :t謬す 3‘961たのを烙iXIOO炉～

I 1nC~ であク。 ／．の定ら展ょ')ｻ ；と， 2巧紅和裔の 1 ーケ9 、7 卜t’~/oo mJ, 天ぢダー子・7 } 
で 9戊0 Jど騨し，これがらル1芥這坦（和藷し庁げれが庁ら埒い。この 2 とど念瑣 K
如ふう序、広紅紅探多ずした。羞、終的に(fゎェ銭元店雑豆夕絨仕れて1/)るcJ.-H/13/J疇
昌I とするf易 4 ズン走殺該さ$,升す} ::.とヒし．角臼択簡切丘笙湿玲I年t、かつ訂鱈
叩知秀膚~ L t乏／00万沿03 り｀うの 1紐どオ戸釦 L 在。7)ouex ダow)(§ (NHl/-十砂／0(I～
200 m叫、 ／， rc炉f)(1./-oem ）のカラムにつ VI L /謬 IダmR./hr, o/.-/-I I 訪 0./2 M と (1,
rH ふ阜賃＇在。初i1-｛か l手と→夕紐友 lチよく序 3 /J‘’. I名紅 11 !1,~。オャージづる沙達が
ク＜呑シと疇ゅ螺の守ヵヽ翡スレ，ヵ‘~ i多，招もクム序るし、ナ 5 ，乙，濱也さ紅くす｝と夕
如患＜庁る。 これ；の、口阜 n‘5, ~/0() 喝 Y6心 l乙クずして／が，芥 7 ラ 7 ジヲンヘのyい［昆
入け知千控げられ芹い力‘’『J:-.言でクラム｛’炉 I年戸紅I夕mf/hr, 炉 3． 8 とガ｝と牧IOO~/ .f.. ｷc 
麟口〉ことが｀和Jった。澤釦ーゲ、7,. OJゥ易紅直姥こので易 1 オン支戎兌紐：にがげられ．
｝が，紅竺 1. -ケい、？卜 h` §のぅ紐；尤t I 7. I 6'-d f身砕担ぽり在千 □ Ybsoし［梵紗浮ちによ
戸和叫癌絣霧如咤這戸. 2. 2 で， Na-7-zルがムによj. Yb{rr) 0 名麦戎湛叫られた
炉， ·tの I.“"シ恥 11 手た＇絃訂の年役があ｝。

3．和囀統 I叩加の猜製 オ旦名の 1輝ぅ •1 ｝斤りが 1-::. 嘴莉ラ、7 fにおげぅ修々q叱
叩tの 1年疇鰍屠巧工｝后めに..t..ii I, :z. 0 繹昂t 1 と 1こ釦尋'’ヽ1Tm t駁ヽ＄
疇 l 厄。 1 ーケ‘‘、1 卜 I-::. 9f 22汀疇03 の＃0， 2m}
i 1孔い 1)0 叫V ヒ {,o M改ても出い砂0万9
碕問厚わt行な，托 u tの特皐、約鱈m C.i. q 
町，，，がf手られ，J:.‘＄，，，ィi ;.,度成の冴 1こ乙／戸紐・
叫冗ナ，！ （司勺紅で If I襄麿匂現作 h’＾や＞兎
く，～ ／い輝創t炉，茄茄分への＼／い加ini
か＇ス 3 b‘.., 凡 十が(inj q戌ぅ卸今は！令匁‘イオンメ

和遺：t行い．莉の和即夕と念 l Z 釦直声
低しれ,) 0 分雌叩1友のがスベク (Iレと石 1団に柔り。
［文献］
l) Chandra1 6r知sfe汎加、｀n 心謬加宵I I()十n.\.1,

I iへ· ¥ｷJ ¥,:  IIし
し,↓．2，巧10
Channol N叩l>or

知{. R磁． 1so七炉）旦賢＇1 1)4-8q 

砂 S+€.心er-g,応S n,.«Hen, Enno紅9 %-?oulsen ，ぬね0.,"^1 和fse.n 心4 ん心知，＇知opkar成C.e.<1f.·c~ls

一ズよ広礼 O”や“叫s ~ Vol. If、『/>!, /fl紐 SH-/'7炉（IAEA, V和也， I973)

3）加森塾明，界北文核理研薇告 9 ..L {1砂））37
りた l秩警哨 ib;&.I r (I?72)/33 
叩戸弔代‘可x尋，名豆雌 ).. o h尺—, 1、以，1.(（97 (J.).2 o <f
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4P25 J" MTR噸］による 23町」か砂超ウラン元黙畔成‘

的渭涸 0面的恥翻、一即今面信嗣森d-1裕丈

1) 絡言：即西I屯狂蜘麟：：よる咽u 砂疇フ゜ lしトニウ箪知詞：：つ\J 
冨そ n Bui贔回ぃが‘よく知られて底）｀最釦戎の rqTK に含まれな組を超りぅ
渥条い中m ｀紺斤面積、及び｀共嗅議船知正屑約｛紗知ら＾るようになって超ウラン元
記改‘愛汀知ら能になフた。-ぷ(f)よう「濯造り雛な島和紅ま炸として SMT
只が建設さか恥て‘｀、そ碍詞斯岡渇わて天然ウランの、照射を行なり．超りラン訊を
在営用雄して Pu, /+""、 Cm (/)1司位元素にフ\Jてその生ぶ量をo<線痢定及び府、各＼かわliふ
に古蒻烙秘蛛によって定めた。更にそ畔課を超后ン鵡：臼知計幹幻芯仮し、J
MTRm 反身祐嘩t恥キャ7知しむ熟軒厄未碍鳴叩彗素を雑皮し紅がそ k五
篠息：：ついて報告可か

2) 実醸 us （和煕ウラン） 2弁1 をJ MTR {f\

べ｀ l) l) 白碩詞知\:1: -:-10 て家） 30MW て‘'3 サ A
7 l し 3 ケ目にわ応て 9玲1 し、照り霰約 1000 日向
母r して、潔北K浮念属材料珂咲叩枯謡翡糾＇料
碍1 叩施設（知孔）叫認、！し巾炉陪認辱分紺！
偽t使用して用藷した。試耗謡和叫配葛 HIVO)
に寄招し．-tr 1@［：：示可方：：：公at.営令維を行った。
鮫；最初疇料甜碑疫のづく／舒を取力、

し免和棉スペ 7 卜！し直I定を行rゎf：：。~ tf\綿
罪むヤ 2 団（：＄か：：： A1：よって切u 疇して、
西u· 迅'Am. 241.C1-11(/)“認縛を定めクことが‘‘'て｀’

Fig.1. Chemist,y 

口ca t i on EXChanqe A?i on EXChan,i 
• ー wーex 50 x 1 。 .4} HI 0.3 ;M HC1 

+ 

E thano 1↓唱。 9 E tha no 1 }2 H• HC1 l 
Am. cm PU Np 

ぎた。釘y;.. u フラク万ン中冗的店在比11KUR. <fl中l謬覇訴l：じて天然乍ン
汀直して歪りわ，次に Pl,\ 7 ラ 1 シづンについて休殺囀ll定を行って -:in puに対ゃ芳tJ\
疇和比改め、応訪細筏戸ぬ畔具を剰定してれ＇凡疇行ttを定め、更I瑶紅炉（
K u R) (Jl‘わl午ふ放身砿てヽ・年pu (V\ ,})z93四反応t+1IITT して 24ぅ P(A<f''if系条約虎て‘•29>plA6)
絲ttを求扉． A wi .Cm7 ラ 1 シヲンにフ＼）てば嘉幻I\゜クト 1 しよ＼）大偽 m司ィ峠糸
§恥＇鐸｀り疇｀、徴曼岱疇しい吼l忠這豆約中て｀•ある。兄応バ疇も加素 lふ
ず，

Table. l. Yields of Transuranium Nuclides. 

238 Pu 239 Pu 240" P u 241 Pu 242 Pu 241 Am 242 Cm 244 Cm 235 U burn-up 

YIELD 2. l 2.3 1. 3 2.0 l. 5 2. l 4.9 9.5 2 7. 1': 

(238炉 l) x l 0 -7 xlO -3 xlO -4 xlO -5 xlO -6 xlo -7 xlO -9 xlO -11 

!SOTOP!C 

0.06 I ABANOANCE., 0.009 93.8 5.3 0.82 

にし℃もた、ふしヽ•わらいちらう、いすにし(J)3；つぐ•も 1) や忠ひら「:-IJ
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ち）議論：輝心た Pl,,\. A W\、 CW1 (f)急疇元ぎi(J\生爪量を言濃 l::. ょ汀恥疇可
紅めに［企あらかじ疇料鐸束砂｀中」をいぺ 1 1--tしげ記て計叡行う八‘丘鱈
が．JMTR0 ぬ謬屈がしかもステンレススチ~ [A__,IJ)キャ 7如し叱碍痔籾瑾び
咋讀やス＾゜ 1 卜凡l1現在呼斤古くわかっていない応‘’、 23SU の Burn upを疇可る
ように的／的‘を 1＼゜ラメー 1- X してむ繹麟。さらに 如／砂iを／）゜刃一
ダー幻して、中荘誼ぶ江加疇I して要it可豆”レ、JMTR遺軒麺濃っ
這尉ラン元条の生戒｀詈を計算した。知移界をナ這I疇可。特l：彗豆｀ぎことしす
叫疇疇釦鵡己鱈1J‘ヽ・大きく．、実麟撃綱疇疇屯 6. MM 中 x10.“り
(U5) か追酌崎し） 1- f'‘`/ 1---じぬ較して 4噂:::._1|、ざくなう。実効柘訊知して、
1C. ：：：午、 5厄 Z9.1 万万（叫詞疇面積、 M l'J試州謹）●●

びい謬瀑し、研、3 (b) を使日レfz。和百疇絲碍、,f\ 1/v-カ‘ら大ぎく l訂い．2叫加
応釘冗疇碕、1 -;i: W碕ot\直謬‘に甚き、中戸疇をq成遁史しゎ印滋を用
心．ナぅ珈‘らむI今p,:::.10 l追叫が砂汀心ず、咽ら八U のl?urn いp力‘ら
令h = 9 X10” n／心•5..e c 、 71し T ンス＝1、 3 x 102ー  直射を作な平:::,'tになる。
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Fig. 2. a-spectrum Fig. 3. The experimental and 
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4P26 超ゥラン元素，製ぺもぶt{l す 3 かf免（ I) ゼ． Iレ 1年元隋窃尚註怖製崚薔っ

隈咋

（和“互研） 0 ｝"遠} l叶紐：阪務．乏疎砲叫 原も碓
飲チ進

9 げ·手力詞免所知紅臼巧璃知卜 1 、、う才れ訊貨叩t } ̀'J..} (9 月 1 R) I i，；見私

紅⑥げ 11：田危 I乳，守／，孔 1- 3 3 愈手‘）＃ヽf 4‘ 戌い和ヽt江臼サ 1‘ わ｀／．？釘塾tげ,~

ゑふ卜 1 、・うたV)枕9扮漢•況追ウうシ元舌の駁進 I: L 刊 I印 1 3 こしがてーミつ。

弘迂 I1 、 3 日 1 Iえの屯舷恥口千，こ夭や矛叩1 ，乳が 4 甘毛ャ rと， 3 金が，打I]｀ハfこので， こ今

文f E 利，利レて超ゥウン和t t峻屯し． ．々の化芍的．｝土償"J,1j'元t 91 fiぅ 1` も主考しf1．勿
斎， 船< }'l.-I} it敦的伶易に， かっか’iり←悉 1計ら、 1'~, 1むずt:..手 1.. ::.. ↓ヽら濱え禾，一つヽ‘

1 11 忍オの珂免t竹 riって 3 1 ~‘'} 0)て｀．， むしわこ k らt 9 - 1fッ]- t l'l, もっt名ー‘

臼り吼屯t 4了 ri..,..、そパ引しt 11 fiぅ:,, "'.& -t.足し-; > d) I げ況五•あ 3. らi、 BK, 

仔ぷ e 鱗屯 1 1 た h tfJバ液礼しし1.私屯がれ1,flて••さ 1 t "J 11-, 2切， 2•国， 2`  
叫仇ふ 1..h 1 が， こ h tうび枝莉かりムをし 1 も， 化考名綬 r—利 I乳'!.. Jぅオ足孜ぺの
c.,..., 加 39 にJ'j-'1局 e 1身↓うとす卜 I i /0 ;z, 1 小サもと慾げ丑釘が屯＇印 1・ h 1. 

v ,(J‘u iがり 弘むべしっ 1 乙＾ tぅfri竺灯 I"名のてd) ::..t,,:あ'),'t f-c. ~わ:i和↓

っ 1 K危 Iこか成す 1 杉、グ製か改初し 4 這心•阜イ m 3 . 広枚的サせヵヘ叶t m，投打
似り灸 I ]紅却{ Iてtしtも、 1入以の枝ケ役か疇を含幻碍t玖扱う I心象が h’J,
こ今よう⑬ v,,._·,v砥釘知浙 1 1 紐＂げ汲、ーにつ、ヽ 1 ii, j,這 1-:. tつてしい填ぅ
苅ィ1) 1. ~り l-:. :r n 1 k 今砧 I’和キ，スフ、、1.も， 5 <判っ 1 、、([、ヽ足ガ< h 1 と洗えら

ト 1.

心の足 e "-l, 1. プ H T K のク~I譴 In に砂ヽf 9 ー咤糾む氏く「第 L 1, 1 1げ I j,賃し
し 1 t~りうプィ沙炉叩うことtし I又今，!l r1-その亥枝か線名 1• あ｝·

むL 尺考危知加紅1疇臼啄仮砂I9印訊禾、‘))--ラがラ}-,,叩牙 6 い Iレ紅す
遠I~!:- し1. j、f._ I月 13 f<n  4 l灯岨~,以した． こ"'/ ~Iレ I”洛／ケこ妬雑わの作、板峻{, I~ 

却 l,_ '1J I ケ 0 □, ｀和 3 } o c外，珀i '/Oc飢のル、11t..峻 1 ンナーぷ、ソクスが歿碍i 1 い
‘‘?. riおこ"),tZ Iレ 1 っ，1 りをのへ叶ととり久し 1釘心荻みt 1す riえ 1 l 1 Iヘク•l9 ーグ
ォこックスが1ゎいい 1 いう． この心レ I1 松逹の応幻クそ験 rこ••I t 1‘. riく， 足の巧’免俗も灰,ti

11 ~ 1.ｷ, lq如瑾もり，目的，孔d t 1 3 ::..とが、ク恥-l.r--1-<. 1-た，オ ~Iレ I こ 1渇知オ
^°レ／ 1 が呪投 3 卜が、、こヒもfr', 'I' r,(.軟的外を茨のラ＼ヽ‘‘q免侑が印卜や.!..うと崎 rナ· `‘こヒ
を手租し1., ri 1 バ拷4卜しべす、、こと、 1位妥に｝F秤す 3 こ\,.' こわし 1 c:...I_、、こと、杵弁

q希易 riこ'('i 1:··もヽ釘し． 2 い 1 、`,. 手町利 I司か対 l iアンサ__ト珀生t 1了 Tj.つり該

吃 1疇心租髯帽忍緻碍訪i区f'H i咽紅，考4叫遠妓扱い仄り 1 ン文
虹蕨故硝這m込も‘ことと l f又．匂点岨瑶 11'がラス吼，つッ 7, i :,-ブ〇ン峻 1゜， 乙臼ら
りむt 11,"ひ肘が＇）土ケレン冷をアク！レ 7’‘ りト1.祖定しに． こいらの幡望の 1和乍d))手とん
臼祐ガ'11贔 L と＾‘`もし勺し'1 1-q約t i土秩 l りがら~;::.. 1・レータ 2 本今｝らIt.-が 1'1 、I

さtうあ~ :::...かわすじ、、マむ・刀っふレらとしあ.:). 11-ら?+つわ.. 1 ず｀ 3 す 1 t‘ 
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クl: 1i)終 3 べ 3 以外/1,,,e._ Iレ，J-ゑ茂印のブ、'}7 h 1 、 `'1 ス 4,.Jケの祥咋 I’` Jク 4 いか'3

1 } I) Iべfjつ 1 し ‘1. :..れらっ岐瑶の大矛I:,&-1に;j". L に兄知乞 3 痰にづー）しドランt

埓也し 1 文圧に埓叶· 19• さ 3 こt t雄堤 L f＜の 5, 脅知口や戸ニュアJレt 4} 製し「マ、

1~レタト＾
J——· --- -

毎斗柿出板咀 i入‘料幻許和祀姐卿滋ぇシ希浪
恨乳 崚翌 西祠約ぅ'~

浪念 Jが名

けン交虔·私翌
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4P27 赳ウラ万げ、の製造に関する研究 JI. 1MT 尺による天照ウラン
ダーゲットの照射と化学分離

（東北火金甜）鈴木進佐藤8月手 0 原 光雄、三頭聰 8月

)ll ih1和左務

1 東北犬学金属枝科研究沖付属粒科訊‘験炉糾用花設のホットラポラトリの励． 6 セ lレ
肉に設預されているう名糾鐸訊製装歪は強度の杖射背とを有する照射済試料の比学今誹臼

え・る様に設計されたものであが利用する研虎肴の研究目的と言氏｀料i: Jって名験疇り

様であることが予穏、され々が‘，が慕患d)祠する緻能\'.'.. I,\みいらな忍乍t7)令且合ビによって，

t＇の移度の＇美、験が可能 II‘ l'. \J‘うこと 1 :1 /が装蛋た 1史r-f1 L ての戻験t計画している訴i究点に
しってを名な閣難である．ボ石f免 11 超ウラン元序、の勢ぶもに関する研梵の一環とし（企也1 5 
礼，が殺荏t最初に｝史用して燕射肴天然、うラン試叶の比営分離を行った行虎であ1-.試叶
が謬9‘0, 困逗麟危這如砂い逍¥ 6紐合也によるウラン (U), 7° ルト乙ウ
ム (Pu), 1'メリシウb.. (A))\) および｀枝令絨主吹掬 (FP) (JJ }ヒ悴今離iで1Jゞ‘I イオン交i戻

慕歪以外のすべ＇ての菰遣を使って行なわれた。犬祁今の Fr 2 隙去した後の実験は試料落成
区 Iレ外に取＇）出して綬行された。ボ研免む遡 L" て通常の化学央験では予想もて＂きないよ

ぅげ、吃な砕応湛冗，それ'? 1-J今後超ウラン元表の製虞1d町戸研虎広進めク靡汲
立つものt.,!fl:.-われる。

2 NA·K キャ 7° t lレに天然ウラン試料 (UOz. !'.. L て 2.751 9) を他の試‘科·と共に 3もめ，
故料試験炉 (m4 f尺）の試‘叩直 I:. B心即殻負玲＇で参懇中悸．手束 3, 3 メ ID zo -nv t (原研

テ’’- 7) 照術した。この煎、碩惰試｀料は原研東海ポットラがラトリでクラッドと切畔して収
り広され，的）耳 9 碍履叩睛l を経てfl‘ウが、狛罰t使用して牝浮冷離さ H た。そバ桑
|乍の偵わ国 1 に系す。ぅ訊糾牧企遷射蒲訊‘脊斗い入孔 C M 研穀を辛入した．加熟してク項笈
比りランも麟牛した往，＂の 0,0(, M N̂ N02. t，口えて Pu ｣ 1虚疇 I：：：レた。茄液とう名楳抽
“ぎに移 L' -r1!,p (tr i -n如ty l phos ph山）珀払t行fない，却出ざ以た U z'.. Pu t命雌綬で心色
狛出して U -Pu 7 ウクシ 3`/ t得た。はじ‘めの TBP 抽似の際l7)水か月の少岳：と Fr ブラ 7 シ 3
ンとして今収しノ残‘i)の水相t術笈比億えふ［よびpH孫l 仰狙営に移した。蘇化利をう和 1l0 してガ‘
らf ｀ノ知ア？J<広 9r1 久てfH を 1 に詞登し潟液口追した。奴｀幻印蘇ナトリウムラ名液t il'.) 
tて？H と＃這l整してう名知叫＆芍に移し， 11A (2ｷ thenoy/阿l.u o roa,etone )j-蒻と行った。
ここで火祁今の FP が＇狛幻錢；さいた。水姐と再が釦這元および叫輝装達に移し，加(V)
以氏砂‘ロキシ IV アミンで直100,: 淫元した。伸（直）は海咲加出拾翌において丁TA }鱈ぉ
4 い" / M6肛菱にょ這J砂 1: Jって今、薙扇招ざrt, Am, 7-Jクシ 9 ｀ノとして U- 凡およ h'9FP

プラクシュンとしも 1こ也，レ外に収り出された。・ク岳の FP 2..合む落衣 11.判途に雇素した。
各 1::::; クシ 3 ｀ノについて知（Li)戌ぶ忍2- I孔いての『、t蛾スヘ° 7 卜 IV 囀Il 足， 5i栓玄器t団

いてのぺ＄’いへ°り卜 ,v の;,illj良t行な v', U -Pu 1 ~ 7 シ 9 ンについて 11. U l'.. f'u の介緯吋裟
を行 7 た。すなわちーオ旦羨砲駐国し 5MH/VOぅー (/,0”1 /Vりvoz.ぅ宕液で｀塙籐して U と Pu (IV) さ
丁町で却出した． T6r 耗］もfie.(:n:.) i忘釆と株リチ也‘て凡を直f面として逍は初出し，残った U E 

すずきすすむ・さとうあきこ・ (l らみフお・みつがしら L しあき． nヽわすじ｀いさも‘
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紅疇珀出した．和 (1IL) z_ /1/ o .. NO z.で｀冗徊 L し 1 丁BP 1''柑池した 1l.、を屯水て＼屯狛払した。

3 が’生手を免照射した二貌隻At..ウラン拭社 11硝殺Iこ兎易に洛緋 l f二．瑶渡詞紆瘍媒抽

出／ p綱態，；苓液の注入およ払移恙測足試料叩紅い CIレ外の旗砂、なt`‘I すべ｀ての禄4乍

碍釦恥翁tスケジ＇1 ----！レに従って(j ;,-"II尉恥遂行された。f町 1: Jら U と Pu 叶如似は
足そ的であったが‘, T評租 9‘ らの U と Pu "'池拍出 lいわ請綬J. I) も純水と伎う方が効泉的で‘
ぁゐこ L 的燻の知で知-, 1こ滋牟今離精穀装翌を使用しての輝l" 訊‘ま斗守のす文射能の
玖今である印遺、広，：句眼疇f1｀れたが， FP 1'?' クシgンの n讚ク、へ゜り~ Iレの根莉の終i
棗， 主なl,; FP r..して呼C e._t'l'I-Pr, 10, Ru.!o6Rh,, 07 Cs-'”唸4. I ”五’夕肋ぶ稽を出ミさ孔， 吃Ii')＇池 I こ 13`

の町1 E 矛、すような bo5 わ‘よび 7?6 keV の了釦競創された。 U -ru 1 つ ’7 シ 3 ｀／に残笞
した FP の象 l 合は＇叫Ce -I舛仔の a. f %,”‘Ru-906RK (JJ仕 5 7., /”Cs-937mB＾の /.6 y.,,.tl:ャ—’5 肌，の

5, Z fo で’わった。それ'? 11 j刹進とほア｀‘---致してわ/) I か紐nゞ 11)貸租であったこl:'.. t示して
I,'};,. /w.. 7 ~りシっンに l"J.咄 Ce-'叫?Y の 22 、 3 ヅ。と予副他よりも多く残｀笞 L ていたが‘』これば

いか離井青殷紺蒻虹冷 n‘ ウの滋衣のもれを発見 l, 拍い打jl e 括瑞したためであら。
各 1 '1 7 シ？ン l：：フいてのrJ..§泉スヘ゜？}- Iレ遵ll，史の括棗：よ勺し，照吋惰夭胚ウラン試料·

守 1: ＇立戒していたメ緑杖即本、ば主として 23?Pu ヒ砕OPu であり， その他に微をCl) 239pu, 2"凡

2％伍叫和が認めりれ1<-.叫u 埓洋緑咆 L の比専丈湛J，定によリ／猥術噌試‘叶If' I; 的 I、夕 nJ l7) 

西d が＇虹戒してい r: じ堆足さいた． u と Pu のか離吋峻 11-弘線スヘ°クト I心淡碍屎ャ令湛

足すべ｀ぎものであり， u l:'... Fu の各 7 つクションは慈酪齋盤iして同i立 4本t::じ刹，史に使われた。

uo2 

80°C 仁霜摩ふ言5ml
60°C • -30°lo TBP-xylene 50 +25ml 

工0.01MHNO3 50ml 
Org Aq (U-Pu fraction) 
dry up 

• 10 M HN03 25ml 
60°C ィ— o.06M NaN0 25ml 
ー30°loTBP-Xyるne 5O+25ml 

Org Aq 

Aq (FP fraction) 

pH 1 中←一COnc NH4OH 
←o.5M(N咄SiJ a10ml
←-0•2°l。 Ag N03 0-5ml 
• -1M N~OAc 

Org 

•— 0-5MTTA-xylene 

95ーc 

75ml 
Aq 
←-1MN朽OH ・¥04
10ml 

戸」二2寸~ HN03-0-03M Fe(NHz50必 50+30ml I• -0-5MTTA-
xylene 75ml 

Org Aq 

ニH206。0c~＝塁。N早雷疇儡e 5Q.,.25ml 
Org Aq 
(.U fraction) Org 

二1MHNO3
Org Aq (Am fracti0n) 

Aq 

Aq 

, I←叫°
Org Aq(Pu fraction) 

Fig. 1. Flowsheet for chemical separation. 
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4P28 超ウラン元素の製造(3) 虞摺的ランターゲ＇、y)--中のウラ｀ノ
プルトニウムの同位伸比と照射条件の検討
（東光犬金研） 0三痢聰吼岸和蟻ヽ山利義信、）I/筋伊柾務

原光雄、i揺酬j／鈴本道
乎性子照尉によフて、尺然ウランターゲットから超ウラン元素を製造す匂翌程凋合す
る主な核種の枝的性質も表1 に示す。今国紺々が行？たJM丁Rでの原付では、照付瞑力＼｀｀

たので、充介菰諫さハた中性子こよる服射であフて、速中牲弓反
及び熟外守住子による反応によって炉内反応糾荏定する亭が｀で‘さ
造のためには杖げIZ よる援紅少なくして．、有効に輝繹
しい。笈tu磯変換量の大部かI臼PLI.になるが、 23fP成）（九f)1
）疇噂する割合は／0度の熱外庄性子の店庄によって、約／よ、
知粽O笈噌加する、同じことが‘祁9依 21/成、ユ丸伶， 2必u, 23‘u 

ついても l l えるので結属、知l茫1生子が務在する阜が叩＇しいといえる。
以上このような凌駿より、殿射清湖浮か£改汎窟桂青裂した U と Pu／こついて、同位糾浮＇咸賃
定 l て、熱乎性子と意＆外守性子の彰拝Iてフいて朴籍寸した。
u, p“の同釦杜訊‘

原読屑住和に対す這効脱面債叶直は、憩中性拝瓶雌と共鳴偉愈の値繹i l て，
W虚碑の方法で｀求、める二とがで‘ぎる。伐々の展ぼでは、照導将しか辰及射社瀑咄‘にあ？

1 よび Pu l司位体の核的

オ支埋 半戎期 仝久f土r/ 

窃'U メ ?$ 
.2崎／ メ /00 

o< ぷ＄

｢ ¢ざ 0

o( 2,72 

炉 22 

2,lf. XIO 戸 メ ／ク0

22、、3Iよ匂ん 炉
炉 60 

切~ I ペ $｢o 

弘． 270 

メ 2c?O 
¢— 3ク 0

ぷ 2 0 

竺 邸—

（）やジ
菰

0、 6$

5グf、よ

2 

I 

2(}OD 

/ 
／クJ--

クダ 0

/0/0 

/f/ 

（バーン）
＿毯が裂

70 0 

/ 0 0 | 2 グ0

257 

28'0 

クO 0 

／ぷ° | 2 [ 
／よ00 2000 

ク ooo

/ooo I /800 
//J'"O 

みつか‘‘しらヒしあさ°きしもともくよし•やまむらよしのぶ•かわすじ＇いさむ
ばらみつお‘•さとうあきこ・すずきすす記

86 



たこし、病漣飲が1い戒速和吠さいこヒ等からこの方；広が府致であると庁えられる。そ
こで表1 のデ｀ータな用い、熟外中性子の劇含ヒ、 u, 伍<ti I司位件迎訊‘との肉係を 僻jJ変

動を寿慮 l た計算 l こよ 7 て求めた。爽篠麟ヵ麦動ば、極めて姪痔間の変勅を伶I] は‘‘、す
イクル間の乎蘭と 2り～J2MW OJ比綬的狭ぃ馳国の変動であ 7 たので｀、僻力と全ヰ牲子束ば
疇し、熟外中牲子の割命よ一定であると仮史 l た。計算終県を図 1 に示す。
患中性子の劇合がKさくなると相対的に2りpl(の生成量が｀がなる。 2仰凡／吻rJ.比につい
げ、四p少全や“比程呈ではないが熟外守牲子の創合の増加 lこよる増加が認められる。 233u
から生成する 23怜の量も熱外中性砂島」合の増加と共に増加することは表 1<}) デ｀ーダより
明らかである。従7 て図 1 に示された重い疇位元素の収半の婚加は，極めて顕着Iこ2f2P0
2如，吟伽等のより重ぃ核種の収率の増加i-::: び｀つくものであるといえる。図 1 に太線
て｀‘示したのは 美際~の照射試料についての質量分析から得られた爽験値である． U, Pu.の
同位体程域の測忍直ば /, r X/020 匁ひもヒして，熟外中性子の劇合を0，03~Q界ヒ（た
計算結果で統一的に説明で‘さる。このこヒは J" MTRの B返射体領域で‘の中性手殿射l ：：
対して W以な辺の方法が凋効であるこヒを示すものである。尚、JM丁 R、暖射課より板
告された全照射董は熱中性子で、3.3 X /020?1..サtであり、仮々の測定はそれよりかなり 1釦 l
値であった。
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図 1 u, Puoi同位倅紐廣ヒ中佳子束の綿令
翫に示した舷容は熱中性子lーぶすすク熱外中性子の割合を示すo-{がぷり紺u,
ーーーは滋西u, —ーは 2fOPl.I.だ知，—――ーは呼炉蜘の計算値を示し、Q li
2叩紐U, みは2.3‘吸3.i-u, C は必opiy1呵h, d9が“叩峨の史．値を示す。
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